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「おお、まだけっこう並んでるね」

　冷たく乾いた風が喉のどを抜ける土ど曜よう日びの昼下がり。俺おれ──長は谷せ川がわ昴すばるは、五人の子どもたちとのんびりアーケード街を歩く。

　いや。子どもたち、という表現はそろそろ失礼かもしれないな。六年生の二月という時期は、限りなく中学生に近い。さらなる大きな舞ぶ台たいへと羽ばたいていく一歩手前。大人おとなでも子どもでもない、ターニングポイントの真上にいるみんなの後ろ姿を眺めていると、眩まぶしさ、そしてほんの少しの寂しさを覚えずにはいられない。

　なんて、それじゃあまるでずっと小学生でいてほしいみたいで語ご弊へいがあるか。もちろんそういう意味じゃなくて、ただ、今の関係……俺が慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケットボール部のコーチでいられる時間も残り少ないのだなと実感させられて、微妙にしんみりした気持ちが混ざってしまっているだけなんだけど。

　量で言えば、圧倒的に希望の方が多い。中学生になって、五人がプレイヤーとしてどんな成長を遂げるか。未来へ向けてできるだけ頑丈な橋を架けてあげられるよう、これからも残り少ない毎日を大切に過ごしていかなければ。

「お昼時を外せば大丈夫かと思ったんですけど……」

　感心した俺に、眼鏡めがねの奥で瞳ひとみを大きく見開きながら相づちを打ってくれたのは永なが塚つか紗さ季き。本日のお目当ては、すずらん通どおりに新しくできたうどん屋さんでの昼食会だ。同じ街の飲食店で暮らしている紗季にとっては、ことさら気になる存在だろう。この訪問は幾いく何ばくか『取材』という目的も兼ねているのかもしれない。もちろん、敵対心のようなものを抱いている様よう子すは一切ないけれども。

「マジか～。もうおなかペコペコなのに～」

　どんよりとした顔で背中を丸め、三み沢さわ真ま帆ほがみぞおちの近くを抱きかかえる。現在時刻は午後一時半を少し回ったところ。正午あたりは連日大行列なので少し時間を遅らせようという判断だったのだけど、土曜日ということもあってか未いまだ客足は衰えることを知らないようだ。

「おー。ひなもおなかぺこぺこだから、いつもよりたくさん食べられるかも」

　ニコニコ顔のまま右手を高く突き上げたのは、袴はかま田だひなたちゃんだ。いつも朗ほがらかなその仕し草ぐさはまさに癒いやしの象徴。ちょっと落ち込みかけてた真帆も「そだな！　大盛りだ！」とすぐに笑えみを取り戻し、背筋をしゃっきりと伸ばしている。

「えへへ。何を注文しようかなあ」

　あご先に指を添えながら控えめに微ほほ笑えむ香か椎しい愛あい莉り。恵まれた長ちよう軀くの持ち主だけれども、こういう時見せる表情は皆と変わらずあどけなくて、とてもかわいらしい。やはり同じ十二歳なのだなと再さい認にん識しきさせられた。

　ちなみに本日、兄の香椎万ばん里りも誘いを受けたのだが、『うどん？　腹に溜たまらん！』と一いつ蹴しゆうした模様。あいつはわかってない。

「昴すばるさんは注文するメニュー、決めましたかっ？」

　隣となりからこちらを見上げ、片結びにした髪を弾ませながら質問してくれたのは湊みなと智とも花か。ひとたびバスケットボールを持てば誰だれにも負けないほどの凜り々りしさとスピード感で眼めを惹ひきつける少女だけど、普ふ段だんの様よう子すはその名の通り花のようにたおやかで、いつもギャップに驚おどろかされる。そんなところもまた、智花の持つ魅み力りよくの一つだろう。

「うーん、正直まだ迷ってるよ。寒いから温かいのがいいかなあとは思うんだけど……」

　少し考えてから、苦笑気味に返事する。耳にした情報によると、お店は本格讚岐さぬきうどんを謳うたっているとのこと。ならば初訪問ということもあるし、シンプルに釜かま揚あげで麵めん本来の食感を楽しむべきか。でも、かけうどんで出だ汁しとのコラボレーションを味わいたい気もするし、釜玉を豪快にすすり上げる快感も捨てがたい。加えてもし限定メニューが残っていたらそっちにも誘惑されちゃいそうだし……。

　ダメだ、やっぱり絞りきれない。まあ、列が進むまであと数十分はかかると思われるから、ギリギリまで悩んで答えを出そう。

「ひなちゃんはもう決めた？」

「おー。ひなはやっぱりぶっかけ」

「ヒナはぶっかけ大好きだな～。あたしはどうしようかな……。やっぱりカレーうどんかな」

「私は基本のかけうどんから食べてみたいわ。変わり種系は次に来たときかしら」

　他ほかの子たちともメニュー談だん議ぎをしながら、列の最後尾へ。少しして俺おれたちの後ろにもう一組のお客さんが加わったところで、お店の中からいそいそと女性が一人ひとりこちらにやってきた。

「本日はここまでで麵切れ終了とさせて頂きます。申し訳ありませんが、もし後ろにまたお客様がいらっしゃったらお伝えして頂けますでしょうか」

　そう告げ、了承を貰もらうともう一度頭を下げてから、店内に戻っていく女性店員さん。

「危なかったな～。サキの作戦のせいでうどん食べられないところだった」

「そ、そんなことはないわよ！　ちゃんと間に合ったんだからむしろ好判断でしょ！　……まあギリギリになったのはちょっとだけ計算外だったけど」

　ほどなく全員から口々に安あん堵どの溜ため息いきが漏れた。からかい気味の笑えみで肘ひじをちょんちょんと突く真ま帆ほに、紗さ季きは少し慌て加減に眼鏡めがねを直しながら反はん論ろんする。

「もっと早く来たらかなり待たなきゃいけなかった雰囲気だし、確たしかに絶好のタイミングだったかもね。あとのお客さんのことを考えなくて良いから落ち着いて食べられそうだし」

　幽かすかに気にしている雰囲気が感じられたから、俺も紗季に同どう調ちようする。後ろに行列があると思うとどうしても早く出なきゃという気分になってしまうので、結果的にはいちばん良い選択だったのではないだろうか。

「そ、そうですよね！　……とにかく、長は谷せ川がわさんにもわざわざ来て頂いたのに、売り切れで食べられないことにならなくてよかったです」

「いやいや、近くだしダメならダメでも気にしなくてよかったんだけど」

「おー。うどんがだめでも、さきのおうちでおこのみやきがある」

　ひなたちゃんの言う通り、そういう選択肢もとれたな。ともあれ無事に食べられそうなので今日きようはうどんを堪たん能のうしよう。

「次に入れるね」

「うんっ。わたしもだいぶおなかすいてきちゃった」

　雑ざつ談だんを重ねること十分ほど、ついに入り口前までたどり着けた。智とも花かと愛あい莉りも空腹がこたえていたのか、安あん堵どするように笑えみを交わし合っている。俺おれもそろそろ我慢が辛つらくなってきていたところだったけど、印象よりは短い待ち時間だったかな。オペレーションがよくて回転が速いのかもしれない。

　ちなみにお店の名前は『芯しん力ぢから』というらしい。コシに対するこだわり、といった感じの命名だろうか。

「六名様、こちらへどうぞ～！」

　間を置かず、ついに店内へ。内装はシンプルながら小こ綺ぎ麗れいで、テーブル一つ一つの間隔もゆったり取られている。カウンター席もあって一人ひとりでも安心。無む駄だのない機き能のう美びからますます味への期待感を抱かずにはいられなかった。

「麵めん、注文してから茹ゆでてくれるんだね」

「うどん茹でるのけっこう大変なんだよな～」

　メニューを見つめながら、感心し合う智花と真ま帆ほ。そういえば五人は俺の誕たん生じよう日びに手打ちうどんを粉から作ってくれた『経けい験けん者しや』だもんな。ゆで置きにした方が当然に提供が楽になるんだろうけど、それをしない一手間に強いこだわりを感じる。

　ちなみに讚岐さぬきうどんの場合ゆで置きだと手抜き、というわけではなく、むしろ標準的な販売方法らしい。太い麵を水で締しめておけば、ある程度の時間なら適度なコシを保つことができるようだ。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　全員が心こころ積づもりを固めたところで店員さんに来て頂き、希望するメニューを伝える。最終的には俺と智花と紗さ季きがかけうどん、愛莉とひなたちゃんが温かいぶっかけ、真帆がカレーうどんという選択になった。あとはてんぷらや温おん玉たまなど、各おの々おのが希望するトッピングも追加。

「お待たせいたしました！」

　そして待つこと十五分弱。いよいよ六杯のうどんが同時にお目見えした。

「バラバラの注文だったのに、時間差なしでの出来上がり。……簡かん単たんなようで、ひとつの連携ミスも許されない大変な仕事なのよね。食べる前だけど大行列にも納得だわ」

「おー。天ぷらさんも、あげたてほかほか」

「温おん玉たまが別のお皿に入っているのもうれしいな。これなら好きなときにトッピングできるから」

　実家が飲食店である紗さ季きならではの称しよう賛さんに続き、ひなたちゃんと愛あい莉りも細やかな配はい慮りよに喜びの声をあげる。

　そして俺おれも、既に眼めの前の丼どんぶりに対し視し線せんが釘くぎ付づけだった。高らかに上る湯気からは豊満な節ぶしの香りが立ちこめ、しかし魚の生臭みのようなものは一切混ざらない。醬しよう油ゆ成分が強すぎない黄こ金がね色いろのつゆは、小麦の旨うま味みを引き立てること請うけ合いだ。主役の麵めんもまたスポットライトで照らしたかのようにつややかで、ひとたび頰ほお張ばればしなやかに、情じよう熱ねつ的てきに、口こう腔こう内ないで躍おどり続けてくれることだろう。

　ああ、もうダメだ。辛しん抱ぼうたまらない。

『いただきます！』

　みんな同じ気持ちだったのか、示し合わせずとも声が揃そろう。我先にと箸はしを取り、麵をすすり上げる軽快な音が心地ここちよいハーモニーを奏かなでる。

『…………！』

　直後、絶句。

「んまっ！　ちょーんまっ！」

「……すごいわ、これ」

「もちもちなのに、もごもごしない」

「小麦の味って、このことなんだね。はじめてちゃんとわかったかも……」

「お出だ汁しも、こんなのはじめてだよ。とってもうまみが濃こいのに、ぜんぜんあとに残らないですっと消えていく感じ」

　やがて深い衝しよう撃げきが収まった頃ころ、恍こう惚こつの表情に彩られながら真ま帆ほ、紗季、ひなたちゃん、愛莉、智とも花かの順で感嘆が言葉に乗せられた。

　ううむ、これは困った……。

　俺は去年の誕たん生じよう日び以来、確かつ固こたる信念を得たはずだったのだ。

　──うどんは小学生に限る、と。

　もちろんその気持ちが揺らいでしまったわけではない。何しろ五人が俺のために心を込めて作ってくれたうどんだ。思い入れが違うから、うどんレコードがこれにて塗り替えられてしまったという事実は皆無。

　だけど、否いや応おうなしに知らしめられた。職しよく人にん技わざ、という存在を。

　もしかして、もしかしてだけど。

　単純に料理として捉とらえるのであれば。

　うどんは、小学生に限らずとも良いのだろうか……!?

「…………」

　しばし無言で、丼どんぶりの中の小宇宙と向き合い続ける。子どもたちの会話も途と切ぎれたきりだ。他ほかのテーブルからも聞こえてくるのはおおよそ麵めんをすする音ばかりで、誰だれしもがうどん以外の全すべてを忘れてしまっているようだった。

「おー。もうなくなっちゃった」

「流は行やるわけだわ……。お父とうさんとお母かあさんも連れてこないと」

　ひなたちゃんと紗さ季きの口からやっと声が漏れたのは、丼どんぶりが空になった後。普ふ段だん、五人の食べる速度はまちまちなのだが、完食のタイミングが全員ほぼ一いつ緒しよだったことも、夢中度の証明だろう。

「──みんな、お口には合ったかい？」

　俺おれも感動を言葉にまとめようとした寸前、後ろから声が。振り返ると、真っ白な調ちよう理り服ふく姿の男性が優やさしく微ほほ笑えみながら、こちらに視し線せんを向けていた。

　年のほどは、三十歳前後だろうか。少し若い気もしつつ、誠実そうな面おも持もちからなんとなくこの方が店主さんかな、という予感を抱く。

「えへへ、とってもおいしかったですっ！」

「よかった。がんばって打った甲か斐いがあった」

「ってことは、このうどん作ってくれた人？」

「うん。まだ駆け出しだけど、僕が始めた店だよ。いろんな人の助けがあってだから、一人ひとりで完成させられるものではないけどね」

　思った通りこの方がオーナーだったか。愛あい莉りと真ま帆ほに返したその言葉からも、うどんへの強い愛情が伝わってくる。

　それにしても、どうして俺たちのテーブルにだけ声をかけてくれたのだろう。ふと見れば先客もだいぶはけて既にテーブルは半分ほど空きがある状況にせよ、少し不ふ思し議ぎだ。

　などと密ひそかに考えていると、店主さんが少し申し訳なさそうに頭を下げながら、言葉を付け足す。

「ところで、なんだけど。君たち、もしかしてバスケットボールやってる？」

「えっ……!?　は、はい。でもどうしてご存知なんですが？」

　驚おどろく智とも花か。それを聞いて、店主さんはどこかほっとした仕し草ぐさで笑えみを強めた。

「勘違いじゃなくてよかった。実は、見に行ってたんだよ。去年の暮れのミニバス大会。そこでたまたま目にしたすごい試合に出ていた子たちに似ているなあって、厨ちゆう房ぼう越ごしに気になってたんだ。で、思わずこうして声をかけちゃったってわけ」

　なんと、それはまたすごい偶然だ。ミニバスの大会、それも地区予選となるとあまり一般的に耳じ目もくが集まるイベントではないはずなのに。

「小学生がお好きなんですか？」

「ひどい誤解だ！」

　いけない、店主さんを思いっきり狼ろう狽ばいさせてしまったぞ……。

「す、すいません言葉足らずでした！　ええとつまり、小学生のバスケにご興きよう味みが？」

「んーと……。ちょっと込み入った話になっちゃって申し訳ないんだけど、身の潔けつ白ぱくを証明するためにもしっかり説明させてもらおう。僕自身もバスケ観かん戦せんは大好きなんだけど、それ以上に師匠が熱ねつ狂きよう的てきなんだ」

「おー？　ししょう？」

「うん、僕にうどんのイロハを教えてくれた先生。その師匠の許もとで働いているうちに、影えい響きようされて自分もバスケを見るようになった感じかな。師匠は本当に筋金入りでねえ。仕事の傍かたわら小学校でミニバスのコーチを引き受けているくらいだし」

「ほへ～。じゃあ、すばるんといっしょだ」

　ぽんと手を打った真ま帆ほを見て、頷うなずきとも否定とも取れるような角度で首を斜めに動かす店主さん。

「といっても、そちらのコーチさんよりだいぶ年上だけどね。もうすぐ中学生になる娘さんがいるくらいだし。……で、去年はその師匠に頼まれて大会予選を見に行ったんだよ。なんでも監かん督とくしているチームが、初の全国大会出場を決めたらしくて。もし有力そうなライバルを見つけたら教えてくれって」

「全国大会……。お強いのですね」

　紗さ季きの静かな感嘆に続いて、顔を見合わせ微ほほ笑えむ五人。同じフィールドに立てなかった残念さもいくらかはあるのだろうけど、表情が語るのは純粋な尊敬の念、ただそればかりだ。

「君たちだってすごかったよ。勝敗は残念だったけど、巡り合わせ次第では違う結果になっていたんじゃないかな。まあ、師匠のチームは今かなりの曲くせ者もの揃ぞろいであることも本当みたいだけどね」

　曲者、か。ただ『強いチーム』と表現しなかったのは、何か特別な意味があるのだろうか。考えすぎかもしれないけど。

「どんなチームさんなんだろう。えへへ、試合してみたかったです」

「師匠もそう言っていたよ。もちろん硯すずり谷だに女じよ学がく園えんのことも報告したけど、初戦の相手も強烈なインパクトだったって伝えたら、『叶かなうことならチームのレベルアップのために合同練習とか、親善試合を申し込みたい』って」

「親善試合……。できたら、うれしいな」

　愛あい莉りも智とも花かも、幾分声のトーンを上げて期待感を滲にじませている。ふむ、ここは願ねがってもないチャンスと見て、積せつ極きよく的てきに動くべきか。

「あの。もしご迷惑にならないようでしたら、実現させられませんか？　ご紹介して頂けたら嬉うれしく思います」

　五人全員が興きよう味み津しん々しんな表情であることを確かく認にんし、尋ねてみる。全国に出るチームとの交流、きっと慧けい心しんにとっても今後に向けて良い経けい験けんとなるだろう。

「そうしたいのはやまやまなんだけどね～」

　しかし、店主さんの反応はどこか申し訳なさそうな苦笑だった。

「おー？　むり？」

「いや～、ごめんごめん。最初に言っておくべきだった。師匠のチームがある場所、香か川がわ県けんなんだよ。僕はこっちが地元だったから、のれん分けしてもらう時帰ってきた感じでさ。とにかくそんなこんなで、さすがに遠すぎて遠征を組むのも難むずかしいんじゃないかと思って」

　なるほど、問題は物理的な距きよ離りだったか……。確たしかにおいそれと足を運べる立地関係じゃなさそうだ。

　余よ談だんながら、このお店の味は本場の讚岐さぬき仕込みだからこそなのかと、改めて納得してしまったり。

「香川、四し国こくですか。確たしかに旅費もかなりいるでしょうし……」

　心底残念そうに俯うつむく紗さ季き。学校がある時期だから土日しか動けないし（ある意味間の良いことにちょうど来週祝日絡みで三連休ではあるのだけど）、ほぼほぼ本ほん州しゆう横断に近い距離を移動するとなると飛ひ行こう機きでも使わない限り行き帰りだけで日程が潰つぶれてしまう。しかしスピードを優ゆう先せんすればそれだけ移動費も高くつくわけで……。

　うーん、ちょっと現実的には考えづらいか。

　ただ、まあ。俺おれの口から切り出せることではないにせよ。

「だいじょびだいじょび！　あたしにまかせなさい！」

　三み沢さわ家けという桁けた外はずれの加か護ごに頼ったならば、無理も道理に変わってしまう。Ｖサインを突き出した真ま帆ほに対し、俺はひとまず反応を留とどめた。とりあえずは、子どもたちの返事を待とう。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、これ以上真帆のおうちに甘えちゃうのは申し訳がないよ」

　微ほほ笑えみで感かん謝しやを伝えつつ、智とも花かが静かに首を振った。愛あい莉り、紗季、ひたちゃんも心持ちは同じであるようだ。

　うん、三沢家には大会そのものを催して頂いたり、何から何までお世話になり過ぎちゃってるからなあ。さすがにもう、お手間を持ち込むのは憚はばかられる。

「え～、気にしなくていいってば～」

「真帆。もし仮にお願ねがいするとなったら、お金を出すのは真帆のおうちでしょ。真帆のわがままで良いも悪いもないわ」

「むー。まーそりゃそうだけどさ……」

　紗季に窘たしなめられ、唇を尖とがらせる真帆。残念ではあるけど、部として訪問するのが難しいのだから諦あきらめざるを得ないか。

「中学生になってから、そのチームの六年生のメンバーさんたちと対戦できるように、がんばらないとだねっ」

「あいり、やるきまんまん。ひなも、やるきまんまん」

　交渉が終了し、モチベーションは違う形で消化しようという意気込みが共有される。さて、閉店後にあまり長居しすぎても迷惑だろうし、そろそろお暇いとますべきかな。

「ごちそうさまでした。お話もできて嬉うれしかったです。うどん、本当に感動したのでまた食べにきます！」

「ありがとう、是非また来てね！」

　お会計を済ませ、外へ。感動的な料理、不ふ思し議ぎなご縁えん。いろいろ絡み合って、予想以上に印象深い昼食会になったように思う。

「試合したかったな～」

「ふふ、そうね。近くだったら、私もぜひお願ねがいしたかった」

「きっとまだまだ、私たちの知らない強いチームがたくさんあるんだよね……。いつか対戦できる日がくるように、今は練習をしっかり重ねていこう」

　誰だれからともなく横並びでアーケードの天てん井じようを見上げながら、智とも花かたちは互いに激げき励れいを交わす。頼もしさを感じつつ、目標が遠いことの辛つらさも身に染みてわかっているので、もう少し何か力になってあげる方法がないものかと、個人的に少し悩んでしまう。

　吐き出した息が、白く濁にごる。春はもう少し先のようだ。

　つまりは、俺おれがコーチでいられる時間もまだまだ残っているということ。みんなのやる気に恥じないためにも、ただのルーチンワークに甘んじないよう工く夫ふうして時間を使わなければ。
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「ゲッタン、こっちだ！」

「うん！」

　フリースローライン上でボールをキープしたかげつちゃんが、椿つばきちゃんのサイドチェンジに呼応してパスを出すモーションに入る。

「真ま帆ほ、スイッチ！」

「ほいきた！」

　すかさず、ミミちゃんをマークしていた智花が椿ちゃんの行く手を阻はばみ、追いかけてきた真帆はミミちゃんをフリーにしないようマーク対象をチェンジ。

「と、みせかけて……雅まさ美みっ！」

　これにてパスコースをきっちり塞ふさげた──と思った矢先、アウトサイドから影かげを縫ぬうようにかげつちゃんの至近へと雅美さんが迫る。

「ふ、かかったわね」

　ん……！　椿ちゃんの初動は布石、そしてパスモーションは元よりフェイントのつもりだったのか！　本命の矢は雅美さん、しかもアウトサイドからのロングシュートではなく、インサイドへの切り込みペネトレーシヨン。

「くっ、迂う闊かつ……！」

　これにはさすがの紗さ季きも翻ほん弄ろうされ、マークが緩ゆるんでしまう。慌てて距きよ離りを詰めるも、時既に遅し。雅まさ美みさんはゴール下でレイアップのモーションを完了し、ボールを放った後だった。

　シュート成功。まっすぐにネットを射い貫ぬいたボールが、コートの上で二度、三度と跳ねる。それを満足げに見届けてから、雅美さんは振り返りつつ髪をさっと右手で払った。

「甘いわ、紗季。いつまでもロングシュートだけの女と思わないことね。もはや私は、理ことわりの彼ひ岸がんを穿うがつ刃やいば。刻一刻と色を変える幻想万華鏡フアンタジア・カレイドスコー──」

「さあ一本！　取り返しましょう！」

「──ちょっとこら！　人の話は最後まで聞きなさいよ！」

　掌てのひらをくねらせながら呪じゆ文もんのようなものを唱える雅美さんの横を素通りして、オフェンスに気持ちを切り替える紗季。雅美さんには、あとで得点後こそ油断大敵だよと伝えておかないと。

　週が明けて月げつ曜ようの部活。恒例通り練習の締しめに組んだ六年生と五年生の対抗戦は、いつにも増して白はく熱ねつしていた。特に今日きようは、五年生のキレがいい。中ちゆう盤ばんを過ぎて未いまだに同点のシーソーゲーム。もし、この後六年生たちがヘンにリズムを崩すと……ついに黒星がついてしまう可能性も否定できない。

「真ま帆ほ！」

「あいよっ！」

　紗季も悪い流れを作りたくないという気持ちからか、チームのムードメーカーである真帆に起点を委ゆだねる。ここから再度士気を高めるのに適した、良い判断だろう。

「そりゃ、いくぜっ！」

　間かん髪はつを入いれず、真帆はドリブルからのくぐり込みダツクインでゴール下まで一気に距きよ離りを詰める。シンプルだが、ボールの流れを止めないクイックな攻めは充分な突破力を誇る。かげつちゃんにカバーディフェンスを仕掛けられてしまったものの、ブロックの体勢は完全じゃない。躱かわせるか否か、五ご分ぶ五ご分ぶといったところか。

「くふふ。と、みせかけてっ！　……もっかん！」

　おお、上う手まい！　やられたらやり返すとばかりに、今度は真帆が罠わなをはっていた。シュートモーションはフェイントで、本命はゴールの奥でフリーになっている智とも花かへのパスだった。

「そーくると思ってマシタ」

「ふぁ、ミミちゃんっ!?」

　このコンビネーションを五年生たちが看破していたのには、心の底から驚おどろかされた。マークが外れたと思われた智花の前に、忽こつ然ぜんと飛び出してボールをインターセプトするミミちゃん。その涼しい表情からして、どうやら智花のマークは外れたのではなく、ミミちゃんが意図的に『外したと見せかけた』と捉とらえるのが正しそうだ。

　裏をかいたつもりが、さらにその裏を捲まくられる展開。智とも花かたちの調ちよう子しは普ふ段だん通どおりに感じるものの、今日きようは五年生の冴さえっぷりがやけに目立つ。

「カゲツ」

　ターンオーバーを決めたミミちゃんは、智花から再マークを受けるや即座にボールをポストライン際に立ったかげつちゃんに託す。

　年明けくらいから、五年生チームはこの形をオフェンスのとっかかりにすることが増えた。基本は変わらずに速攻重視のラン＆ガンなのだが、まずはとにかくかげつちゃんにボール、そこから攻めパターンの分ぶん岐きを仕掛けるというのが戦術の根幹に座っているのだ。

　いわばかげつちゃんがセンターでありながら、ポイントガード的指揮官の立場も担っているのだ。プロバスケでも稀まれに見られるポジション、『ポイントセンター』として、チームの礎いしずえを支える重任だ。

　そしてこの布陣が、五年生たちのチームオフェンスを何段も飛ひ躍やくさせた。全員が高い得点力と個性を誇る一方、椿つばきちゃんも柊ひいらぎちゃんも、雅まさ美みさんもミミちゃんもどちらかというと『自分で決めたい』タイプ。そのぶんパスにせよドライブにせよ、意外性という要素をさほど勘定に入れなくてもよかった。

　その中で一歩引き気味に全体を俯ふ瞰かんしつつ、しかし立ち位置的には最さい前ぜん線せん──という姿勢を明めい確かくにしたかげつちゃんの存在。これが実に効く。

「んっ……！」

　マークしているのは愛あい莉りなので容易に正面突破は図れないものの、ボールキープから解放された他ほかの四人の自じ由ゆう奔ほん放ぽうさはもはや暴ぼう風ふう雨うのごとし。言わずもがな最大級の賛さん辞じとして、だ。

「こ」

「っ」

「ち」

「デス！」

　走る、走る。とにかく走る。仕掛ける側の運動負荷も並大抵ではないが、守っている方も実にキツい。しかも絶妙な距きよ離り感かんでディフェンスの脇わきをかすめていくから、何度も何度もマーク相手をスイッチすべきかシビアな選択を迫られてしまう。複雑に絡み合ったスクリーンに対応するため、迷路の中を全力疾走させられているような状況だ。

「やっほ、手っ取り早く直接もらいにきたよんっ」

　パス、ドライブ、双方を警けい戒かんしてかげつちゃんへ密着ディフェンスを敷しいていた愛莉の斜め後ろから、潜もぐるように手を伸ばしてきたのは柊ちゃん。ゼロ距離の手渡しパスで、五年生たちはインサイドへの突破を狙ねらう。

「い、いけないっ……！」

　そうはさせじと身をよじり、柊ちゃんを阻はばむ愛莉だった……が、しかしこれもまた罠わな！

「突破口……見えました！」

　愛あい莉りが右に重心を傾けた刹せつ那な、かげつちゃんはその動作を受け流すように反はん時と計けい回まわりのスピンムーブでゴール下へと切り込んだ。逆を突かれ、もはや愛莉にその進しん撃げきを止める手立ては残されていない。

「カゲツ、ないしゅーデス」

「良い感じ良い感じ！　今日きようこそいけるぞ！」

　レイアップを決めたかげつちゃんにハイタッチを求めるミミちゃん。殊くん勲しようを譲ゆずってもまったく惜しそうな顔はせず、手て応ごたえを満面に乗せチームを鼓こ舞ぶする柊ひいらぎちゃん。

　恥ずかしながら、俺おれの立てた戦術ではない。冬休みが明けた頃ころには、既にこの形の片へん鱗りんが見えていた。

　十中八九、アドバイザーは五年生チームの初代正コーチだろう。今ごろどこかでポニーテールを翻ひるがえしながらほくそ笑えんでいるかもしれないと思うと微妙に悔しいような、改めて尊敬の念を抱くような複雑な思いが入り交じる。

　とにもかくにも、六年生にとっては過去最大級に追い詰められたとさえ言える状況。これはひょっとすると、歴史が動いてしまうか……？

　ただ一つ、気になる要素は残っていた。助言次第では、形勢を変えられるような気もするが。

　……いや、ここはあえて無言を貫こう。

　六年生のコーチとしてではなく、慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケットボール部コーチとして。部員全員に対し中立でいなくては。





＊






「はぁ……はぁ……！　う～、あと少しだったのに～！」

　ミニゲーム終了の合図を聞くや、頭を抱えて悔しがる椿つばきちゃん。

　最終スコアは、４点差で六年生の勝利となった。逆転に至った理由はわりとシンプルで、一言で表現してしまえば五年生のスタミナ切れだ。ただでさえ運動負荷の強い戦術であるラン＆ガンに、絶えず四人で瞬しゆん時じのフォーメーションチェンジを加え続けたのだから、いくら水準以上に体力強化に励んできた皆とはいえ終しゆう盤ばんにかけて動きが鈍にぶってしまうのは必然だった。

　けれども、これが悪い作戦だったかと問われれば、俺は全くそんな風に思わない。

「でも、コレならトモカたちにも通用するデス。もっとスタミナをつければ、いけマス」

「あとは、ペース配分も大事だね。序盤から仕掛けたせいで終盤に鈍らせるよりだったら、最初はもっと私が動くようにしたり、作戦を変えていってもいいかも」

　俺が何か言うまでもなく、正せい確かくな敗因分析をするミミちゃんとかげつちゃん。さらに持続力を身につけた上で、ここ一番の踏ん張りが利くようオフェンスに緩かん急きゆうを付けられれば、五年生チームのバスケは一つの完成形を迎えるだろう。

「ぬふふ、これで確かく信しんしたね。進級より早く、ボクたちの方が実力上になるって！」

「なんかもう紗さ季きたちの手の内、底が割れちゃった感じ。正直あまり成長を感じないわ。きっと中学生が近付いて老衰が始まってるのね」

「……そんなわけないでしょ」

「マズいぞサキ。もし負けたらなに言われるかわかったもんじゃないぞ」

　不敵な笑えみを浮かべた柊ひいらぎちゃんと雅まさ美みさんに対し、うんざり顔で腕組みする紗季と真ま帆ほ。事実として負けていないのだから、六年生に落ち度なんて少しもない。一時陥ったピンチに狼ろう狽ばいせず、丁てい寧ねいなプレーを心がけ続けた精神力。終しゆう盤ばんまでパフォーマンスを持続できるゲーム感覚。それらはみな時間をかけて培つちかってきた六年生の強さそのものだし、大会後も着実に自力を伸ばしていると確信できる。

　しかし、一方で俺おれはどうだったのだろう。コーチとして、反省すべき点があるのではないか。今日きようのゲームを見て、漠然と抱いていた迷いが尚なお更さら深まった。

　意図せずながら、三月までの方針が安定着陸に寄りすぎてしまっていたかもしれない。決して手を抜いたつもりなんてないけれども、子どもたちの引き出しを増やしてあげるという意い識しきが、きっと少し足りなかった。

　大会のようなわかりやすい区切りが控えていないこの時もなお。五年生のバスケも、六年生のバスケも、未来に向けて進んでいる真まっ只ただ中なかだというのに。

「──ふむ。つまり智とも花かたちがもうすぐ小学生じゃなくなる時期だと意識した途と端たん、すっかり昴すばるのやる気がなくなったと。正真正銘のクズだな」

　自責の念が膨ふくらみ続ける俺の心にストンピングをかますが如ごとく、ひどい濡ぬれ衣ぎぬが横から飛んできた。

「そんなわけあるか……。人を貶おとしめてないでドリブル練習してろ、ミホ姉ねえ」

　声の主は、この部の幽ゆう霊れい顧こ問もんである俺の叔お母ば。……いや、幽霊という表現はもうできないか。なにしろ年が明けてからは毎回、ちゃんと部活に顔を出すようになったのだから。

　俺が高校バスケに復帰した後、誰だれにコーチを引き受けて貰もらうか。そんな悩ましい問題を、まさかの立候補によりミホ姉が解決してくれたのだ。しかも、自分がちゃんとバスケを知らないで良い仕事などできぬと、実技の習得まで希望してくれたのだから、心から頭が下がる。発言は最低だけど。

　ちなみに、引き継ぎ開始は俺との１ｏｎ１に勝利した瞬しゆん間かんから、という取り決めもなされた。絶対に負けるつもりはないけど、いろんな意味で才能の固まりとしか言いようがない相手だ。慢心せず、自分自身のバスケも日々精進しておかなければ。

「昴さんは変わらずにご指し導どうして下さっていますっ。そうじゃなくて、私の方が少しのんびりしすぎちゃってたのかも……」

「わたしも、もっと工く夫ふうしなきゃっていう気持ちが、足りなくなっていた気がするよ」

「おー。ひなもそうかも」

　優やさしくも俺おれを弁べん護ごしてくれつつ、うつむき加減に思い悩む智とも花か。愛あい莉りとひなたちゃん、そして真ま帆ほと紗さ季きも、むむ……と顔を見合わせている。

　難むずかしいところではあるのだ。基き礎そを疎おろそかにして奇策や奇き襲しゆうばかり磨いていても地力がつかない。オーソドックスな練習を重視してきたことに関しては間違っていないはず。

　ただ、そこは大前提にしつつ。新しい練習方法を増やしたりして、心身の経験値を増やしてあげようとする発想も織おり込む必要があったのではないか。

　慧けい心しん女おんなバスにとって、三月は着陸地点なんかじゃ断じてないのだ。五年生、六年生、どちらにとっても更なる飛ひ翔しようの通過ポイントにすぎないという意い識しきを、誰だれよりも俺が持っていなくてはいけなかった。

「何か趣しゆ向こうを変えた練習とか、考えてみようかな……」

「お、じゃあ合宿組もうぜ合宿。部費もたんまり余ってることだし」

「合宿、な～。実現できれば良い機き会かいになりそ…………えっ？」

　考え込みながらふとこぼした独り言に、ミホ姉ねえが聞き捨てならぬ反応を示していたことに遅れて気付く。

「ミホ姉。……部費、余ってるのか？」

「ん、あるぞ？　もしかしたら全国にむけて遠征だなんだ必要になるかもしれないと思ったから、去年の内にせしめといた。私の顧こ問もん力りよくをいかんなく発揮してな。にゃはははは」

　いろんな意味でスレスレのロビー活動をやらかしてそうな予感がする。訊きくのも怖いからそこはスルーするとして。

　つまり、正式に部として合宿を行うことが不可能ではないっていう趣しゆ旨しだよな。というより他ほかならぬ顧問様自身がたいそう行きたそうだし。

「たとえば、さ。香か川がわ県けんとかでも行ける？」

「香川？　なんで？　うどん？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるミホ姉。まあ、いきなり提案されたらその反応も妥当だよな。

　いっぽうで、六年生たちの表情はみるみるうちに希望の色で溢あふれてきた。

「あのねみーたん、うどんにね、すごいチームがあるって香川屋さんで聞いたんだよ～！　この前！」

「逆でしょ逆。香川県に、有力な小学生のチームが……です。この前うどん屋さんで教えて頂きまして。こちらから伺うかがう形であれば、もしかしたら許可して頂けるかもしれません」

　ここぞとミホ姉ねえの腕に真帆が飛びつき、紗季も補足。さて、ミホ姉の反応はいかに。さすがに遠すぎと一いつ蹴しゆうされてもやむなしではあるが。

「うどんって、やっぱり本場はひと味違うのか？」

　そこかよ。いや、まあ気持ちはわからないでもないけど。

「わたしも香か川がわには行ったことないですけど、お弟子さんのお店のうどんは本当においしかったです、えへへ」

「いろんなお店を食べ比べてみて、どう違うのか知るのも面おも白しろそうだよね」

　頷うなずく愛あい莉りに被かぶせて、俺おれも香川の魅み力りよくをアピール。本題はバスケなんだけどここは別角度からも揺さぶってみよう。

「ふむ……」

　ミホ姉ねえが顎あごの下に手を添え、天てん井じようを見上げる。よし、あからさまに気になってる感じだ。

「六年生たちはみんな行きたいんだよな？　五年生はどうだ～？」

　確かく認にんするように、十人全員の顔を見渡すミホ姉。そうだな、年下組の反応もちゃんと確たしかめておかなければ。

「ワタシはらーめんの方が好きデス」

「ウチは宗教上の理由で麵めん類るいと袂たもとを分かったから興きよう味みないわね。日に本ほん人じんなら米よ」

　残念なことに、ミミちゃんと雅まさ美みさんからの反応は今ひとつよろしくない。うどん、美お味いしいんだけどなあ……。

「ミミ、雅美、わかってないよ……」

「まったくだ。わかっとらん」

「わかってないわ。粉と米、両方受け止めてこその飲食業じゃないの」

「わかってほしいな、うどんの魅力……」

「ぶー。わかった方が、しあわせ」

　智とも花かたちも、五人が五人非常に残念そうだ。

　……って、趣しゆ旨しがうどんに寄りすぎてしまった感も否めないが。

「ていうかさ、みーたん。行くとしたらいつなの？」

「んー。ちょっと急だけど、予定組みやすいのは今週末の三連休だろうな～。香川に行くとしたら相手のチームさん次第になるけど」

「やっぱか～。週末はボクたち、葵あおいさんと秘密の特訓会しなきゃだからな～」

「つば！　それ秘密だから言っちゃダメだよ！」

「おっとしまった！」

　ミホ姉に尋ねた椿つばきちゃんが、うっかり口を滑らせて柊ひいらぎちゃんに窘たしなめられる。うむ、やっぱり黒幕は葵だったか。うすうすそうだろうと六年生のみんなも気付いていたようで、意外そうな顔を見せた子は一人ひとりも居なかったけど。

「姉ねえ様さまと合宿旅行もしたいけど、今日きようの手て応ごたえを忘れないうちにもういちど相そう談だんしておきたいかな……」

「ウィ。アオイもきっと楽しみにしていマス」

　かげつちゃんとミミちゃんも決めきれない様よう子す。迷いを携えたまま、五年生たちは自然と小さな輪わをつくって会かい議ぎを始める。

「どーしよっか。ほんとにすごいチームなら、ボクたちも混ざれば強くなれるかな」

「でもマホのゆーことあんま信用してもなー」

「私は、一度にいろんなことを覚えようとしてもかえって混乱しちゃう気もするな……」

「カゲツに賛さん成せいデス。まずは今のシステムを完成させたほうがいいと思いマス」

「それに、強くなったと思って帰ってきた紗さ季きたちに完勝したら、もっと屈辱を味わわせられるわね。あは、そっちの方が楽しいかも」

　椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん、かげつちゃん、ミミちゃん、雅まさ美みさんの意見が揃そろう度たび、五年生たちの表情が統一されていく。そして一度大きく頷うなずきをシンクロさせ、代表して椿ちゃんと柊ちゃんが六年生の至近まで歩み出た。

「決めた。ボクたちは行かない」

「行かないけど、マホたちは行ってきていいよ。ほんで来週また、どっちがたくさん強くなったか勝負だ！」

　力強い宣戦布告。その思惑を耳にして、六年生たちも無理には引き留めないことを決めたようだ。

「うん、わかったよ。みんなにがっかりされないよう、私たちもたくさん勉強してくる」

「くふふ。衰えてるなんて、もうぜったい言わせないぜ！」

　智とも花かが澄すんだ笑え顔がおで頷き、真ま帆ほはぐっと拳こぶしを握ってさらなる成長を誓う。

　うむ。互いの信念でなされた選択なのだから、俺おれからこれ以上口を挟む必要はないだろう。それにしても、五年生たちのモチベーションには良い意味で驚おどろかされるな。旅行よりも、地道な特訓の方を進んで選択できる小学生なんて、そうそういないのではと感心しきりだ。

　とはいえもちろん、六年生たちもまだ見ぬ出会いに対し既に気合い充分。週末まで時間もあまりないことだし、なるべく早くうどん屋さんに相談してみなければ。

「えへへ。いけるといいね、合宿」

「おー。つよいひとたちと試合して、もっとつよくなる」

「どんなチームなのかしらね。まだ気が早いけど、なんだかわくわくしてきたわ」

　愛あい莉り、ひなたちゃん、紗季の凜りんとした瞳ひとみを見て、俺も邂かい逅こうの機き会かいが得られることを切望する。

　それに、勉強しなければならないのは自分自身も同じ。コーチとしてもプレーヤーとしても、外の世界を見てもっとバスケの枠を広げていかなければ。

　寒さが染み入る体たい育いく館かんで密ひそやかに拳を握ると、肩甲骨の辺りに小さな武む者しや震ぶるいが走った。
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「わーい。くうこう、とうちゃーく」

　電車に揺られること数十分。地下のホームから改札をくぐると、三連休初日だけあって羽はね田だ空くう港こうは早朝から大勢の人で賑にぎわっていた。

「ひなたちゃんは、飛ひ行こう機き初めてじゃないんだっけ？」

「おー。二回目。とってもおもしろいよ？」

　背丈の半分もあるカートを大事そうに両手で引っ張りながら、ひなたちゃんは可か愛わいらしいつば広の帽子の下で笑え顔がおを弾はじけさせる。

「私も二回目です。トモと愛あい莉りは初めてだそうです」

　白いピーコートのボタンを開きながら（空港内は暖房と人の熱ねつ気きでちょっと暑いくらいだった）、そう教えてくれたのは紗さ季き。なるほど、じゃあ初はつ体たい験けんなのは全部で三人か。

「俺おれも初めてなんだ。正直、ちょっと緊きん張ちようしてる」

　冗じよう談だんめかして言うと、みんなが顔をほころばせてくれた。実は朝から子どもたちの中で愛莉の表情がずいぶんと硬めだったので、共感によって気が楽になってくれれば、なんて想おもいも多少あったり。……八割以上は紛まがう方かたなき本音だけど。

「おっ、すばるんも初めてなのか～。そんじゃ、ボディチェック！」

「わ、ちょ……真ま帆ほ!?」

　なんてことを考えていたさなか、後ろからズボンの両ポケットに細腕が元気よく滑り込んできた。不意打ちに、身体からだがびくりと強こわ張ばる。

「キンゾクとか、持ったままだと機き械かいに『ビー！』って怒られちゃうんだぞ～。どれどれ、なんかイケナイものはないかな？」

　脅すような声色と共に、両手の指をわきわきと動かして左右の前ポケット内をまさぐる真帆。だ、ダメだ。そんなに内ももを上下に刺し激げきされたら、くすぐったいやら何やらで……。

「む、カタい！　いかんぞすばるんくん！　こんなに立派なキン──」

「……!?」

　隣となりを歩いていたおじさんが真帆の声に振り返り、すごい形ぎよう相そうで俺の顔を睨にらむ。なんだかわからないけど誤解が発生してしまったような……。なんだかわからないけど。

「ま、真帆、それは取り外し不可だよ！」

「あはは、そっか。まあキンニクはキンゾクじゃないからきっとだいじょび。よし、すばるん合格！」

　ようやく許しを得て、真帆の手がポケットから出ていく。ふぅ。なんとか無事解放してもらうことができた。

「ミホ姉ねえ、その握にぎり拳こぶししまえよ。なんで殴ろうとしてるんだ」

「にゃはは、危険物持ち込み犯がいるのかと思った」

　誰だれがそんな大それた真ま似ねするか。もっと自分の甥おいを信用してくれ。

　と、妙なピンチも招きつつ。いつもと相変わらずの賑にぎやかさに包まれながら、部員五名、引率二名。合計七名でエスカレーターを昇り出発ロビーを目指す。

　ゲート前はさらなる混雑模様。都心からそこまで離はなれていない街に住んでいるとはいえ、これだけの広いスペースが人で満たされている場所にはそうそう出くわさないので、なんだか圧倒されてしまう。

「チケットは真ま帆ほが預かってくれてるんだよね？」

　機き内ない持ち込み用ポシェットの中身を確かく認にんしてから、何気なく尋ねる智とも花か。すると、真帆は二つ結びの髪を波立たせんばかりにギクリと肩を揺らした。ま、まさか。

「どうしよう！　忘れてきた！」

「ええっ!?　本当に!?」

「うっそぴょ～ん」

「……怒るわよ。そういうシャレにならない冗じよう談だんは」

　うんざり顔で紗さ季きが腕を組み、真帆に冷たい視し線せんを投げかける。他ほかのみんなは苦笑顔だったけど、誰もが内心肝を冷やしたのは確たしかめるまでもなさそうだった。

　なお、飛行機代は真帆のお父とうさんの株主優ゆう待たいで、通常よりだいぶ安く確保して頂いてしまった。ご迷惑を掛けるわけには……と一度遠えん慮りよしたんだけど、どうやらそれで風ふう雅がさんに何か損失があるわけではないというお話だったので、ならばとご恩に預かることになった次第だ。

「あいよ。七枚。あ、それでねー。六枚は三列、三列で並んだとこ取れたんだけど、一枚だけ離れた席になっちゃったんだって」

　真帆がスカートの中から封筒を抜き出し（絶対に置き忘れないためだろう。スカートの中のどこにどうやって収納していたのかはあえて考えないことにしよう。あえて）、ちょっと申し訳なさそうにお札大の紙を扇状に広げる。この混み様だし全員が固まれなかったのは致し方ないところだよな。むしろこれだけ急きゆう遽きよの予定だったのに席を確保できてラッキーだったと考えるべきだろう。

　さて、となると席順だが。子どもたちの誰かを孤立させるというのは選択肢としてありえない。やはり年長者のうちどちらかが──

「昴すばる、心細くても泣くんじゃないぞ」

「泣かんわ」

　しみじみと肩を叩たたいてきたミホ姉ねえの右手を静かに払いのける。というか相そう談だん一切無しで俺確定なのかよ。別にいいっちゃいいんだけどさ……。

「ちなみに、離れた一枚だけなんちゃらシートっていうちょっと良い席だって」

「昴、ひとりぼっちは寂しいもんな。かわいそうだから私が孤独を引き受けてやろう」

　さすがミホ姉、清すが々すがしいまでに欲望がだだ漏れだ。まあ、俺としても一人ひとり席せきの方が良いなんてことはないからあえて何も言うまい。

「美み星ほし先生、いいんですか？」

「かまわんよ～。どうせ寝てると思うし」

　慮おもんぱかる愛あい莉りに、あっけらかんと首肯するミホ姉ねえ。あとは六人の配置をどうするかだな。

「よっしゃ、じゃあみーたんはこれで……残りはくじ引きタ～イム！」

　予あらかじめ離はなれた席のぶんと思おぼしき一枚を抜き、真ま帆ほが六枚のチケットをシャッフルしてから裏返しに差し出した。それが公平だろうし、みんな異い論ろんは挟まず自分の座り位置を選ぶ。

「俺おれは、28のＢだね」

「私は28のＡでしたっ。……す、昴すばるさんのお隣となりみたいです」

「わたしは28のＣ……え、えへへ。はじめて同士が並んじゃいましたね」

「おー。ひなは29のＡ」

「ほんで、あたしが29のＢで……」

「私が29のＣ、と。真帆の隣だとうるさそうだけど、まあしかたないわ」

　どうやら、前列に飛ひ行こう機き初はつ体たい験けん組ぐみ、後列に経験組という感じで分かれたようだ。智とも花かと愛莉が心細くないか少し心配だけど、嫌いやだという声もなさそうなのでこの結果を尊重しよう。

「あとは大きい鞄かばんを預けて、いよいよ出発ですね」

「わくわく。おそら飛ぶの、とってもたのしみ」

　紗さ季きが指さした手荷物預かり所の方へ向き直りながら、両手を翼つばさのように広げるひなたちゃん。まだ見ぬ空と未踏の島。俺もますます気分が高揚してきた。

　いざ、向かうは香か川がわ県けん。実りある素す敵てきな出会いが待ち受けていますように。

「はう、ますます胸がどきどきしてきた」

　その前に、隣りん席せき者しやとして愛莉の気持ちを軽くしてあげられるよう、移動中はヘンにびくついた態度を見せないようにがんばらなければ。ちょっとぐらい揺れても、平静を装い続けよう。

　誓いを立てながら俺はジャケットのポケットに手を入れ、母かあさんが持たせてくれた交通安全のお守りをそっと握りしめた。





＊






『高たま松まつ空くう港こうへご出発のお客様、ご登場準備が整ととのいましたのでこちらのゲートへお越しくださいますようお願ねがいします──』

　噂うわさに聞いた手荷物検査所は皆一発でつつがなく突破し、ターミナル前の椅い子すでしばし待機していると、駅の改札機に似た装置の内側で女性がアナウンスを繰くり返し始めた。

「すばるん、行列になるからまだ立たなくても平気だよん」

「ん、そっか。了解」

　慌てて手て提さげ鞄かばんを握りしめた俺おれに、真ま帆ほがやさしくレクチャーしてくれた。なるほど、見ればゲート前は既に長蛇の列。乗客の数は決まっているのだから、加わるのはもう少し搭乗が進んだ後でも平気そうだ。

「真帆はたくさん飛ひ行こう機き乗ったことあるんだよね。海外とかにもいったの？」

「行ったよ～。何喋しやべってるかわからないからあんま好きじゃないけど」

　興きよう味み深ぶかげに尋ねる智とも花かに、真帆は舌をぺろりとだしてかぶりを振る。

「ふふ、中学生になったら英えい語ごの授業もはじまるわよ」

「めんどっちいなあ……。あ、でも海外行くときの飛行機ってすごいんだよ。椅い子すって言うか、部へ屋や？　テレビがあって、アニメ見放題で、お菓子も食べ放題！」

　それはいわゆる、ファーストクラスとかビジネスクラスというやつでは……。死ぬまでに一度くらいはどんな空間なのか見てみたいけれど、今日きようが初フライトの高校生にはだいぶ縁えん遠どおい世界だ。

「そろそろ、並ぶ？」

　早く機内に入りたいのか、ひなたちゃんが帽子をかぶり直しながら行列と俺たちを交互に見る。うん、だいぶ待ち人数も少なくなっているし、いい頃ころ合あいだろうな。

「にゃはは、では出発！　みんなまたあとでな！」

　見よう見まねでチケットに印刷されたバーコードを機械に照らし、タラップを抜けてジェット機の中へ。前方席のミホ姉ねえに手を振りつつ、六人で細い通路を奥へ奥へと進んでいく。

「ここか。座席は新しん幹かん線せんと似た感じなんだね」

　番号を見つけ、それぞれのシートへ着席。電車と違うのは、各シートにベルトが備え付けられていることだろうか。忘れないうちにきちんと締しめておこう。

「こ、こんなに広くて、人がいっぱい乗っているものが本当に飛ぶのでしょうか……」

　内うち股またになりながら、通路側の席で愛あい莉りがそわそわと周りを見回した。既に緊きん張ちよう感かんはピークみたいで、うなじの辺りにじんわり汗が滲にじんでしまっている。なんとか気を楽にしてあげられないものか。

「大丈夫大丈夫。車で事故に巻き込まれる確かく率りつより、飛行機事故に遭う可能性の方がうーんと低いみたいだし、さ」

　努めて平静を装い。聞きかじりの知ち識しきを披ひ露ろう。いや、断じて不安になって情報をかき集めたわけではないぞ。断じて。

「は、はい……」

『まもなく離り陸りくいたします。シートベルトをもう一度確認して──』

　祈るように愛莉が胸前でギュッと両手を握ったのとほぼ同時、キャビンアテンダントさんから出発のアナウンスが。ついに、雲の上の世界へ飛び込むときが来たようだ。

「あ、愛莉っ。がんばろうね！」

　智とも花かも多少緊きん張ちようしている模様で、窓際ながらあまり外の方へ目を向けようとしない。ん、よくよく考えたら慣なれないうちは窓際が一番怖いよな。代わってあげた方がよかったかも。

　しかし後悔先に立たず。シートベルト着用サインが消えるまではここでじっとしていなければならない。

　幽かすかな推進力が身体からだに伝わる。タラップを離はなれ、まずはバックで機き体たいが動き出した。それから方向転換し、ゆっくりとした速度で滑走路に向け前進が始まる。

「ま、まだ、飛ばないんですね」

「うん……。てっきりすぐ離り陸りくかと思ったら」

　戸惑い気味の智花に同どう調ちようして頷うなずく。さあ来るなら来い、と覚悟を決めてからが意外にもけっこう長かった。たぶん、ターミナルを離れて既に十分くらい経たっているのではないだろうか。どうせ逃げられないんだし、いっそひと思いにやってくれた方が気は楽なんだけどな……。何となく生殺し感を抱いて内心そわそわしてしまう。

　そんな不満を募らせていた矢先、ポーンという無む機き質しつなブザーが響ひびいて、ジェットエンジンが殊こと更さら大きな音を上げ唸うなり始めた。

「ひっ……」

　近くに雷鳴を聞いたように、背中を丸める愛あい莉り。これはいよいよ、来るな……。はじめてでも、否いや応おうなしに運命の時が迫っていると気付かされる。

　機体が急加速し、自動車なんかよりずっと強い重力が背中をシートに押し付ける。やがて、足あし許もとがせり上がってくるかのような感覚に包まれ、腰が斜め後ろに沈んでいった。

　飛んだ、らしい。

「あ、あれ……？　もう、浮いてますか？」

「うん、間違いなく」

　外を確たしかめるのが怖いのか、真っ正面に首を固定したままの愛莉に『勝利』を報告した。

　なんだ、思ったよりぜんぜん大したことないじゃないか。もっと絶叫マシーンみたいな乗り味なのかと勘違いしていたけど、この程度ならばまったく恐るるに足らずだ。離り陸りく早そう々そう、俺も智花も平気で窓下の紺こん碧ぺきの海を楽しむ余裕さえ手に入れている。

　これならば、世界を股またにかける日もそう遠くないかもしれないな。







『皆様、現在気流の悪いところを通過中のため、機体に揺れが生じておりますが、運航にはまったく影えい響きようがないのでご安心下さいませ。なお、安全のためシートベルトをしっかりとご着用下さい』

　甘かった。全くもって甘かった。

　神様が居るなら、誰だれかここに呼んで欲しい。土下座でもなんでもするから、ちょっと前の慢心を謝あやまらせて欲しい。だから、この揺れなんとかして下さい助けて下さい。

「きゃー。おちるー」

「何らかのスタンド攻こう撃げきを受けているなこれは！」

「だ、大丈夫大丈夫。よくあることよ、よくあること……」

　後席の経けい験けん者しや組ぐみでさえざわざわし始めるほどの揺れである（ひなたちゃんと真ま帆ほは単に楽しんでいるだけという気がしないでもないが。さすがだ……）。特にこの、スッと高度が急降下するような感覚……身体からだ中じゆうから冷や汗が溢あふれ出て止まらない。

「………………………………」

　智とも花かはひたすらに目を瞑つむり無言。しかしその面おも持もちは余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じとはほど遠く、端的に表現するなら……どことなくお父とうさん、湊みなと忍しのぶさんぽい。

「あわ、あわあわわわわわ」

　そして、最も深刻そうなのはやっぱり愛あい莉りだった。決壊寸前のダムのように瞳ひとみは涙で満ち、もともと白い肌からさらに血の気が引いていつ気を失ってしまってもおかしくないといった様相だ。

　これは、ちょっと声をかけてあげた方が良さそうだな。自分自身がびくついている場合じゃない。怖いけど。

「愛莉、大丈夫？」

「は、長は谷せ川がわさん……あの……」

「うん？」

「来世で、会いましょう」

「現世で会おう、これからも」

　いかん、まるで死を受け入れたような笑え顔がおから逆に心配を増幅させられる。このままだと衰弱しきって、到着してもバスケなんてできない状態になりかねない。

「愛莉、もしよかったらなんだけど。手、つなぐ？　なんの足しにもならないかもしれないけど、少しでも心細さが薄うすれればいいなって」

「長谷川さん……。ぜひ、お願ねがいしますっ。も、もう不安でヘンになっちゃいそうで……」

　勇気を出して提案してみると、愛莉は二つ返事で首を縦たてに振ってくれた。よかった、そんなの意味ないって言われる可能性も覚悟していたんだけれど。

「え、えへへ……」

　僭せん越えつながら右手を差し出すと、割れ物を守るように愛莉は両手で優やさしく俺の指先を包み込んだ。表情にも僅わずかに笑顔が混ざり、幾分だが落ち着きを取り戻してくれたようだ。

　助けになれてなによりだ。揺れも収まってきた感じだし、どうかこのまま安定飛行に入ってくれれば……。

　──どんっ。

　なんて油断を狙ねらい澄すますかのように、再び機き体たいは大きな上下運動を繰くり返し始めた。

「ひいっ!?」

　たまらず、俺おれの腕にしがみつく愛あい莉り。う、肘辺りに胸が押し付けられて、吸い込まれるような密着感が……。しかし、一度寄り添って助けになると約束した身。小さな問題に心を惑わされている場合ではない。いや、小さくはないが。むしろ非常に大きいのだが。

「こ、怖いよぅ～っ……！」

　ガタガタと小刻みな揺れが加わるのにシンクロして、愛莉の胸から感じる圧力が弱まったり強まったり。強制的に、俺の意い識しきを吸引し続ける。考えるなと思えば思うほど、罪悪感が心を蝕むしばんで止やまない。
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「あ、あの……昴すばるさんっ……」

　進退窮きわまっていたところに、消え入るような声で名を呼ばれてはっと窓側に顔を向ける。見れば智とも花かもまた顔がん面めん蒼そう白はくで、我慢の限界に達しているようだった。

「だ、大丈夫？」

「だ、だめかもしれないです……。ほ、本当におこがましいのですが、ご迷惑でなければ、私も……その……」

　ふらふらと、両手を伸ばす智花。もちろんおやすい御用だ。それで気が楽になるのなら、いくらでも寄り添わせて頂く所存。

「了解。これでいい……かな？」

「あ、ありがとうございますっ！」

　愛あい莉りに半身を預けたまま今度は左手を差し出すと、智とも花かは腕全体に抱きつくようにして前まえ屈かがみになった。ま、また密着度が……っていや、だからそんなことを考える場面ではない。これはただ、緊きん張ちようを解きほぐしてあげるための処方。気にする方が邪よこしまなのだ。

「ふぁ、ふぁうううう……」

「…………んん」

　石像になったつもりで視し線せんを前の座席の背もたれに固定する俺おれだったが、左手首に更なる熱ねつ感かんが伝わって来て心しん臓ぞうが大きく脈打つ。どうやら、智花は怖さのあまりか内ももの間で俺の掌てのひらをホールドしてしまっているらしい。それも、だいぶ膝ひざから遠い位置で。スカートの中の、生足の付け根付近で。

　こ、これは胸と同等、もしかするとそれ以上によろしくないポジションなのではないか。確たしかめた方が……いやしかし、これだけ必死な智花に対しフォームの矯きよう正せいを強しいるのもかわいそうという気も。

「はぁ……はぁ……は、長は谷せ川がわさあんっ……」

「昴すばるさん……昴さんっ……」

　激はげしい上下運動。右手に胸、左手に内もも。抜くべきか、抜かざるべきか。

　こうして初はつ体たい験けんは、予想を遙はるかに超える鮮せん烈れつな記き憶おくとなって、俺の脳裏に色いろ濃こく焼き付いたのだった。





＊






「いや～揺れたね～」

「おー。たのしかった」

「ま、まああれくらいは想定の範はん囲い内ないよ。ふふ、ふふふ……」

　その後、着陸態勢に入ってからはだいぶ気流も落ち着いて、俺たちはなんとか無事高たか松まつ空くう港こうに降り立つことができた。

　それにしても、真ま帆ほもひなたちゃんも紗さ季きも元気いっぱいでさすがだな。前列の三人はだいぶ体力と精神力を消耗してしまったのか、どこか笑え顔がおに力がこもらない。

　しかしこうして自分の足で大地を踏みしめることができてからはだいぶ気も楽になった。愛莉、智花とも極度に体たい調ちようを崩したということはないようなので、少しずつ活力も戻ってくるだろう。天気の方も、雨の心配はなさそうでなにより。

「あれ、揺れてた？　にゃはは、寝ててぜんぜん気付かなかった」

　ベルトコンベアの前で荷物が流れてくるのを待っていると、ミホ姉ねえが髪の毛を豪快に搔かきむしりながら高笑いを響ひびかせた。まったく、剛ごう胆たんというか鈍にぶいというか。それはそれとして、まだ全然寝ぐせ取れてないぞ。向こうのコーチさんが迎えに来て下さっている手はずなんだからちゃんと身だしなみを整ととのえておいてくれ。

「あっ、昴すばるさん。私たちの荷物です」

「やっと出てきたね、よし、順番に上げちゃおう」

「わたしもお手て伝つだいしますっ」

　智とも花かの声に溜ため息いきを途中で止め、ベルトコンベアに近付く。すぐに愛あい莉り、そして他ほかの四人も手を伸ばしてくれて、荷物の回収は一いつ瞬しゆんで終了。みんなほとんど普ふ段だんの様よう子すと変わらないところまで回復したみたいなのでほっとした。

「ええと、待ち合わせ場所はどこかな……？」

「おにーちゃん。あの人かも？」

　到着ロビーに出て、周りを一いち瞥べつ。ひなたちゃんに言われて首を逆に向けると、一人ひとりの男性が『慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部ご一行様』と丁てい寧ねいな手書き文字が記された画用紙を持ち立って下さっていた。うん、間違いない。

「初めまして、慧心──」

「慧心学園ミニバス部の顧こ問もん、篁たかむら美み星ほしと申します。この度たびは急なお願ねがいにも拘かかわらずご快かい諾だく頂き、本当に嬉うれしく思っています。わざわざお出迎えまでさせてしまいまして、本当に申し訳ありません」

　皆で歩を進め、ご挨あい拶さつを……と思ったのだがミホ姉ねえに遮さえぎられてしまった。まあ確たしかに、まずは顧問として挨拶しておかないと失礼になるもんな。去年まで幽ゆう霊れいに近かったからうっかり印象操そう作さするところだった。

　それにしても、こういう要所要所だとそつなく振ふる舞まえるのか……。寝ね癖ぐせも直ってるし。

「はじめまして、八や栗くりドレッドノータスの監かん督とくを務めております、東ひがし川かわ進すすむと申します。こちらこそ、この度は遠方から呼び付けるような形になってしまいすみません。でも、嬉しいですよ。弟子から、慧心さんのお話を聴きいてずっと興きよう味みがありましたので。短い期間ではありますが、お互い切せつ磋さ琢たく磨まして技術を交換し合えれば何よりだと思います」

　快活に笑い、右手を差し出して下さる監督さん。ミホ姉が握手を交わした後、俺の方をチララリと見たので続けて自己紹介をさせて頂く。

「コーチの長は谷せ川がわ昴です。若造ですが、子どもたちと一いつ緒しよに勉強させて下さい！」

　頭を下げて手を伸ばすと、とても力強い握手で応じて下さった。お年のほどは、四十歳から五十歳くらいの方だろうか。ピンと伸びた背筋や、服の上からでもわかる筋肉質な上半身はバイタリティに溢あふれていて、短く刈った髪が白髪しらが交じりであることを度外視すれば三十代とお見立てしていたかもしれない。

「噂うわさに聞いていた通り、とても若いコーチさんなんだね。まあまあそう硬くならず、香か川がわを楽しんでいっておくれよ」

　どうやら『芯しん力ぢから』の店長さんが、俺おれのことも伝えておいてくれたらしい。おかげで怪け訝げんそうな顔など少しもされることなく、優やさしくぽん、と肩を叩たたいてもらえた。

　歓迎して頂けて、本当にありがたい。これは良い合宿になりそうだなという予感が、漠然と頭の中で膨ふくらむ。

「はじめまして、湊みなと智とも花かですっ」

「三み沢さわ真ま帆ほでーす！」

「永なが塚つか紗さ季きです。この度たびはよろしくお願ねがいします」

「香か椎しい愛あい莉りです。がんばりますっ」

「袴はかま田だひなただよ。いっぱい練習します」

　子どもたちもご挨あい拶さつを済ませ、監かん督とくさんとの対面はひとまず完了。

「みんな、よろしくね。じゃあ、さっそく車で移動しようか。練習は午後からの予定だから、途中でごはんでも食べていこう」

「おおっ、さっそくうどん食べられるっ？」

「こら！　厚かましいでしょ！」

　ごはん、と聞いて目を輝かがやかせる真帆。恥ずかしがって窘たしなめる紗季だったけど、まあ香か川がわに来たからにはうどん、という気持ちが強いのは全員同じだろうと俺も内心で微苦笑。

「いやいや。そう言ってくれるのはうれしいよ。ウチもうどん屋だしね。よし、反対意見がなければ近くの有名なお店に案内するよ」

「えへへ。うれしいですっ」

「バスケもですが、正直に言うとうどんも楽しみにしてきました！」

「おー。ひなたちみんな、うどんだいすき」

　愛莉も智花もひなたちゃんも、監督さんの声に喜びを露あらわにした。さっそく本場の味に触れられるとあって、俺自身すごく嬉うれしい。

「……まーたうどん。いつもそればっかり」

「香川と言えばうどん、うどん。他ほかに言うことないのってカンジ」

「えっ？」

　計らいにお礼の声を重ねようとしたその直前、監督さんの後ろで壁かべに寄りかかっていた二人ふたり組ぐみの少女が、吐き捨てるように不満を漏らした。……居合わせた地元の人を怒らせてしまったのだろうか。

「こら、お客さんに失礼だろう」

「ウチら、来てくれなんて頼んでないし～」

「せっかく三連休だったのに予定入れられて大迷惑ッス」

　しかし、監督さんが嘆くように注意を向けたことで、どうやらその二人は『偶然そこにいた』わけではないと知る。

　じゃあ、もしかすると。

「伝えるのが遅れて申し訳ないね……。この二人ふたりはドレッドノータスのメンバーなんだ。ほら、自己紹介しなさい」

「…………」

「…………」

「早く！」

「……うっさいなもう。東ひがし川かわ灯あかり。六年」

「松まつ島しま佑ゆう奈な。六年」

　予感は充分だったが、いざ事実となると改めて驚おどろきを隠せなかった。

　とても、小学生には見えなかったのだ。まず、背が高い。といっても愛あい莉りには負けるのだが、二人とも均等に長ちよう軀くの持ち主だ。たぶん、どちらも硯すずり谷だにの都みやこ大おお路じ綾あやさんくらいだろう。

　そして何より小学生離ばなれして見えるのは、双方の面おも持もち。きっちり整ととのった眉まゆに、際立つアイライン。濡ぬれた薄うすピンク色の唇。顔つきそのものも端正なのだが、加えてうっすらとメイクをしているのではないか。あどけなさなど微み塵じんも感じさせず、都心の高校生だと紹介されればそのまま信じてしまうこと請うけ合あいだった。

　ついでに服装も『少女』より『女性』を強く感じるものだった。知ち識しきがないので上う手まく言葉では言い表せないのだけど、耳飾り（ピアスということはさすがにないと思うので、俺おれの語ご彙いだと他ほかの単語で言い表せない）や指ゆび輪わなどの装飾も相まって、ファッション雑誌にそのまま出てきそうな煌きらびやかさだ。

　ところで、二人のうち長めの髪をゆったりと後ろで結んでいる方の子、東川……と名乗っていたな。ということは、監かん督とくの。

「みんな、申し訳ない……。灯は私の娘なんだが、どうにも性格がねじ曲がってしまっていてなあ」

「くくく。灯、言われてるよ」

「どーでもいーし。クソオヤジに褒ほめられたって嬉うれしくないし」

　松島さんが自らの波がかったミドルヘアを撫なでながら挑発しても、我関せずといった雰囲気であくびを漏らす東川さん。その仕し草ぐさも、なんとなく小学生ぽくない。あまり良い表現ではないよなと迷いつつ、大人おとなびているというよりはどこか『スレている』感じだ。

「あ、あのっ。お忙しいときにお邪じや魔ましてごめんなさいっ。湊みなと智とも花かです。今日きようから三日間、よろしくお願ねがいします！」

　なんだか圧倒されてしまっていた俺たちだったけど、失礼のないようにと智花が歩み出て、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。清く、正しく、美しい。理想の小学生像ここにあり……なんて、うっかり身内びいきを浮かべてしまった。いかんいかん。

「あー、いーよ挨あい拶さつとか。どーせ覚えないし」

「ちっさいね～。六年って聞いてたけど、ほんとに？　ま、どーでもいいけど」

「ふぇ……」

　ひ、ひどいなあ……。智とも花かの純なる気持ちをここまで邪険にされると、さすがにもやっとした何かが心の中で膨ふくらんでしまう。

「ねー、シツレーすぎない？」

「まほ。けんか、だめ」

　友達をからかわれ、怒りを露あらわにする真ま帆ほ。ひなたちゃんが止めてくれたが、表情に浮かべた不満の色は真帆に向けられたものではないだろう。

「お互い良い刺し激げきになるよう、精一杯がんばるからよろしくね」

　とにかく、こちらは礼を尽くすことで少しでも打ち解ける努力をしよう。そう決めて、俺おれも東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんに挨拶を伝えることに。

「………………」

「………………」

　すると、どうしたのか二人ふたりは俺の顔をしばし凝ぎよう視ししてから、何やらヒソヒソ話を始めてしまった。キツい言葉が返ってくる覚悟は固めておいた方がいいかもしれないな……。

「（どう？）」

「（アリ。服がヤボいのは残念だけど、ぜんぜんアリ）」

　次の瞬しゆん間かん、まったく予想していなかったことが起こった。

　今までの不ふ機き嫌げんが二人から霧きりのように立ち消え、はにかみ混じりの微笑に急変したのだ。

「はじめましてっ、灯あかりでーすっ。えへ、ほんとは空港とか来たくなかったんですけど、コーチさんが若い人って聞いて、ちょっと品定め……こほん！　興きよう味みがあっておむかえに来ました～」

「バスケ、教えて頂けるなんて光栄です～。手取り足取り、よろしくお願ねがいしますねっ」

　甘えるような上うわ目め遣づかい。もじもじとすぼめた肩。清流のイワナが、忽こつ然ぜんと釣り堀のニジマスに取って代わったかのように気配けはいからトゲが抜けてしまった。

　いったいなぜ、方針転換を……？　前後関係から演技であろうことはあからさまなんだけど、だからって俺がヘンに壁かべを作った態度を取っても、合宿の空気がよくなる可能性はないからなあ。

「う、うん。よろしくね。力不足のコーチだけど、精一杯がんばるよ」

「きゃ、握手してもらっちゃった♪」

「長は谷せ川がわコーチ、私も私も～！」

　戸惑いつつ右手を差し出すと、声のトーンを上げて歓迎してもらえた。混乱しきりだけど、これから共に過ごすことを思えば喜ぶべきなのだろう。たぶん。きっと。

「……トモ。あの二人、気をつけた方がいいかもね。いろんな意味で」

「ふ、ふぇっ？」

　慧けい心しんの五人の警けい戒かい心しんは、まだ解ほぐれていない。それどころか、いっそう不信感を抱いてしまっているようだけど。

「珍しく空港まで付いてきたいなんて言うから期待してしまったんだが。やっぱり、いきなりチームの問題児２トップと会わせちゃったのは失敗だったかもしれんな……。他ほかのメンバーはみんな素直で良い子たちだから、そこは安心してくれ。それじゃ、移動しよう。駐ちゆう車しや場じようはこっちだよ」

　苦々しく嘆きながら、先せん導どうを始めて下さる監かん督とくさん。

　何やら波乱の幕開けになってしまったけど、俺おれにできることがあるなら少しでも合宿のムードがよくなるよう努力しないとな。

「コーチ、きっと女の子にモテモテですよねっ」

「えっ!?　いやいや全然！」

「またまた～♪　どんな子がタイプなんですかっ？」

「う、うーんと。す、素直な子……？」

「やったあ！　私、超素直ですよっ。……欲望に」

　なぜか俺にばかり届く答えにくい質問にも、可能な限り真しん摯しに答える。

「あたし、あの二人ふたりにおしりビンタしてきていい？」

「だ、ダメだよ真ま帆ほちゃんっ。……なかよく、なかよくしないとっ」

　子どもたちの雪解けはまだ遠そうなのだから、尚なお更さら繫つなぎ役として敵意は引っ込める方針で行こう。
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「ひとくちに讚岐さぬきうどんといっても、いろんな売り方の店があるんだよ」

　案内して頂いたワゴン車にお邪じや魔まし、道すがら監督に本場のうどん基き礎そ知ち識しきをレクチャーしてもらう。

　それによると、讚岐うどん店には大まかにわけて三種類の形態があるらしい。

　ひとつは、製せい麵めん所じよ系。元々はうどんの麵だけを卸おろし売うりしていたのが、店先で個人のお客さんにも振ふる舞まうようになった、香か川がわ独自のスタイルとのこと。出だ汁しで食べるというよりシンプルな醬しよう油ゆうどんみたいな、麵本来の味に定評があるお店が主流で、中にはビニール袋に入れてもらったうどんを直じかで食べるようなところもあるとか。

　続いて、セルフ系。その名の通りセルフサービスのお店で、売り方は製麵所に近いけれども、こちらの方がメニューが豊富にある傾向だとか。ぶっかけ、釜かま玉たまといった食べ方の元祖となったお店もこのセルフ系に分類され、知名度の高い名店がいくつもあるみたいだ。

　最後に、一般店。こちらはいわゆる普通のうどん屋さんと同じで、『芯しん力ぢから』もここに入る。値段は少し高めだけど、激げき戦せん区く香か川がわで生き残るために出だ汁しの旨うまさ、こだわりなら抜けているとのこと。麵めんのゆで置きも行わないところがほとんどで、何を頼んでも注文を受けてから生麵の調ちよう理りをしてくれるのも特徴の一つに数えられる。

「というのが基本。けど、最近はだいぶ多様化してきてるから製麵所でもメニューが豊富だったり、セルフでもゆでたての釜かま揚あげを提供したり、例外も増えてるんだ」

　なるほど。とても興きよう味み深ぶかい。期間は三日で、部活がメインだからそんなに多くは回れないだろうけど、せっかく来たんだしいろいろ体たい験けんしてみたいな。

「監かん督とくのお店はどのタイプなんですか？」

「ウチは半一般って感じかな～。あえて、茹ゆで置おきも用意してるから」

　後部座席から紗さ季きが尋ねると、ハンドルを握ったまま監督さんがミラー越しににこりと白い歯を覗のぞかせる。

「あえて、ということは理由があるんですね」

　助手席から俺おれも質問すると、こくりと大きな頷きが返ってきた。

「うん。これは、一度味わって貰もらった方が話が早いだろう。……さ、もうすぐ着くよ。ここは高たか松まつ市し街がいにある有名なセルフ店のひとつでね。僕もおすすめの一店だ」

　空港から数十分の道のりを経て、ビルが建ち並ぶ通りの小道に車が入っていく。

　余よ談だんながら、高松って思っていたよりずっと都会だな（なんて言い方はいささか失礼かもしれないけど）。さすがは四し国こくの玄関口というか、中心街は俺たちの住む街のターミナル付近よりずっと洗練されていた。

「よし、着いたよ」

　路地裏の駐ちゆう車しや場じようでエンジンが切られ、いざ本場のうどん初体験。子どもたちもわくわく感が抑えられないようで、足早に外へ飛び出していく。

「……お前たちは？」

「いかなーい。うどんとか食べ飽きたし」

「ダイエット中だし」

　東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんは、ピクリともシートから動こうとしなかったけれども。いつでも食べられるのも事実だろうし、俺から口を挟む必要もあるまい。

　しかし、二人ふたりともスレンダーだし、まだ小六なのだからダイエットなんてする必要どこにもなさそうなんだけどな。

「はー。息苦しかった」

「ちょっと会話に詰まっちゃったわよね……」

　ドアが閉められると、真ま帆ほの口から盛大な溜ため息いきが漏れた。東川さんたちが最後部座席で終始無言だったから、きっとみんな遠えん慮りよしてしまったんだろう。ううむ、俺が仲介に入るべきだったか。つい質問攻勢から逃のがれたくなって、率先して助手席を選んでしまったのだけど。

　ちょっと、いつぶりだか思い出せない。こんなふうに女子小学生から自ら距きよ離りを置きたいと感じたのは。

「おうどん、おうどん。ごめんくださーい」

　元気よく引き戸を開いたひなたちゃんに続き、遠征組全員で店内へ。中は長方形の広い空間で、端から端まで大きなテーブルが四列引かれている。

　その奥が調ちよう理り場ばとなっていて、たくさんの店員さんがいそいそと作業なさっていた。まだお昼には少し早い時間なのにお客さんの数はかなりのもので、人気ぶりが一目で窺うかがえる。

「あのっ、おすすめのメニューってありますか？」

　活気溢あふれる様よう子すに眼めを奪われつつ、愛あい莉りが監かん督とくさんに訊きいた。

「ここはセルフだけど出だ汁しがかなり美お味いしいお店だから、かけうどんも良いと思うよ。あとは、シンプルに麵めんを味わう醬しよう油ゆうどんかな」

　うん、やっぱり最初はスタンダードなメニューからだよな。アドバイスに従い、ひとまずは全員かけうどんを攻めることに。ええと、注文方法は……。

「僕が先に頼むから、みんな真ま似ねしてみて。まず、お店の人にメニューを伝える。すみませーん、かけ中ちゆうひとつ！」

　監督さんの声に、はーいと元気よく返事した店員さんが、丼どんぶりに麵だけを入れた状態で手渡してくれる。続いて俺おれたちも真似して『かけ中』をそれぞれ発声。

　ちなみに珍しくもミホ姉ねえが奢おごってくれるらしい。嵐あらしの予感、ますます深まる。

「おつゆ入ってないの？」

「あとから自分で入れるんだ。でもその前に、このザルにいったん麵を移して……」

　丼を持ち、監督さんは長方形の流し台のようなものの前に立つ、中にたっぷり張られているのは水……いや、湯気が立っているからお湯だな。

「ここで、麵を温めてからもう一回丼に戻す。時間は一〇秒から二〇秒くらいかな。火傷やけどしないように気をつけてね」

　慣なれた手つきでザルの取っ手を握り、お湯の中で麵を泳がせる監督さん。さすが本ほん職しよくだけあって美しさすら覚える無む駄だのない動きだ。スピード感があり、しかし麵を少しも飛び出させない水切りは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につく技術ではないと見ているだけでわかる。

「とー。てんくうおとし」

「ふふ、なんだか自分で準備している感じが楽しいです」

　俺たちも順番に麵を温め終え、トッピングの天ぷらも一つずつ選んでお会計。それから蛇口のついた大きなタンクから各自好きな量のつゆを足して、カウンターに着席した。

「あのめんつゆの出る蛇口いいな～。あたしの部へ屋やにもほしい」

「ふふっ。真ま帆ほのおうちなら本当に置けちゃいそうだね」

　確たしかに智とも花かの言う通りかも。そこまで頻ひん繁ぱんにめんつゆの需要はないような気もするけど。

「にゅふふ。では、早速──」

『いただきま～す！』

　ミホ姉ねえが割わり箸ばしを分ぶん離りさせる音を合図にして、俺おれたちは一斉に声を揃そろえる。はてさて、本場ではじめて口にするうどんの味わいや、いかに。

「あっ、おいしい！」

「麵めんの歯触りが、とっても心地ここち良よいというか」

「思っていたよりも柔らかめなんですねっ、でもコシがないわけじゃなくて」

「コシはしっかりあるのに、するりと口の中で解ほどけていくような、不ふ思し議ぎな感覚です」

「おー。おつゆととってもよくあう」

　うむ。真ま帆ほ、智花、愛あい莉り、紗さ季き、ひなたちゃんの順番でリレーされた感想に、俺も完全同意だった。

「おいしいです！　あの、さっきのお話からすると、これはゆで置きの麵なんですか？」

「そうなんだ。茹ゆでて水で締しめてから時間を置くと、確かに弾力は弱くなる。でも、弾力＝麵のコシというわけではないって、こいつでわかるだろう？」

　監かん督とくさんにこくこくと無言で頷うなずく俺たち。全員うどんをすするのに夢中で口を開けるタイミングではなかったのであった。

「茹で置いて少し経たったこの状態の方が、好みによってはかえって食感が心地良いとも言えるから、ウチでは両方提供できるようにしているんだ。それに茹でたて締めたてだと、少しつゆ馴な染じみが悪いところもあってさ。僕も個人的にはあつかけの場合少しこなれた麵の方が好きだったりする。と言ってもあまり長い時間置いておくと伸びきっちゃうから、締めてから十五分以上残った麵は提供しないけどね」

「ほえ、捨てちゃうの？」

　真帆が『もったいない！』という顔つきをする。

「そうなったときは賄まかないかな。でも、もうこの仕事も長いから。カンで、どれくらいゆで置きのストックがあれば不足せず、余らずになるかわかっているつもりだ」

　含蓄あるお言葉から、熱ねつ意いが強く伝わってくる。想像以上に奥深いんだな、うどんの道は。

　こんな職しよく人にんさんが丹精込めて育て上げているチーム、か。東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんとの関係は懸け念ねん事項として残っているけど、きっとこの出会いが俺たちにバスケの新たな一面を見せてくれるだろうと、ますます期待が膨ふくらんだ。







　お腹なかも満たされて、いよいよ俺たちは合同練習が行われる体たい育いく館かんへ案内してもらう。市の中心、高たか松まつ駅えきから車で十分ほど。緑豊かで閑静な山のふもとにある小学校が、これから三日間を過ごす主な舞ぶ台たいとなるようだ。

「ここのバスケ部が、監かん督とくさんのチームなんですね」

「いや、さすがにこの辺で一校だけだとメンバーが足りないからね。近くにある幾つかの学校から集まった合同チームだよ。この体育館は、好意で貸して頂いてる練習会場なんだ」

　冬枯れの桜に囲まれた古き良きかまぼこ形の建物を見上げた智とも花かに、監督さんが答える。ミニバスの場合、全国大会に出てくるのはそういった合同チームの方が多くて、むしろ単独の部として勝ち上がってくる方が少数派だったりするんだよな。

「さ、どうぞどうぞ。みんなもう待っているはずだ」

　案内に従い、正面口からいざ中へ。東ひがし川かわさんたちも今度は車を降り、のんびりと最後尾を付いてきてくれている。

「ちょ、ちょっと緊きん張ちようしちゃうね」

「そうね。仲良くして頂けるといいんだけど……今度は」

　靴を脱ぎながら、小声で呟つぶやき合う愛あい莉りと紗さ季き。やや警けい戒かいしてしまうのも致し方ないところか。

「よし、行こうか」

　全員が持参したバスケットシューズに履はき替え終わるのを待って、俺おれが合図を送ると五人は一斉に頷うなずいた。すう、と大きく息を吸ってから、内扉を開く。

『慧けい心しん学がく園えん初等部ミニバスケットボール部です、よろしくお願ねがいします！』

　並び立ち、車内で打ち合わせしておいた通りに声を揃そろえてお辞じ儀ぎ。

『八や栗くりドレットノータスです！　ようこそお越し下さいました！』

　すると、奥からも同じようにシンクロした大勢の挨あい拶さつで歓迎してもらえた。

　その響ひびきだけで、なんとなくわかる。よかった、どうやら他ほかのチームメンバーからは敵意を向けられていないようだ。

　どこかほっとする気持ちを携えながら、駆け足でメンバーさんの許もとへ駆けつける俺たち。

「よし、みんな準備万端みたいだね」

　既にチームジャージ姿の教え子たちを見渡し、何度も頷く監督さん。人数はおおよそ十五人ほど。何人か智花たちより幼げな子もいるけど、大半は高学年に達しているように見えた。

「初めまして。湊みなと智花と申します！　六年生です！」

　自然と始まっていく、メンバー同士の自己紹介。予想通り六年生が五人含まれていて、突出して長ちよう軀くの子はいないものの平均して高さがある。まっすぐな視し線せんは皆やる気に満ちていて、出会い頭から『強そうなチームだ』という印象を受けた。

「キャプテンの石いし塚づか八や重え子こです！　みなさんと交流の時間が持てて、とても嬉うれしいです。三日間、よろしくお願いします！」

　最後に、短めの髪をうなじ付近で二つ結びにした子が一歩前に出て、慧心の五人に握手を求めてくれた。ついでに俺とミホ姉ねえもお礼と意気込みを伝え、最初の対面は滞とどこおりなく終了。

　健すこやか。ひたすらに健やか。これだ。これこそが、俺おれの愛して止やまない小学生だ。

「それじゃあ、早速練習会にしようか。それとも、食後だし少し休きゆう憩けいしてからにするかい？」

「いえ、すぐ練習できます！」

「おうどん、消化がいいので平気ですっ」

　五人で相そう談だんしてから、監かん督とくに早速の活動開始を伝える紗さ季きと愛あい莉り。エネルギー効率の良いうどんは、部活前の食事としても相性が良いだろうな。早速一つ、大事な勉強ができたかもしれない。

「了解、それなら始めよう。更衣室があるから、着替えておいで。ヤエ、案内してあげて」

「はいっ。みなさん、こちらにどうぞ！」

　石いし塚づかさんに連れられ、一時場を離はなれる慧けい心しんのみんな。

「くふふ、いっぱいがんばるぞ～！」

「おー。香か川がわのばすけ、おべんきょう」

　早くも気合い充分に、掲げた腕をクロスさせる真ま帆なとひなたちゃん。強豪チームの練習メニュー。きっとハードだろうけど、みんななら難なんなく吸収できるはずだ。

　俺もまた、外の視点からいろいろ学ぶべきポイントを余さず見つけていかないとな。

「うへー、まるで運動部のノリ」

「人生ハードモードだねー。肩かた凝こりそう」

　体たい育いく館かん内ないで溢あふれる活力を疎うとましそうに、顔をしかめる東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんの存在も、改めてちょっと気になるところだけど。チームメンバーとは、上う手まくやれているのかな……？

「こら、お前たちもはやく着替えてきなさい！」

「焦んない焦んない。七人であそこ入ったら狭くて気持ち悪いじゃん」

　監督に怒られてもどこ吹く風な灯あかりさん。とりあえず、一応練習に参加する気はあるみたいなのでよかった……のかな。

「あっ。それとも長は谷せ川がわコーチ、私と灯の三人で着替えっこしますかっ？　男子更衣室で♪」

「い、いやいやいや！　そういうわけにはいかないよ！」

　あとはなにより、俺自身が二人ふたりのペースに巻き込まれないようにしなければ。
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　着替えを済ませ、入念なストレッチを一通り終えたところで監督さんがひとつ咳せき払ばらいをして耳じ目もくを集めた。

「さて、今日きようはウチの普ふ段だん通どおりの練習を一通り見てもらうつもりだから、次は基き礎そ体力作りメニューなんだけど。慧心のみなさんはこの辺がはじめてと言うこともあるし、『山トレ』をやりたいと思う。良いかな？」

　提案に、ドレッドノータスのメンバーは『はいっ！』と元気の良い返事。どんな内容のトレーニングかはわからなかったけど、もちろん俺おれたちも異存なく段取りを委ゆだねる。

「みなさん、外そと履ばきの運動靴はありますか？」

「はい、持ってきています！」

　石いし塚づかさんに訊きかれ、代表して紗さ季きが頷うなずいた。どうやら次のメニューは屋外で行うようだ。一通り必要になりそうなものは準備しておいてよかったな。

　というわけで靴を履き替え、集団で歩くこと十分ほど。緩ゆるやかな坂道の先に、見み慣なれないものが現れた。あれは、ロープウェイ……いや、ケーブルカーの駅かな？

「八や栗くり山さん上じよう行き。アレに乗るの？」

「いえ。あのケーブルカー沿いの道を、自分の足で走って上るんです。ほとんど舗ほ装そう路ろですけど、けっこうな坂なのでなかなか大変ですよ。がんばりましょう！」

　真ま帆ほに、メンバーさんの一人ひとりが説明してくれる。なるほど、つまりは坂道による足腰鍛たん錬れんか。徒歩圏内に、格好のトレーニングスポットがあるというのは羨うらやましいなあ。

「慧けい心しんのコーチさん、このマーク知ってるかい？」

　監かん督とくに問われ、目を向けると近くの電柱に赤い矢印のシールが貼はられていることに気付いた。はて、これはなんだろう。

「いえ、不勉強ながら……」

「これはね、ここが『へんろみち』だよっていう道しるべなんだ。お遍へん路ろというのは、聞いたことがある？」

「はい、それなら。詳しくは知らないですが。たしか、偉いお坊さんが四し国こくを回って修業したんですよね。その道筋を辿たどって、巡礼することでしたっけ」

「うん、その通り。『弘こう法ぼう筆ふでを選えらばず』の、弘こう法ぼう大だい師し──空くう海かいの軌跡を追いかける旅だ。今でも多くの人がここを訪れ、そしてこの坂道で泣きを見る。ここで練習していると、いろんな人に出会うよ。夢を探している大学生とか、定年を迎えてこれからの生き方を見つめ直そうとしている大企業の勤め人とか。噂うわさでは、ここで得た構想を小説にして賞しようを取った人もいるとかいないとか。それはほんとかどうか怪しいもんだけどね」

　小説、か。さぞかし汚れのない、清らかで煩ぼん悩のうの対極にあるような内容なんだろうなあ。

　よし、じゃあ俺もいっちょがんばってみよう。『悟り』に目覚められるように。

　なんて、ほんの一部分を体たい験けんしたくらいで突然何かに開眼したりはできないだろうけど。悟り、一日にして成らず。でも気持ちの上ではそれくらい高いモチベーションで練習に臨のぞむべきだろう。

「よし、それじゃあそろそろ始めようか。最初だし、コーチさんは最後尾からみんなを見てもらえるかい？」

「はい、わかりました！」

　快かい諾だくしてから、もう一度屈伸運動をして膝ひざをほぐす。

「長さ、どれくらいかな？」

「１㎞くらいだって。でも、上に行くにつれて勾こう配ばいがきつくなるから、前半飛ばしすぎに注意した方が良いみたい」

　愛あい莉りと智とも花かのやる気に満ちた声に顔を上げれば、五人ともとても良い表情をしていた。距きよ離り感が摑つかめていないところを走ると精神的な苦しさもひとしおなんだけど、この様よう子すならば、みんな滞とどこおりなくこなしてくれることだろう。

「すばるん、ばっちり走りきるから、あたしたちのことちゃんと見ててね！」

「うん、後ろから応援してるよ」

　真ま帆ほと笑え顔がおで約束を交わし、いざ未踏の坂とまっすぐ向き合う。

「それじゃ、はじめまーす！　よーい、スタートっ！」

　石いし塚づかさんの合図で、一斉に駆け出す両チームの子どもたち。慧けい心しんの五人は先頭集団の真後ろにポジションを取った。うん、ペースを教えてもらいつつしっかり負荷を得るなら、そこがベストだろう。

「あーん、みんな速い～」

「カヨワイ乙おと女めにこんなことさせるなんてヒドいですよね～。長は谷せ川がわコーチっ」

　いっぽう俺おれはといえば幾分集団から離はなされ気味だ。東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんがかなりゆったりしたペースなので勝手に抜くわけにもいかず、軽いジョギング程度のスピードしか出せないのであった。

　まあ、それはそれで仕方ないか。それにしても、少し不ふ思し議ぎな気持ちがしてしまう。

「あの、二人ふたりはどうしてバスケを？」

　正直、あまりスポーツに情じよう熱ねつを燃もやしてる風には見えないんだよな。けれども練習自体をサボろうとする気配けはいは意外にも（といったら失礼か）なくて、思惑が読みづらい。

「えっ、美容のためですよ～。正直、練習も試合もクソダルなんですけど……」

「灯あかり、言葉づかい言葉づかい」

「こほん！　私たち体力ないから付いていくのもやっとなんですけどぉ～、ダイエットになるから少しだけがんばってみようかなって」

「バスケは背も伸びるし、バストアップ効果もあるみたいなので♪　あっ、私たち、サイズはまだまだですけど胸の形はけっこういいんですよ。見ます？」

「見ません！」

　要所要所で背筋が凍る発言を織おり交ぜてくるからいろんな意味で恐ろしい二人組だ……。

「あはっ、コーチさん照れちゃってカワイイ☆」

　今まで全く出会ったことのないタイプなのでたじろぎっぱなしなのはさておき、なるほど。スポーツとの向き合い方に貴き賤せんなんてないのだから、それはそれでれっきとした理由だろうなあ。事実、小学生には全く見えないモデルのようなプロポーションは、バスケによって培つちかわれた賜たまものなのかもしれない。もちろん、持って生まれた資質が一番なのは言わずもがなだけど。

　ふむ。まだ断言はできないけれども、それならばチームとしてのキープレーヤーは別の子、あるいは総合力の高さで勝負してくるタイプなのかな、ドレッドノータスは。最初に東ひがし川かわさん、松まつ島しまさんと対面したから『試合では上うわ背ぜいのある二枚看板をどう攻略するか』という思考に自然となってしまっていたけど、練習を見た上で一度プランを白紙に戻す必要があるかもしれない。

　いろいろ考えているうちに、道幅が狭くなって左右の景け色しきが鬱うつ蒼そうと茂る木々に包まれた。さっき聞こえてきた通り勾こう配ばいもだんだんときつくなっていて、普ふ段だん動かしきれていない筋肉に刺し激げきが伝わってくる。本音を言えばもう少しスピードを出したいなというところはあったけれども、今は見守る立場なのでしかたない。もし時間があれば、改めて一人ひとりで走りに来よう。

「（ねー、ゆーな。いくらなんでもカマトトぶりすぎたんじゃない？　骨折明けのロバだってもう少しは飛ばすよ、きっと）」

「（加減間違えたねこりゃ……。ペース遅すぎてあくびが出そう。昴すばるちゃんもバスケやってんでしょ。ムダにかよわさ強きよう調ちようしてもウケ悪かったかな～）」

　やがて進行方向が大きく蛇行し、木組みの階段が織り混ざった山道そのものに突入した頃ころ、数歩前を走る二人ふたりが小声で話し始めた。足音でかき消されよく聞こえなかったけれど、耳をそばだてるのもデリカシーがないからな。気にしないでおこう。

「（どする？　もう少しがんばっとく？）」

「（ん～、でも手抜いてたのバレたらまずくね？　……あ、そだ！　それより、さ──）」

「（──んふ、それ名案！　やっちゃおやっちゃお。昴ちゃん朴ぼく念ねん仁じんぽいし、ダイレクトに誘惑仕掛けたほうが効きそう）」

　だいぶ長いこと話し込んでいる二人。ちょっと心配だな、頂上が近付いていっそう道幅も狭くなっているし、あまりよそ見はしない方が──

「きゃっ!?」

　ああ、言わんこっちゃない！　急カーブに差し掛かった瞬しゆん間かん、東川さんと松島さんの足が交差して、折り重なるように草の上へ倒れ込んでしまった。

「大丈夫!?」

　慌てて至近まで寄ると、二人は目め尻じりに涙を潤うるませ、切なそうな表情で俺おれを見上げた。

「いたたた……ごめんなさい～。ちょっと足、捻ひねっちゃったかも」

「わ、私もですぅ。うう、立てない～」

　そりゃ大変だ……。大きな怪け我がじゃなければ良いんだけど。

「ほら、つかまって」

　迷う余地もなく俺は二人に左右の肩を貸し、なんとか腰を上げてやる。おそらくゴールまでもう少しだろうから、動けそうならこのまま運んであげた方がいいかな……。あんまり辛つらいようなら上に助けを求めにいくしかないけど。

「どう、歩けそう？」

「肩を貸して頂ければ、なんとか……。ちょっと進んでみますね」

　二人ふたりの間に入った三人四脚の体勢で、試しに一歩前へ。

「あん、やっぱり無理かも～！」

「うわ!?」

　直後、左側の東ひがし川かわさんが大きくバランスを崩し、ぐらりと傾いた。しかもその拍子、なんとも運の悪いことに体勢を立て直そうと振り出した松まつ島しまさんの足が俺おれの膝ひざ関かん節せつを右後ろから直ちよく撃げきして、情けなくもこちらまでカクンと体幹をブレさせてしまう。

「きゃっ、引っ張られたらまた倒れちゃう～♪」

　その結果、今度は三人つづら折りの転倒。一番下に仰あお向むけの松島さん、そこに覆おおい被かぶさるように俺、一番上に東川さんという、非常に問題のある構図が完成してしまった……。

「ご、ごめん！　本当にごめん！　松島さん、立ち上がれそう……？」

「きゃあ。……長は谷せ川がわコーチ、私たちの早そう熟じゆくボディにぎゅっと挟み込まれて、フランクフルト状態ですね☆」

「意味がわからない！」

「ほら、私たちがパンで～。コーチと愛のホットドッグ、デキちゃった系？　どうです、ふかふかでしょ～♪　小学生っていうより『女の子』って感じしません？」

　──俺は小学生らしい小学生の方が好きです！

　などとあやうく語ご弊へいまみれのカミングアウトが飛び出そうになるのを寸前で吞のみ込み、半ば強引に身体からだをよじってこの危き機きを脱しにかかる。うう……香水だろうか、二人の身体からとろんとした甘い匂においが伝わって来て、どうにも力が入りづらい。

「あっ、コーチ。うなじに土つち埃ぼこりついちゃってますよ。フー♪」

「っ!?」

　さらに東川さんから善意の吐息くすぐり攻撃を受けてしまったりしてあやうく力尽きかけたが、これで立たない男は使い物にならぬと気力を振り絞り、なんとか身体を持ち上げる。

　そして再び二人を間から支え、これでもかというほど慎重に前進開始。

「……コーチさん我慢強いですね」

「えっ？」

　松島さんの真意を摑つかみ損ねる。二人の身体を支えながら山を登ってることに対してだろうか。

「バ、バスケットマンですから……」

　言った後で、大事な台詞せりふを思い切り冒ぼう瀆とくしてしまったような気がして妙に後悔の念が押し寄せてきた。なぜだろう。

「やっぱり、コーチはバスケ上う手まい人が好きですか？」

「ん。憧あこがれとか、尊敬というところではそうかな」

　二人ふたりの『美容のため』というモチベーションを否定するような言い方にならないよう注意しつつ東ひがし川かわさんに答えれば、何やら両サイドで考え込むようなそぶり。

「なるほど～……。じゃ、足が治ったらできるだけがんばりますね。……ふふ、できるだけ」

「私も、それなりにがんばりまーすっ。さあさあ、もう少しでゴールですよ～。あ、でも疲れたら言って下さいね。またフランクフルト、優やさしく包んであげますから♪　胸でも、足でも、ど・こ・で・で・も☆」

　命に代えてもノンストップで頂上まで駈かけぬけようと密ひそかに誓いを立てつつ、じりじりと山道を登っていく俺おれであった。







「はぁ、はぁ……。えへへ、思ってた以上に大変だったね」

「おー。つかれた。でも、いい景け色しきで、いい気持ち」

「くふふ、慧けい心しんの中だとあたしが一位だったな！」

「別に競きよう走そうじゃないから抜かそうとしなかっただけよ。その気になれば順位くらいいつでも入れ替われたわ」

「昴すばるさん、遅いね。何かトラブルでもなければいいんだけど………………ふぁっ!?」

　集団からだいぶ後れを取ってしまいつつ、ようやくゴール地点らしき場所が近付いてきた。智とも花かたち五人も一息ついているから、ひとまずあそこまで行って監かん督とくさんに二人の怪け我がを報告しよう。

　そう決めてさらに距きよ離りを詰めてからようやく、みんなが不審な表情を浮かべていることに気付いた。

「長は谷せ川がわコーチ、両手に花でご到着ぅ～」

「ずっとくっつきっぱなしだったから、ドキドキしちゃいました♪」

　まあ、そりゃそうか……。まさか東川さんと松まつ島しまさんを両肩に抱きかかえてやって来るとは思ってなかったろうしなあ。

「は、長谷川さん……？　何か、あったんですか？」

　両りよう眼めをぱちくりさせながら尋ねる紗さ季き。他ほかの四人もどこかそわそわしているのが明らかに見て取れた。

「うん、実は──」

「やー、助かっちゃった。長谷川コーチがずっと私たちのことだけ見ててくれたから、転んだのに気付いてもらえたんだ」

「もう、すぐに飛んできてくれてカンドーだったなあ。ずっと私たちのことしか目に入ってなかったんだなあって。もうオンナゴコロきゅんきゅん」

　な!?　東ひがし川かわさん、松まつ島しまさん、その言い方はだいぶ語ご弊へいがあるような……？　俺おれは最後尾を見てくれってお願ねがいされたからそうしたまでだし、二人ふたりと次の集団までだいぶ距きよ離りがあって、先を見ようにも視界が届かなかっただけだし！

「ぬぬぬ……。こらあ！　すばるんっ！」

「は、はい！」

「あたしのこと見ててって言ったのに、ぜんぜん見てなかったの!?　ひどいじゃん！　うそつき！　すけべ！」

　す、すけべ……。な、なんてこった。そんな不誠実な真ま似ねをするつもりはぜんぜんなかったのに、どこで道を間違えたのか真ま帆ほを怒らせてしまった。

「いや違うんだほんとに、ええと……！」

　なんとか弁解しようと模索するものの、言葉が出てこない。ええい、こういう時なんて言えば……。

「むぅ」

　たじろいでキョロキョロしているうちに、事態はもっと深刻であることに気付かされた。真帆だけではなく智とも花かもまた、頰ほおをぽくりと膨ふくらませて不満を露あらわにしていたのだ。

「智花、いや、これは……」

　滅多めつたにこんな表情をする子ではないからますます焦りが膨らむ。ちゃんと、ちゃんと事情を説明しなければ大問題になりかねない。

「す、昴すばるさんは……すけべですっ！」

「あっ、待って智花！」

　しかし、釈明の整せい理りが付く前に智花はくるりと身を翻ひるがえし、奥に見える鳥居目がけて走り出してしまった。

　智花にも、すけべだと思われた……。なにかとても、取り返しの付かないことをしてしまったのではと心が激はげしく軋きしむ。

　すぐにでも追いかけなければと走りかけて、両肩を貸したままであることを思い出す。「わ、わたしたち、見てきますっ」

　そんな状況を慮おもんぱかってくれたのか、愛あい莉りを先頭に四人が智花の後を追いかける。俺も、早く監かん督とくに怪け我がのことを報告して謝あやまりに行かないと。

「…………あれあれ～。ねー灯あかり。もしかして」

「うん、間違いないね。……くくくっ」

　そう強く思ったのだが、二人が密着したまま俺の前で鼻と鼻を突き合わせ話し込み始めてしまったので動くに動けない。というか、この純度１００％の悪戯いたずら顔がお……。嫌いやな予感が、青あお天てん井じように膨ふくらんでいく。

「長は谷せ川がわコーチっ、私たち謝あやまりに行ってきます！」

「えっ？」

「私たち、とっても人見知りなので、もしかしたら『慧けい心しんのみんなと仲良くしたくないんだ』って思わせちゃったのかも……。だから、ここは誤解をなくすため子どもたちだけに任せて下さいっ」

「ひ、人見知り……？　誤解……？」

　ツッコみどころしかない言葉の節ふし々ぶしにツッコむ間もなく、忽こつ然ぜんと肩から離はなれて走り出す東ひがし川かわさんと松まつ島しまさん。

　だ、大丈夫なのだろうか。不安だ、甚はなはだ不安だ。

「……あれ？」

　というか二人ふたりとも、足の怪け我がは？
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「す、昴すばるさんっ！　失礼なことを言って本当に申し訳ありませんでした！」

「いや、俺おれの方こそ悪かったよ！　ちゃんと見てるっていう約束、やぶっちゃって」

　幸い、智とも花かたちを捜しに行くとすぐに合流できた。お詫わびを伝えることもできて、どうやらこれ以上不ふ穏おんな空気が流れる心配もなさそうなので、ひとまずほっと胸をなで下ろす。

　この後も気をつけないとな。合宿のムードをよくするつもりが、みんなに不満を抱かせてしまったら本末転倒にもほどがある。

「よし、それじゃ体たい育いく館かんに戻ろう！」

　坂道トレーニングを終え、監かん督とくさんの号令で一斉に徒歩移動する俺たち。今度はちゃんと、慧けい心しんの五人の傍そばで行動を共にする。

「それにしても、さっきのゴールにあったお寺、変わってたよね。鳥居があったから神社かと思ったよ」

「あっ、そう言われてみればそうですね」

　道すがら、ふと気になっていたことを口にすると、紗さ季きが同意してくれた。

「おー？　めずらしいの？」

「うん、たぶん。普通、鳥居は神社にあるもの……だったと思う」

「へ～。すばるんものしり！」

「………………」

　しかし、この話題はあまり長続きするものではなくかえって沈ちん黙もくを招いてしまう結果に。そこまで神じん社じや仏ぶつ閣かくに詳しいわけではないのだから、もっと別のことで盛り上がるべきだった。

　なんて、ヘンに場を取とり繕つくろおうとしてしまうのも、平常心を欠いている証拠か。大丈夫、みんなもう怒ってはいないみたいだし、普ふ段だん通どおり自然体でいよう。

「…………っ」

　ちょっとだけ、智とも花かが思い悩んでいるようなそぶりを見せていたから気になってしまうところもあるものの。東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんに、また何か言われて気にしてなければいいんだけど。

　思い切って何もなかったか訊きいてみようかと迷っているうちに、体育館に到着してしまった。集中力を乱してしまってもいけないし、ひとまずは余計なことを口にしないでおこう。

「──次、ボール二つのコンビパス！」

『はいっ！』

　再び屋内に戻り、いよいよ本格的なバスケのトレーニングメニュー。ここから俺おれは練習には合流せず、コートの外で研修モードだ。

　ふむ、二人ふたり一組で向き合い、バウンドパスとチェストパスを同時に出し合うこの練習は今まで取り入れていなかったけど、素早すばやい状況判断力とパスのスピードを高めるためにはもってこいだよな。

「え、えへへ。やっと慣なれてきたかな……」

「とっても良い感じです、愛あい莉りさんっ」

　五人とも、それぞれドレッドノータスのメンバーとのコンビでスムーズにこなせているし、帰ったら普段の練習メニューに加えてみよう。早速いい勉強になった。

「終わったら買い物行く～？」

「どうしよ。連休初日で混んでそうだけどね～」

　東川さんと松島さんも、お互いコンビでそつなくパスワークをこなしているな。会話しながらで、若干テンポは遅めではあるけど。

「え……？」

　と、二人にちらりと目を向けてから数秒遅れて、妙な違和感が伝わってきた。

「あの、監かん督とく」

「ん？　どうかしたかい？」

「松島さんたち、二人とも左利きなんですか？」

　パスにもキャッチにも、両者片手しか使っていない。ボール一個ならさほど驚おどろかないが、二個使いで左一本というのは、よほど球さばきが手に染みついていないと実現できないはず。

「いや、右利きだよ。二人ふたりとも」

「……！」

　それが利き腕でないとすれば、衝しよう撃げきの度合いは何倍にも膨ふくれあがる。

　これが本当に、美容のためしかたなくやっている子たちの練習風景なのか……？

「すまんなあ、ナメたことばかりするヤツらで。なまじっか覚えが早いから、すぐ飽きて遊び始めちゃうんだ。合同練習でなければどやしつけてるところなんだけどな……」

　心底嘆かわしそうに首を振る監かん督とくさん。

　指し導どう者しやとして、頭が痛く思う気持ちも何となくわかる。けど、外野からすればただただ戦せん慄りつを覚えるしかない。

　もしかして、俺おれは何から何まで手玉に取られてしまっていたのか。あの二人に。







「スリーメン終了！　十五分休きゆう憩けいにしよう！」

　メニューは滞とどこおりなく進み、練習も終しゆう盤ばんに入ってきた。ここまでのメニューを見ていろいろ気付きはあったものの、取り立てて奇をてらったような不ふ思し議ぎな内容は含まれていない。やはり基き礎そを疎おろそかにしないことが、上達への最短ルートなのだと再さい認にん識しきさせられる。

　うーん、となるとあまり新しん鮮せん味みを追い求めすぎるのも危険だよなあ。帰ってからの方針は、まだまだ熟じゆつ考こうの余地がありそうだ。

「コーチさん、この後だけど、どうしよう？　もしそちらがよければ、軽くミニゲームでもやってみないか？　最終日にはちゃんとした練習試合も組みたいと思っているから、対戦はそれまで温存ということでもいいんだけど」

「そうですね……」

　近くに智とも花かたちもいるので目め線せんを向けて意見を伺うかがいつつ、自分自身でも考えてみる。勉強させてもらいに来ているわけだし、特に出し惜しみする理由もないかな。それに、全国に駒こまを進めたチームの実戦、早く見てみたいという気持ちもかなり強い。

「俺は賛さん成せいです。みんなは？」

「おー。したいです」

「最初っから全力勝負でいこーぜ！」

　子どもたちに訊きけば、ひなたちゃんと真ま帆ほから気合いのこもった返事。智花、愛あい莉り、紗さ季きも静かに、でも迷いなくこくりと頷うなずいてくれた。

「了解だ。ならそうしよう。ただ、全力……スタメンを揃そろえるとなると、あの二人が入っちゃうんだけど、それでもいいかい？」

　どこか申し訳なさそうに、監督さんは遠くで座り込んでいる東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんをちらりと見た。

　やはり、そうなのか。練習前なら意外に感じたかもしれないが、一通り彼女たちの動きを見終わった後ならば『さもありなん』という印象しかでてこない。

　はっきり言って、おおよその場面で二人ふたりは集中力に欠けていた。どのメニューも、可能な限り手を抜いてやり過ごしていたように思う。

　それでいて、否いや応おうなしに視し線せんを奪う、奥底から滲にじみ出るような凄すごみ。正直、あまり好きな言葉ではないんだけど……。持っているモノが、何か違うのだろう。

「構いません。望むところです。ふふ、早速知ってもらう時が来たわね。私たちの力を」

「…………がんばらないと」

　きりりと鋭するどい眼めを向ける紗さ季き。うつむき加減に拳こぶしを握る智とも花か。そこに確かく勝しようを信じた色は少しも含まれていなかった。共に練習の時間を過ごし、みんなも同様に何かただならぬものを感じずにはいられなかったようだ。

　もはやチームの士気は、本試合に挑む前と変わらぬほど高い。交流会を兼ねたミニゲームなんて、生やさしいムードでは終わらない気がする。

「長は谷せ川がわさん。きっと二人のうちどちらかが、センターですよね。作戦はどうしましょう」

　身長から直接のマークマンを務めるであろう愛莉が、ぐっと前のめりで対策を求める。

　ちょっと、予想が難むずかしいよな……。少しでも高さに差があればまずはどちらかにアタリをつけることも可能なんだけど、東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんの体格は全く同じと言っても良いほど近いのだ。となると、硯すずり谷だに戦の時みたいにツインタワー的な動きに対処する方法を出していかなきゃいけないか。しかし一方で、果たしてあの二人がポジションに則のつとったシステマティックなプレーをするのか……？　という疑問も拭ぬぐえない。

「まずは、オーソドックスにポジション合わせのマンツーマンでいこう。そこから何か気付いたら俺おれもアドバイスするし、みんなも自由に、臨りん機き応おう変へんに対応してみて」

　ちょっと投げやりな感じもして申し訳ないけど、見たことがないものをカンで読もうとしても裏目に出かねない。まずは、ここまでの経けい験けんを信じて素直なバスケを心がけるべきだろう。

「わかりましたっ。精一杯、わたしたちのバスケをしてきますっ」

　愛あい莉りも納得してくれたようなので、初しよ手てとしては特に決めごとを作らずに送り出す。

「おっしゃ、みんないくぞー！」

『おー！』

　真ま帆ほの声を皮切りに、五人の勇ましい声が重なった。知らない人が見たら、とても練習半分のミニゲームに挑む前とは思うまい。はは。気持ちが入りすぎてて、むしろちょっと心配になるくらいだな。

「慧けい心しんさんとも相そう談だんして、今日きようのラストは五対五のミニゲームを行うことにしたよ！　出場するのは──」

　監かん督とくさんがドレッドノータスの選抜メンバーを指名する。呼ばれたのは、東川さん、松島さん、キャプテンの石いし塚づかさん、加えて六年生からもう二人ふたり。

「えー、面めん倒どうなので病欠……って、言うつもりだったけど」

「特別に相手してあげるよ。イジメがいありそうだし♪」

　はたして素直に出てきてくれるのか、という懸け念ねんは、どうやら取り越し苦労に終わりそうだ。何やら不ふ穏おんなことを言っていたのがちょっと心配だけど。

　とにかく、しっかりと見守ろう。センターサークルまで移動する五人に、アイコンタクトで健けん闘とうを祈る。

「それじゃ、さっそく始めよう。初対戦だし、あまり肩かた肘ひじ張らず気楽に──」

「よろしくお願ねがいします。見た目はお子ちゃまかもしれないけど、バスケでは負けませんっ」

「──と、いう感じにもいかないのかな……」

　慧けい心しん側の研とぎ澄すまされた気配けはいに、苦笑を漏らす監かん督とくさん。智とも花かまであんなに対抗心をはっきりと燃もやしているのは、俺おれとしてもちょっと意外だった。

「いっしー、ジャンプボールよろしく」

「えっ!?　絶対負けちゃうよ……？」

「いーっていーって、のんびり行こう」

　ティップオフを迎え、センターサークルに残ったドレッドノータスのメンバーはなんと、そこまで背が高いわけではないキャプテンの石塚さんだった。……余よ裕ゆう綽しやく々しやくなことで。

　対するこちらは、いつも通り愛あい莉りに託す。身長差からいって、まず負けるはずのないマッチアップだ。

「よ、よろしくお願ねがいしますっ」

「ごめんなさい、私で……」

　赤と黄のビブスを纏まとい、対たい峙じする愛莉と石塚さん。油断する子じゃないし、ひとまず先制権はこちらに回ってきそうだが。

　──ピッ。

　監督さんがホイッスルを吹き、真上にボールを跳ね上げた。ゲームの幕が開く。

「っ！」

「おっけ、アイリーンナイス──」

「ナイスナイス♪　良い場所ドンピシャ♪」

　予想通り、ジャンプボールは愛莉が制した。しかし、ボールを手にしたのは松まつ島しまさん。

「…………なんて、反応速度」

　確かく実じつに、トスは真ま帆ほの手元一いつ直ちよく線せんに飛んでいた。にもかかわらず、数歩先から横っ飛び一発でかすめ取られてしまうなんて。

　図はからずも、背筋に力が入る。

　みんな、気をつけて。やっぱり、普通の相手じゃなさそうだぞ。

「ご、ごめん！」

「大丈夫、気にしないで！　しっかり守るわよ！」

　うろたえ気味の真ま帆ほを紗さ季きが励まし、気持ちを切り替え守備につく慧けい心しんの五人。そうだ、ミスはなかったのだから引きずらずに落ち着いていこう。

「おっ、いきなり労働したね～」

「しちゃったね～。だから休きゆう憩けい♪　灯あかり、どぞどぞ」

　松まつ島しまさんは、ニヤニヤとからかうようなそぶりを見せた東ひがし川かわさんにパス。二人ふたりの雰囲気はずっと変わらずにのんびりしたものなんだけどな……。それだけに、あの爆ばく発はつ的てきな瞬しゆん発ぱつ力りよくが未いまだに現実として受け止め切れていない。

　とにかく、要よう警けい戒かいだ。松島さんが見せた片へん鱗りんからして、きっと──。

「ゆーなは人使いが荒いな～。ま、しゃーないからサクっと、なっ」

　東川さんも度肝を抜いてくるだろうという予感を裏切らず、ハーフライン近辺からいきなり矢のようなドリブルが繰くり出された。

「大丈夫、行きますっ！」

　速い。速いが、あまりにも直線的だ。当然警戒していた愛あい莉りは余裕を持って進行方向に入り、その行く手を阻はばんでくれた。

「止まらない～、止まれない～」

　万全の守備に対し、東川さんが選んだムーブはなんと一歩も退ひかぬ真っ向からのパワードリブル。このまま押し込んでゴール下まで突入するつもりなのか。いくら何でもそれは無む謀ぼうが過ぎるのでは。東川さんも大きいとはいえ、慧心の支柱センターは他ほかならぬ愛莉なんだぞ……!?

「……これ以上は、ダメっ」

　各種ドライブを警戒してある程度間合いを保っていた愛莉が、ポストラインの手前で東川さんとの距きよ離りをグッと詰める。もう既に、ゴールは射程圏。ここから先は、身体からだを張って進しん撃げきを止めなくてはならない最終防ぼう衛えいラインだ。

「きゃうん！」

　次の瞬しゆん間かん、啞あ然ぜんとさせられた。愛莉がハンズアップして密着ディフェンスを仕掛けようとした矢先。

　あっけなく、不自然なほどにあっけなく東川さんがはじき飛ばされ、尻しりもちを突いたのだ。

「…………赤、７番。プッシング」

「えっ。あ、あれっ」

　どこか憮ぶ然ぜんとした表情で、ファウルを宣言する監かん督とくさん。いっぽう当事者である愛莉は狐きつねにつままれたようにきょとん、と立ち尽くしている。

　誤審、とは言えない。俺おれの目にも、愛莉の手が東川さんを押したように見えてしまった。

　そんなはずはないと確かく信しんできるのは、ただ愛莉の性格をよく知っているからという理由だけ。こういう形になってしまったら、試合中には無実の根拠としては役に立たないのだ。

「あーもう、ひっどいな～。バスケってそういう競きよう技ぎじゃないぞ～！」

　しかめ面つらで立ち上がる東ひがし川かわさん。……自分からハメておいて、大した肝っ玉だ。

　そう、愛あい莉りはハメられた。ポスト際で踏ん張るのを見越し、距きよ離りが詰まるタイミングに合わせ東川さん自身が、さも愛莉が押したように見せかけ能動的に倒れ込んだのだ。

　つい、眉み間けんに力が入る。しかし、批判的になるのも筋違いだろう。

　緊きん急きゆう事態でやむなくとはいえ、俺おれも以前なりふり構わずひなたちゃんに似たような搦からめ手てを指示したことがあるわけだし、これも技術と言ってしまえばそれまでなのだ。なにより、あんなのそうそう狙ねらってできるものじゃない。誘いを悟られぬ演技力。ここぞというタイミングで、誰だれの眼めにもファウルに見える構図を創つくり出す戦略力。それをオンタイムの試合で実現する反射神経。どこを取っても、人にん間げん離ばなれした才能がなければ机上の空くう論ろんで終わる攻め方だ。

「愛莉、ドンマイ。……気にしちゃダメ」

「う、うんっ」

　智とも花かに励まされ、すぐにぴんと背筋を伸ばす愛莉。ひとまず精神的には大丈夫そうだ。しかしながら、出で端ばなにあんなのを見せられると次からの守備が悩ましい。ここはなんとしても止めたいところだが。

「ゆーな！」

　石いし塚づかさんのスローインで、ドレットノータスの攻めが再開。次は、どうくる？　松まつ島しまさんの一挙手一投足に注視する。

「ねえねえ。私ってさ、どこから打ってもシュート決められるんだ。……って言われたら、信じる？」

「え……!?」

　またも、想像の埒らち外がいまで遙はるかに吹っ飛んだ出来事が起こった。智花がマークに付くか付かないかのうち、松島さんはなんとセンターラインにほど近い位置からシュートを放ってしまったのだ。

　高く、鋭するどい放ほう物ぶつ線せん。まさか、これが入ってしまうと言うのか……!?

　──がこん。

　あ、外れた。

「ダメか！　決まればちょーかっこよかったのに！」

「ぷっ、逆に外したらクソダサじゃん。きゃはは、ゆーなマジウケる」

「うるさいなー」

　そりゃ、そうだよな……。あそこから高い精度でネットを狙えるとしたらもはやお手上げだ。どうやら人間の領域を逸脱しているということはなさそうかな。

「わからない……さっぱり読めてこないわ……」

　リバウンドを制した紗さ季きが眉まゆをひそめる。今までのセオリーがことごとく通用しないこのバスケ、まだ理屈での攻略は難むずかしそうだ。

「ゆーなのクソダサ珍プレーはあとで動画拡散するとして、さーて、次はどうする？　やっぱあのデカイの片づけちゃう？」

「え、動画なんて撮とってないでしょ？　撮ってないよね？」

「きゃはは、撮ってない撮ってない。安心して」

「ビビらせないでよ。……うん、やっぱあのデカおっぱいから仕留めよ。目障りだし、二度と揺らせないようにしてやる♪」

　とにかく、油断している暇ひまはない。なんだか内ない緒しよ話ばなしを始めてるのも気になるし、このオフェンスをしっかり決めて勢いで前に出ておきたいところだ。

「愛あい莉り！」

　紗季も当然その心こころ積づもりだろうし、俺おれからの指示は出さず全権を委ゆだねる。ボールを託した先は、愛莉。自信を取り戻させてあげるためにも、ベターな選択だろう。

「え……？」

「い、行きますよ！」

　三度目の衝しよう撃げき。いったいどこまでこちらの常じよう識しきを裏切り続けるのだ、この試合は。

　愛莉のマークに付いたのは、ジャンプボールに引き続き石いし塚づかさん。まさか、マッチアップ自体ずっとこの形で通すつもりなのか。

「……っ」

　一いつ瞬しゆんたじろいだ愛莉だったが、即座に集中力を取り戻し、石塚さんとポスト際で対決。

「行ける……！」

　そして、隙すきを見つけるや迷わずドライブで左側に切り込んでいった。

「ちょっ、痛っ！」

「あ……!?」

　見事に、石塚さんを躱かわすことには成功。成功したのだが。

「……あのさぁ。二回連続とか、ヒドすぎない？　なに、慧けい心しんってラフプレーがウリのチーム？」

　その進路上に、いつの間にか東ひがし川かわさんが忍び寄っていた。愛莉も慌てて急ブレーキをかけたのだが、間に合わずにディフェンスをはじき飛ばしてしまう。

『赤、７番。チャージング』

「そ、そんな……」

　いや。実際は間に合って、ちゃんと止まっていたのかもしれない。けれども交差した瞬間、東川さんがあれだけハデに吹っ飛ぶと、端はたから見ればぶつかったようにしか見えなかった。

　これで、愛莉は記き録ろく上じよう、同じ相手に連続してファウルを犯してしまったことになる。

　真相はどうあれ、ゲームが終わるまでこの事実は揺るぎないのだ。

　これは、ちょっとマズいかも……。そもそも愛あい莉りは、石いし塚づかさんとのミスマッチを活いかしパワーゲームからシュートを狙ねらうという選択肢も取れた。むしろ普ふ段だんならそうしていたはず。

　なのに、ドライブで躱かわすことを選んだというのは、最初のファウルを無む意い識しきで気にしていたから、という可能性が高い。

　結果、もう一度同じ相手にファウル。

「あいり、どんまい」

「ひなちゃん、ち、違うの。わたしは、なにも……」

　視し線せんが下がり気味で、うっすらと顔も青ざめている愛莉。こんな状況に追いやられたのは初めてのことだし、ちょっと尾を引いてしまうかもしれないな……。

　恐ろしきは、東ひがし川かわさんの巧妙なファウルトラップ。おそらく、石塚さんにマッチアップさせたところから既に、彼女の描いたシナリオによる演出だろう。

　さっき失敗したばかりだから押してこない、抜きに来る。なら、あの辺に自分がファウルにならないギリギリのタイミングで飛び込んで──。

　そこまで計けい算さん尽ずくでやって、狙い通り実現させてしまったのだ。

「うひひ、スキありぃ」

「は、はうっ!?」

　いけない。恐れていた通り、愛莉のドリブルがだいぶ硬い。普ふ段だんなら有り得ないほど、あっさり松まつ島しまさんからスティールを決められてしまった。

「もう一回くらいかましとく？」

「うーん、あの子はもう良いんじゃない？　とっくにガタガタでしょ」

「ほんとだ、胸もあんま揺れなくなったし。ほんじゃ念のため、別のをもう一人ひとりくらいつぶしときますか～」

「念のためね～。一番単純でアホっぽいの、どれだろ……？」

　のんびりとしたドリブルでオフェンスを始めるついでに、また何やら話し込んでいる二人ふたり。更なる仕掛けがあるかもしれない。要よう警けい戒かいだ。

「ぐぬぬぬぬぬ！　アイリーンはぜったい悪くないのに！」

　真ま帆ほ、憤いきどおるのもわかるけど、我を忘れたら一気に吞のみ込まれちゃうぞ……！

「あ、アレだ」

「アレだね、間違いない」

　心配をよそに、引き続きスローテンポなドリブルで攻め上がっていく東川さん。

「絶対に止めるっ！」

　立ちはだかったのは真帆だ。というか東川さん、わざわざ真帆の眼めの前に歩み寄っていったような。……嫌いやな予感がする。

「おっ、めっちゃ気合いノリノリだねー。スティールとかされないように気をつけないと」

「気をつけたってあたしの腕は避けきれないぜ……！」

「…………あれ。そう言えば私、今晩のドラマ録ろく画が予約してきたっけ？」

　至近で向き合っている最中にも拘かかわらず、不意に明後日あさつての方向を見上げる東川さん。おかげで手元が露ろ骨こつに疎おろそかだ。露骨すぎるほどに。嫌いやな予感がする。

「む、隙すきあり！」

　ここぞとばかりに鋭するどく指先を伸ばす真帆。しかし。

『……赤、５番。イリーガルユースオブハンズ』

「……え。ええええ～!?」

　当たった先は、東川さんの手の甲だった。ズラされたな、意図的に。真ま帆ほが仕掛けるタイミングを読み切って、絶妙に腕の角度を切り替えた。

「さっきから痛いなー。あんたら、ほんとに経けい験けん者しや？　バスケやるの、ほんとは今日きようが初めてだったりしない？」

「そんなわけあるか！　ぬぬぬぬぬぬぬぬ……！」

「灯あかり！　お前はさっきから私語が多すぎだ！　次はファウル取るぞ！」

「へいへーい。反省してまーす」

　監かん督とくさんの注意を、全く懲こりず悪びれず流して立ち去る東川さん。

　──ジョロウグモ。

　ふとそんなイメージが浮かんだ。

　まず糸で絡からめ獲とり、じわりじわりと相手の自由を奪って、心を折る。そうして抵抗できなくなるのを待ってから、悠々と息の根を止める。

　そんな戦い方で、県のライバルを残らず駆逐してしまったのだろうか。

「……コーチさん。来たことを後悔していたら、本当に申し訳ない」

　監督さんの苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情からして、全すべてあの二人ふたりの独どく断だんなんだろうけど。

　そう考えると、松まつ島しまさんの超ロングシュートも無策な気まぐれではなかったのかもしれない。マグレでもなんでも、もしアレが入ってしまっていたらこちらとしては非常に苦しい状況になる。常に松島さんのシュートを警けい戒かいせざるをえないから、高さで勝負できる愛あい莉りに徹てつ底ていマークを頼む。すると今度はインサイドがキツい。松島さんが愛莉を外に引きずり出してしまえば、東川さんはどこから切り込んでもミスマッチの状況を作り出せる。

　要は、ハッタリでもなんでも一発決められたら、強烈な精神的アドバンテージを作り出せるのだ。『またロングがあるかもしれない』と思わせることで、大した労もなく相手の守備体系をかき乱す、幻惑の一手。

　くそ、ミスったな。最も『予備知ち識しきなし』の状態で勝負を挑んではいけないタイプのチームじゃないか。

「さ、仕上げちゃいますか」

　仕切り直しで再び攻め始めた東ひがし川かわさんが、一いつ直ちよく線せんにインサイドへ速攻を仕掛ける。

「ううう、今度こそぜったい止めるっ！」

　対するは、再び真ま帆ほ。というより、あからさまに東川さんは真帆目がけて攻め込んできた。猛烈に嫌いやな予感……否いな、もはや確かく信しん的てきにマズいと察する。

　──ピッ。

　無む機き質しつなホイッスル。レイアップの体勢に入った東川さんを空中で迎むかえ撃うった真帆が、着地するやギクリと監督さんの方を見る。

「……赤、５番。イリーガルユースオブハンズ」

「あーあ。チョロすぎてダイエットにもなりゃしないね」

　大げさに肩をすくめる東川さん。今のは、抗こう議ぎの余地もない。残念ながら、俺おれから見ても真帆がボール以外に手を出してしまったのがあからさまだった。

　もちろん、故意にそういうことをする子じゃないのはわかっている。きっと頭に血が上って冷静さを欠いたために起こったミスだろう。

　蜘く蛛もの毒が、もはや作為によらず機能麻ま痺ひを起こすところまで浸透してしまったのだ。

「な、なにやってんだろあたし……」

　試合開始三分にも満たない時点で、こちらばかりがファウル四つ。しかもインサイドの要かなめである真帆と愛あい莉りがそれぞれ二つずつという内訳。

　これが正規の試合中だったらと思うと……背筋が凍る。

　どうしよう、タイムアウトを取りたいところなんだけど、交流も兼ねたミニゲームという体で始まったから細かいルールは決めてないんだよな。許してもらえるだろうか。

　いや、おそらく却下はされないだろう。むしろ一番の問題は、どうアドバイスするかという部分だよな……。『巧たくみにファウルを誘っているから、気をつけて』なんてことはみんなならもうわかっているはずだし、過度に警けい戒かいしすぎても動きが縮ちぢこまってさらに二人ふたりの思おもう壺つぼだ。

　伝えるならもっと、具体的な対策方法。果たして俺に、見つけられるか……。

「灯あかり、フリースローだ」

「…………いや、いいや。なんかもう飽きた」

　うんうん唸うなっていたせいで、東川親子が何やら揉もめ始めていることに気付くのが少し遅れた。どうしたんだろう……？

「飽きたって、どういう意味だ？」

「もう攻略終わったでしょ。続けたってどうせ圧勝するだけだし。ならこれ以上やる意味ないじゃん。やめやめ、練習しゅーりょー」

「何言ってるんだ！　失礼だろう、おい！」

　見た感じ、東川さんが勝利を確かく信しんしやる気を失ってしまったようだ。ボールを受け取ることなく踵きびすを返し、松まつ島しまさんと共に更衣室へ向かおうとしている。

　く、これはマズいぞ。逆転のチャンスすら得られないまま試合が打ち切られたら、嫌いやな記き憶おくだけ残って今後のプレーに長く支障をきたしかねない。

「ま、待って下さいっ！」

　慌てて俺おれも追いかけたが、それより速く智とも花かが二人ふたりの前に回り込み、勢いよく頭を下げた。

「ちょっと、どきなよ」

「お願ねがいです。どうか最後まで、ゲームを続けて下さい。失望させないよう、がんばりますから……！」

「いや、失望も何もそもそも期待してないし」

「ちょっと悔しそうな顔見たかっただけだし。ほんで目的も達成したから、もういいっしょ。くくっ、ほら見てみな。そこの二人、もう心ポッキリ折れてるよ。三人だけで戦って、私たちに逆転できる秘策があるとでも？」

「……はぅ」

「お、おれてないしっ！」

　松島さんに嘲ちよう笑しようを向けられ、遅れてやって来た愛莉と真帆が大きく動揺を覗のぞかせる。これで諦あきらめるほどやわな二人ではないから、『折れた』というのは言い過ぎだろう。ただ、早期にメンタル面での回復を成し遂げないと、普ふ段だん通どおりのパフォーマンスを発揮するのが難むずかしい状態であることは、残念ながら事実。

「真ま帆ほも、愛あい莉りも大丈夫です。ちゃんと五人で戦えます。だからどうか、最後までよろしくお願ねがいします」

「ひなたちの戦いは、まだはじまったばかりです」

　もちろん俺も頭を下げた紗さ季きとひなたちゃん同様、二人の復活を信じている。だからなんとしても、このまま対戦を流してしまうわけにはいかない。

「だって何の得にもならないし。もうちょっとくらい暇つぶしできるかと思ったけど、これなら寝てた方がマシって感じ」

「じゃ、じゃあ！　最後までやって負けたらあたしたちなんでもゆーこと聞くから！　それなら得、あるでしょ！」

「ちょっと真帆、勝手に『たち』って。……まあ、構わないけど」

「いらねーし。ガキの奴ど隷れいなんてなんの役にも立たないじゃん」

　だんだん話が大げさな方に向かいつつあるが、それだけみんなも真剣なのだろう。俺もぼんやりしてないで加勢に向かわないと。

「お願いだ。東ひがし川かわさん、松島さん。なんとか最後まで試合を続けて貰もらえないか」

「えー、長は谷せ川がわコーチまでそんなムキにならなくても～」

「………………あ♪　ねえ、灯あかり。耳貸して」

　智とも花かたちの隣となりに立つと、何やら松まつ島しまさんが内ない緒しよ話ばなしを始めた。すると俄が然ぜん、東ひがし川かわさんの表情が小こ悪あく魔まっぽい含み笑いに変化していく。……不ふ穏おんだ。

「わかりました、いいですよ☆」

「えっ!?」

　そして突然の快かい諾だく。急変に、思わず驚おどろきの声を上げてしまった。

「ただし。何でも言うことを聞いてくれるのが長は谷せ川がわコーチなら──ですけど」

「お、俺おれが……？」

「そうですね～。……私たちが勝ったら、三人でデートっていうのはどうですか？」

「もちろん、オ・ト・ナのデートですよぉ♪」

「で、でーとっ!?　す、昴すばるさんと……!?　おっ、おとなの……!?」

　智花もまた、泡を食ったような声をあげてくれた。……もし仮にそうなったら、今までの行動からして何をされるかわかったもんじゃない。けっこう危険な賭かけになりそうだ。

　しかし、俺としては当然に慧けい心しんの勝利を信じるのみ。それはダメだ、なんて言えないよな。

「……わかった、俺は構わない」

「きゃ。小学校卒業前に別の卒業チャンスきちゃったっ」

「帰りに薬局寄らないとだね、灯♪」

　な、なぜ薬局……いや、今はツッコミを入れている場合じゃない。

「ただし、それなら勝負は仕切り直して、ちゃんとルールを決めて正式な形でやろう。最終日、月げつ曜ようの午前中に、改めて五対五の試合。俺たちの帰りは夜の飛ひ行こう機きだから、もし仮に負けたら、その日の午後は二人ふたりの言うことを聞くよ。そういう約束で、どうかな？」

　第六感が、盤ばん石じやくの態勢で挑まないとマズいことになると囁ささやいていたのもあり、交換条件を提示する。片へん鱗りんを見ただけで、事前準備なしに戦ったらダメなタイプのプレーヤーであることは明らかだったので、ここはなんとしても可能な限りの時間を確かく保ほしたい。

「えー、それだとデートの時間短すぎません？」

「でもゆーな、せっかくの記念なんだし美容院とか行って気合い入れておいた方がよくない？　今日きようとか明日あしたいきなりだとあんま準備できないよ？」

「あ、それもそだね。わかりました！　月曜にヤリましょう♪」

　よかった、なんとか受け入れてもらえたぞ。言葉の響ひびきにものすごい邪念のようなものを感じたけどそれはさておき。

「それじゃ、今日のところはこれでおしまい。おつかれーっした」

「待て灯あかり！　交代は受けてやるからせめて最後まで練習に参加しなさい！」

「……クソオヤジ。そうやって細かいことばっか気にするからハゲるんだよ」

「ハゲとらん！」

　再び親子喧げん嘩かが勃ぼつ発ぱつする中、俺は安あん堵どと懸け念ねんを五ご分ぶ五ご分ぶに抱えながら考え込む。

　智とも花かたち五人は、まだ本来の実力を発揮させてもらえていない。逆に言えば、搦からめ手てさえ上う手まく回避できたなら流れはガラッと変わるはずだ。

　コーチとして、打開策を見いだしてあげられるか。我が身が賭かけられたことを除いても、責任は重大だ。

「負けちゃったら、長は谷せ川がわさんにもご迷惑が……」

「これはますます、絶対に落とせない試合になったわね」

「あんなままで終われるか……！　ぜったいにあたしの本当のジツリキを見せてやる」

「おー。いつも通りできれば、もっとがんばれる」

　子どもたちにも、余計なプレッシャーを与えてしまったな。当日、平常心で臨のぞめるようにしてあげるためにも、刃やいばを研とぎ澄すまし蜘く蛛もの糸を断ち切る。

「昴すばるさんが、で、デート。そんなの……嫌いやっ」

　身を案じてくれたのか、きゅっと唇を嚙かんで俯うつむく智花。

　大丈夫、しないさ。勝つのはみんなだって、確かく信しんしてるから。
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　結局東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんは途中で抜けてしまい、あまり『勝負！』というムードではなくなったこともあって、終始穏おだやかなペースでミニゲームの残り時間は終了。結果として四点差で慧けい心しんの方が多く得点することができたが、あまり本質的な勝ち負けに関かかわる内容ではないだろう。

「コーチさん。すまんな、いろいろ……。だいぶ腹立たしい思いをさせてしまったんじゃないかい？」

　体育倉庫も駆使して総員が着替えに行ったタイミングで、監かん督とくさんが渋じゆう面めんと共に頭を下げて下さった。

「いえ、そんな。……でも驚おどろきました。あの二人ふたり、あんなにすごいプレーヤーだとは」

　タイプ的には賛さん否ぴ両りよう論ろんが巻き起こるような内容ではあったが、そもそも並のセンスでは実戦であそこまで緻ち密みつな罠わなを仕掛けることなんてできない。東川さんと松島さんが、抜けた逸材であることは誰だれの眼めにも明らかだった。

「片方が自分の娘だからあまり褒ほめるのも心苦しいんだけど、チームの監督を引き受けるようになって初めて出会ったよ、あんな素質の持ち主たちには。おまけに二人、妙にウマが合うらしくてなあ。ツーカーで通じ合っちゃうから、もう手が付けられん」

　まるで敵チームに向けるような言葉に、俺おれは図はからずも小さく苦笑を漏らしてしまった。

「全国でも、ひけを取らないと思います」

「……それは、困った」

「え？」

　喜ばしさを微み塵じんも感じさせない呟つぶやきだった。

「なまじっか才能があるから、本気でバスケと向き合ってくれん。アレがどっちか一人ひとりだったら、まだよかったんだけどな。孤立して、徹てつ底ていマークされて、個の力じゃ足りないって誰だれかが思い知らせてくれたろう。それが間の悪いことに、二人いっぺんに揃そろっちまった。コンビとなると、そりゃ難むずかしいよな。体格まで恵まれてるから、並の小学生じゃどうにもならない」

「……失礼な言い方になってしまうかもですが。監督は、負けを望んでいるように聞こえます」

「その通りさ。誰かあいつら、負かして欲しいんだ。俺が監督でいられるうちに。卒業して、中学校に入る前に。でないともう、部活自体に入らないでバスケ辞めちまう気がする。二人ともね」

「………………」

　確たしかに、腑ふに落ちるところもあった。智とも花かたちを引っかけることにはある程度やる気を出していたけど、それはどちらかというと悪戯いたずら心ごころで、バスケ自体を楽しんでいる感じはしなかった。

「飽きてるんだよ。どうせ勝てる、やっても結果は同じだってそう思い込んでる。自分たち以外の、本当のライバルに出会えなかったのも不幸だった」

「去年の全国大会とかはどうだったんですか？」

「出てない。一昨年おととしもね。人数が足りなかったんだ。実は一年前、ようやくチームメンバーが揃そろったんだよ。メンバー募集する学区を大幅に広げたりして、やっと十人集められた。……急にそんな画かく策さくをしたのも、ある種の親バカさ。笑ってくれ」

「笑いません。素す敵てきなことだと思います」

　きっと、とんでもない才能と出会ってしまったから。その子たちが、いちばん輝かがやける場所を作ってやりたいと監かん督とくさんは願ねがったんだ。

　そんな想おもい、シンパシー以外は何も感じようがなかった。

「でも、想定外だったのはあまりにも二人ふたりが突出しすぎちゃったこと。本気を出すまでもなく、この辺じゃ誰だれにも止められなかったんだよ。ただセンスが良いだけじゃなくて、身体的な意味での成長が早すぎたのも逆に痛いたし痒かゆしでねえ」

　確たしかに、あのサイズは一般的な小学生同士の対決ならあまりにも強烈なアドバンテージになってしまう。そういう意味で、愛あい莉りは恵まれていたのかもな。わりと早くから、自分とそう変わらない身長の持ち主とやり合う機き会かいに出会えたから。もちろん、愛莉ならどんな環かん境きようでも慢心するタイプではないだろうけど。

「でも、中学高校と進めば周りの発育もきっと追いつく。レベルも上がって、本気でバスケと向き合わなきゃ通用しない相手ばかりになる。灯あかりと佑ゆう奈なの才能が本当の意味で目覚めるのはきっとその時だろう。……その時までに、バスケの面おも白しろさを知ってくれていれば、だけどね。だから小学校卒業間近の全国大会の前に、まだ悔しさを嚙かみしめるチャンスと時間があるうちに。僕が何か、アドバイスしてやれるうちに。できれば一度負けを知って欲しいんだよ、あの二人には。何も教えてやれないままチームを離はなれる、あまつさえバスケから離れるなんてことになったら、僕にとって一生モノの心残りだ」

　なるほど、それで慧けい心しんに興きよう味みを持って下さったのか。光栄にも。

　全国に行けば、二人を凌りよう駕がするチームとぶつかるかもしれない。それこそ硯すずり谷だにが、見事に攻略法を見いだすかも。でもそうなった時は、もうドレッドノータスの一員として戦う機き会かいは残っていないのだ。

　ならば、まだ何かできるうちに、何かしてくれる可能性のあるチームと、監督さんは対戦を望んだ。

「弟子から聞いて、慧心さんと試合する機会が作れればって、ずっと思っていたんだ。才能だけじゃなく、ひたむきさが素す晴ばらしいチームだって彼は言っていた。今日きよう見て、実際その通りだと思ったよ。……ヘンなことに巻き込んでしまって本当に申し訳ないけど、どうかがんばってくれ。遠えん慮りよは要いらない。ドレッドノータスを、倒してくれ」

　ほとんど力を発揮できなかったミニゲームを見た上で、こうも信用を寄せて貰もらえるとは。この気持ちには、意地でも応こたえなきゃな。

「俺おれもコーチとして、たくさん勉強させてもらいます。そして最終日、落胆させないゲームに、きっとします」

　厳おごそかに頷うなずくと、監かん督とくさんはにこりと笑えみを見せてくれた。

「あ、それともう一つ」

「はい、なんでしょう？」

「もし万が一、娘との約束を守らなきゃいけなくなったとき。……どうか間違いは、間違いだけは犯さないでおくれよ」

「も、もちろんです！　命に代えても！」

　ただならぬ圧力を視し線せんから感じて、熱ねつした鉄を押し付けられたように背筋が伸びる。

　あらゆる意味で勝利が絶対条件となる戦いが、こうして俺たちの眼めの前に立ちはだかったのであった。
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『──っ！』

　食卓に、電でん撃げきが走った。

「信じられないわ……。うどんに、まだ『向こう側』があったなんて」

　紗さ季きが呟つぶやいた一言に、きっと全員の感想が集約されていることだろう。

　練習終了後、俺たちは監督さんのご厚意で臨りん時じ休業日のお店にお邪じや魔まし（合宿のために、三連休まるまる休みにして下さったみたいだ。かき入れ時であろうになんとも有あり難がたいやら、申し訳ないやら）、打ち立てのうどんを振ふる舞まって頂いた。

　そして一口麵めんをすすり上げた刹せつ那な、誰だれもが甘美に震ふるえ沈ちん黙もくした。

　さすがにもう、うどんで驚おどろくことはないと思っていたんだけど。いやはや『職しよく人にん技わざ』という領域の奥深さを、改めて思い知らされた。

「気に入って貰もらえたなら嬉うれしいよ。どうやらまだ弟子に後れは取ってないみたいだね」

　静かに微ほほ笑えむ監督さん。『芯しん力ぢから』のうどんが感動的に美お味いしかった事実は揺るぎないし、見た目は監督さんが打って下さったものとほとんど同じだった。

　なのに、ほんの薄うす皮かわ一枚ぶんだけ。しかし歴然とした違いを、どこか感じてしまう。

「うどんって、小麦粉と水と塩だけでできているんですよね。それなのに、こうも打つ人によって変わるものだとは……」

「むしろ、その三つしか使わないからかもしれないね」

　唸うなる俺に微笑みかけ、こほんとひとつ咳せき払ばらいを漏らす監督さん、なんだか興きよう味み深ぶかいお話を聞かせて頂けそうな気がして、自然と背筋が伸びた。

「材料がシンプルだからこそ、ほんの少しのさじ加減ひとつが、出来ばえに反映されやすいとも言えるんだ。特に、水というヤツが曲くせ者ものでね。毎日同じ量を加えて打てば良いというわけでもないんだよ。その日の気温とか湿度によって、微妙に増やしたり減らしたりしないと、出来ばえにムラが出るんだ」

　なんと。それじゃあ、常に決まった分量を計って加えるという方法ではダメなのか。

「どうやってその日の配合を決めるんですか？」

　興きよう味み津しん々しんに尋ねる智とも花か。

「これはもうカンだねー。朝起きて、肌で感じるしかない。もし僕のうどんの方が少しでも美お味いしく感じてくれたのなら、弟子はまだそっちの気候を摑つかみきってないんじゃないかな。手先の技術的な事に関しては、もう免めん許きよ皆かい伝でんを与えたから。少ししたら是非また食べに行ってやってくれ。きっと前よりも美味しくなっているはずだよ」

　なんと、繊せん細さいな世界なのだろう。絶対に、長い年月をうどんのために費やした人でなければたどり着けない領域だ。話を聞いてから改めて啜すすると、この食感にある種の神こう々ごうしさすら覚えてしまうな。

　有あり難がたい。真の意味でそう思いながら、俺おれたちは黙もく々もくと監かん督とくさんのうどんを平らげた。

「ごちそうさまでしたっ。本当に、本当に美味しかったです！」

　全員ほぼ同時に完食し、愛あい莉りが幸せそうに息を漏らす。なんだかうどんのおかげで張り詰めてしまっていた気持ちがだいぶほぐれたような気がする。仕切り直しが決まったのだから、こうしてリラックスできたことは必ず良い方に転がるだろう。

「お粗そ末まつ様さまでした。みんな、綺き麗れいに食べてくれてありがとう。……さて、少し休んだらお泊まり先に向かおうか」

　これにて、合宿初日は終了。夜はチームメンバーさんのお家うち五軒が、ご厚意で智花たちを泊めて下さることになっていた。なので、明日あしたまで皆しばしのお別れとなる。

「ひな、お休み。きちんとお礼言うんだぞ～」

「おー。良い子にします。おやすみなさい」

　監督さんの運転で近所を回り、ミホ姉ねえと並んで親御さんにご挨あい拶さつさせて頂きながら子どもたちを一人ひとりずつ降ろしていく。俺たちは監督さんのお家でお世話して頂けることになっているので、四人目のひなたちゃんに手を振って、残る目的地はあと一軒。

　余よ談だんながら東ひがし川かわさんは『オトナの勉強会』の緊きん急きゆう開催が決まったとのことで松まつ島しまさんに招集され、今晩は留守らしい。オトナの勉強会ってなんだろう。中学の予習かな？

　なんにせよ、失礼ながら同じ屋根の下で過ごさずに済むことに対し安あん堵どを覚えてしまった。一いつ緒しよだとまた色々からかわれちゃいそうだし……。

「昴すばるさん」

　密ひそかに吐息を漏らしていると、最後に残った智花から名を呼ばれた。

「ん？」

「私たち、勝てるでしょうか……？」

「自信、ない？」

「いえ。みんなの力を信じてますから。……ただ、今日きようは気がついたら追い込まれていて、どう戦って良いかわからなくなっちゃいました。正直に言うと、不安もたくさんです」

　自らの肩を抱くようにして、俯うつむく智とも花か。初対決であんな風に罠わなを張られたら、泡を食うのも無理はない。

「大丈夫。勝たせるよ。メンバーの実力をフルに発揮させることがコーチの仕事だ。だから、大丈夫。対策は俺おれがなんとかする」

　正直に言えば、まだ攻略法なんて見いだせていない。だけど、俺が愛して止やまない智花たちのバスケの真しん髄ずいを伝えないまま帰るなんて、この遠征を実現させてくれた全すべての人たちに申し訳がたたなすぎるからな。なんとかするしかない。

「昴すばるさん……。えへへ、ありがとうございますっ。私たちも、がんばります！　……昴さんが、出会ったばかりの人たちと、デ、デートするなんて。そんなの嫌いやですし」

　最後は消え入るような小声で、窓の外を見ながら呟つぶやく智花。上う手まく言葉にできないけど、そう言ってもらえてなんとなく嬉うれしさがこみ上げてきた。

　図はからずも、余計なものまで背負わせてしまったのだ。明日あした一日で、なんとしても五人に新たな武器を授けてやらなければ。
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　翌日。午前中の合同練習を終えてから、一人ひとりで宿泊させて貰もらっている部へ屋やに戻って考え事にふける。監かん督とくさんの『せっかくだし、いろんなお店の味を体たい験けんしてみると良いよ』という勧めもあって、ミホ姉ねえと子どもたちはレンタカーで有名なうどん店巡りに向かったのだが、俺おれは少し作戦をまとめる時間が欲しかったので遠えん慮りよしておくことにした。

　みんな何も言わず単独行動を許してくれたのは、気き遣づかいによるものだろう。わがままを言った以上、なおさら無む駄だな時間にするわけにはいかない。

「ファウルトラップ対策か。つくづく難なん問もんだよな……」

　しかし唸ひねれば唸るほど答えが遠ざかっていく気がして、甚はなはだ参る。

　手を出さず、押し合いに持ち込まなければファウルを取られることなんてまずない。でもそれって、縮ちぢこまってプレーしろと言うのと同義なんだよなあ。むしろそうやって精神的な『縛しばり』を与えて、相手の自由を奪ってしまうのが東ひがし川かわさんたちの真なる目的だろうから、かえって相手の望むがままだ。

　正攻法で迎むかえ撃うつ手段としては、『慣なれ』させること。例えば俺があえてファウルを誘うようなプレーでみんなと１ｏｎ１して、相手がどういうタイミングでどういう罠わなを張るのか身体からだで覚えさせる。

　……なんだけど、試合は明日あしたである。明らかに時間が足りない。加えて、俺がそういうプレーを上う手まくトレースできるかという問題も大きい。別に聖人ぶるつもりはないんだけど、今まで磨いたことのないスキルだ。付け焼き刃で真ま似ねしても、あの二人ふたりの領域には遠く及ぶまい。

「一日じゃ『身体』は変えられない。急速に対応力を身につけるとしたら、『頭』の部分でなんとかするしかない、か」

　頭。つまり、理解力。

　考え得る罠のパターンを全部文章なり図なりにまとめて、丸暗記してもらうか。

「ダメだよなあ……」

　想像してみてすぐに却下。考えすぎで臨のぞんでも集中力と反射神経を削そぐ。今まで積つみ重ねて来た慧けい心しんバスケの良さを殺してしまうだけだ。

　こうしてまた、座ざ礁しよう。さっきから同じ思考を繰くり返しては放ほうり投げるばかりで一向に方向性が見えてこない。

　まずいなあ。大口を叩たたいておいて、八はつ方ぽう塞ふさがりなのか……？

　──こん、こん。

　溜ため息いきと共に頭を抱えた直後、部屋にノックの音が響ひびいた。

『コーチさん、ちょっといいかい？』

「は、はい！」

　扉を挟んで聞こえてきたのは監かん督とくさんの声。頷うなずいて、自分からドアを開けに行く。

「邪じや魔ましちゃってごめんごめん。だいぶ根こん詰つめてるみたいだね」

「はい、あはは……。ちょっと難なん航こう中ちゆうです」

「どう戦うか、迷ってる？」

「……考えれば考えるほど、強敵です」

「時間もないからねえ。厄やつ介かいなことになって本当にすまない」

「いえ、そんな。難題ですけど、乗り越えられれば慧けい心しんのみんなも今以上に強くなれると思うので、なんとかしたいです」

　力なく笑う俺おれに、監督さんはふむ、と少し考えるそぶり。

「気が乗らなかったら断ってくれて良いんだが。ちょっと店の方へ来ないか？」

「お店、ですか？」

　この住宅はうどん屋さんの真裏で、実質繫つながっているに等しい。なので移動する事自体には何も面倒なんて存在しないんだけど、監督さんが臨りん休きゆう日びのお店に呼んでくれるのはいったい何な故ぜだろう。

「…………では、せっかくなのでお言葉に甘えて」

　少し黙もつ考こうしてから、俺は頷うなずきをお返しした。理由はわからないけど、言われた通りにしてみよう。なんとなく、監督さんがこのタイミングで意味の無いことをなさるとも思えない。

「よかった」

　にっこり笑い、俺を誘ゆう導どうしてくれる監督さん。裏口からサンダルを借り、ほんの一またぎの移動で店てん舗ぽの調ちよう理り場ばに足を踏み入れさせてもらう。

「ここで、あの神がかったうどんが作られるんですね……」

　お休みなので人は居ないが、大きなまな板と清せ潔けつ感かん溢あふれる水回りに圧倒される。年季は入っているのだろうけど、雑然とした雰囲気など一切感じない機き能のう美びに溢れた空間だった。

「ははは、神がかりは畏おそれ多いな。でも、ある意味では正しいのかもしれないね。日に本ほんは『八やお百万よろずの神かみ』なんて言うくらいだから。きっと水や小麦にも、神様は宿っているのだろう。その神様が機き嫌げんを損ねていなくならないように、素材を大事に扱うのが料理人の仕事なのかもしれない」

　ちょっと軽はずみだった俺の発言にも、やさしく相づちを打って下さる監督さん。なるほどなあ、うどん作りは自然との対話みたいなもの、ということか。

「並の才能では務まりませんね……」

「そうでもないさ。……どうだい、ちょっとやってみないか？」

「え？」

「うどん、試しに打ってみないか？　そのために呼んだんだ」

　意外なお誘いに、少し戸惑う。

「い、いやいや。上う手まく出来るわけないですし！」

「上手く出来なくてもいいじゃないか。なんだか、自分を追い詰めちゃってるような気がしたからね。そういう時は、かえって気分転換でもした方がアイデアに巡めぐり逢あえたりするものさ」

「……………………」

　時間がないのでと、お断りすることも一いつ瞬しゆん考えた。

　でも、何やら引っかかりのようなものも覚える。

　はたして、監かん督とくさんは本当にただの気分転換として提案して下さったのだろうか。

　東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんに、負けを教えてやって欲しい。昨日きのうそう言っていた時の表情には、どこかもどかしさのようなものも混ざっていたような気がする。

　もしかすると、監督さんには『自分が敵側なら攻略できるのに』という確かく信しんがある？

　仮にそうだとすれば、このお誘い。……ヒントなのかも。

　ファウルトラップを切り抜ける鍵かぎは、うどんにあるのか……？

「わかりました、ではご厚意に甘えさせて頂きます」

　我ながら、考えすぎかという気もする。でもいいじゃないか。どうせ部へ屋やで唸うなっていてもどん詰まりだったのだ。実際ただの気分転換にしかならなかったとしても別に損はしない。

「よし、やってみよう。お手本として、まずは僕が生き地じをこねるから、コーチさんはしばらく見ていてくれ」

「了解です」

　頷うなずくと、監督さんは入念に手を洗って専用の保管庫らしき大きな戸を開き、中の袋から升ますで粉をすくいとった。

「いっぱい作る必要もないし、これくらいで良いか。まずは小麦粉と塩水をなじませるんだ」

　ボウルに粉を移して、これまた専用のタンクからカップに水を注つぐ（当然なのかもしれないが、水道水ではなく特別な水のようだ）。そこに塩を加え、攪かく拌はん。

「あとはこうして、粉を混ぜながら少しずつ水を加えていく、と」

　まるで一流の舞ぶ踊ようでも見ているかのような気になる、無む駄だ一つない身体からだ使つかいだ。右手の回転運動に、時折加わる差し水の合いの手。心地ここちよい音が、鎮しずまりきった調ちよう理り場ばに響ひびき続ける。

「今日きようは、これくらいかな。コーチさん、ちょっと触ってみて」

「は、はい！」

　促して頂き、俺も手をよく洗ってから生地に指先を乗せる。もちっとしていて、なのに抵抗なく指が吸い込まれていく不ふ思し議ぎな感覚は、今まで味わったことのないものだ。

　ふと見れば、カップの中にはわずかに水が残っている。今日はここまで、という判断なのだろう。特に目盛りのようなものはないから、感覚によって導みちびき出された配分量に違いない。

「この手触りをよく覚えて、自分でもやってごらん。ここまでで最初の行程は終了だ。次は『踏み』を入れてコシを出すんだけど……」

「踏み、ですか？」

「うん。ビニールに入れて足で踏むんだよ。そうすることで力強さが出るんだけど、その前に一時間くらい生き地じを寝かさないといけないからね。だからまずはここまででひと段落だ」

　そういえば、前に子どもたちが作ってくれたときも足で踏んだって言っていたな。懐なつかしく、感動的だった記き憶おくがふと蘇よみがえってきた。

「わかりました。この生地くらいの硬さ……ですね」

「うん。ほんとはあまりよくないんだけど、初めてだから、水を入れ過ぎちゃったら少し粉を足すと良いよ。さて、僕がずっと見ていると緊きん張ちようさせるだろうし、いったん席を外すね。何かあったら呼んでくれ」

「はい、ありがとうございます！」

　新たに適量の粉が入ったボウルと塩水を用意し、継ぎ足し用にと別容器にも小麦粉を少し確かく保ほしてから外に出て下さる監かん督とくさん。よし、やるか。失敗しても自分で食べきれば無む駄だにはならないし、あまり構えず気楽に向き合おう。

　見よう見まねで粉に少しだけ水を混ぜ込む。これだとダマができるだけだな。まだまだ水が足りない。もう一度、二度と継ぎ足しては手を動かし、変化を感じ続ける。

　やがて、ボロボロだった粉にまとまりが出てきた。ひとまずこれくらいで水は様よう子す見みにして、しっかり練り込んでみるか。

「ん……違う。硬すぎる」

　根気よく混ぜ続けてから、改めて監督さんが残していってくれた見本の方を指で押してみると、弾性にはっきりと違いがあった。

　水が足りないのか、俺おれがこねた方は反発力が強すぎる。これだと茹ゆでてもぼそぼそで、あの甘美なる食感は得られないだろう。

　もう一度監督さんの方を、今度は自分でこねるつもりになっていじくり回してみることに。

　ああ、なんか気持ちいいくらいだな。力を受け止め、でも押し戻すことなく一いつ直ちよく線せんのベクトルを四方に散らしていく、強さと柔軟性を兼ねた極上のサスペンションに全身を抱かれているようだ。

「受け止めて……散らす、か」

　おぼろげに、なにかが脳裏をかすめた。

　これ、か？　上う手まく言葉にできないけど、今の感覚こそ、監督さんが俺にうどんを通して伝えたかったことなのか……？

　やにわに考え込む。でも、ダメだ。まだはっきりとは摑つかめていない。

「もっとだ。もっとうどんを……。もっと、うどんの神様に語りかけないと」

　再び自分で配合途中の生地と向き合う。少し水を足して、さらに練り込み、もう一度足し、練り込む。

「うん……。完かん璧ぺきとは言えないけど、だいぶ近いところまでは来た」

　跳ね返さず、突き抜けない。自然に力を受け止める、ギリギリのバランス感。

　ファウルを犯さず、圧おし負けない。自然に力を受け止める、ギリギリのバランス感。

　きっと、同じだ。

　至高のうどんに宿るコシを身に備えれば、バスケの神様の機き嫌げんを損ねることなく、自分たちの味方にできる。

　しかし問題は、この言葉にできない感覚的なイメージをバスケに変換し、子どもたちに伝えられるかだよな。

　うーん、あと少し、あと少しのところまでは来ている手て応ごたえがあるんだけど……。

　うどん打ちの工程はまだ残っている。続きの作業で、また何か見えてくるものがあるだろうか。ここから一時間寝かせなきゃいけないっておっしゃってたっけ。ちょっともどかしいな、この集中力が途と切ぎれないうちに、もっとうどんと対話を続けたい……。

「──おー？　おにーちゃん？」

　焦しよう燥そう感かんを抑えつけるように腕組みして唸うなっていると、不意に天使の福ふく音いんが響ひびいた。ついに神への祈りが届いてうどん天国へと到る扉ウドンズ・ゲートへの誘いざないが始まったかと思いきや、声のした方に顔を向けてみればそこにはひなたちゃんが立っていた。どうやら他ほかの子たちは一いつ緒しよじゃなくて一人ひとりみたいだ。

「やあ。うどん、おいしかった？」

「おー。とっても。でもでもひな、先におなかいっぱいになっちゃったから、みほしが休きゆう憩けいしてていいよって」

　なるほど。回れるだけお店を回るって言ってたし、他のみんなはもう一軒足を伸ばしに行ったということか。

「ここにおにーちゃんがいるって教えてもらったから、遊びにきました。おにーちゃん、なにしてるの？」

「んーとね、うどんを打ってみてるんだ。監かん督とくさんが、考え事の気分転換になるかもってアドバイスしてくれてさ」

　そう伝えると、ひなたちゃんは申し訳なさそうにぺこりとお辞じ儀ぎした。

「ひな、おじゃましちゃった？　じゃあかんとくさんのおうちで待ってる」

「いやいや、気にしなくても大丈夫だよ。しばらくは生き地じを寝かさなきゃいけないし、いてくれても全く問題……ん、そうだ」

「おー？　どうしたの？」

　呼び止めた直後、ある閃ひらめきが下りてきた。やっぱりひなたちゃんは俺おれにとっての天使なのかもしれない。

　しばらくうどんはいじれない。でも考えをまとめるため、うどんとの対話は継続したい。

　それならいっそ、自分自身がうどんになってみるというのはどうだろう。

「……あのさ、ひなたちゃん。実は、お願ねがいがあるんだ」

「おにーちゃんのおねがいなら、なんでもききます。なんでしょう？」

　万歳して喜んでくれるひなたちゃん。有あり難がたさを嚙かみしめ、俺おれは浮かんだままの願いを真剣な面おも持もちで伝えた。

「ちょっと俺のこと、踏んでみてくれないかい？」







　第一工程が終了したことを監かん督とくさんに伝え、生き地じを寝かせる準備を調ととのえて頂いてから、俺はひなたちゃんと共にお借りしている部へ屋やに戻る。

「それじゃあ、よろしく頼むよ」

「ほんとうにいいの？」

「うん、是非ひなたちゃんに踏まれたいんだ」

　冗じよう談だんで申し出ているわけではないことを真しん摯しな表情で伝え、床にうつぶせで寝転ぶ。この荒あら療りよう治じによって、もっとうどんと心を一つにしてみせるぞ。

「おー。わかった。それなら、ふみふみするね」

　右手を突き上げ、やる気を露あらわにしてくれるひなたちゃん。未み曽ぞ有うの体たい験けんを前に、なんだか武む者しや震ぶるいが押し寄せてきた。

　いや、落ち着かなければ。うどんはきっと、こんな高揚感を抱きながら踏まれたりするまい。

「おにーちゃん。くつした、脱ぐ？」

「……ん、そうだな。お願いするよ」

　ちょっと考えてから、首肯。面めん倒どうをかけちゃうけど、やっぱり余計なかぶせモノを取り除いた方が、イマジネーションが膨ふくらみやすいのではないか。

「かしこまり。とー」

「……っ!?」

　軽い気持ちで頷うなずいてしまった後で、事がわりと重大であると気付かされた。そうか、今日きようのひなたちゃんの出いで立たちはミニスカートに黒のタイツだから、あれを脱ぐとなると腰元から下へ引きずり落とす形になってしまうんだよな……。

「うんしょ、うんしょ」

　ぺたんと座り込み、両足首に絡みついた黒タイツを抜き取るひなたちゃん。図はからずも、倫理上マズめの要求をしでかしてしまったような。

　否。これはただ、真理の追究を求めた結果。どこにも動じる理由なんてありはしない。

「わーい。ぬげました」
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「お手間かけちゃってごめんね。……よし、踏んでくれ」

「おうどん作るときみたいに？」

「うん。両脚で力強く、こねくり回すように」

「おー。おにーちゃんをこねこねしてあげます」

　ひなたちゃんの小さな足音が近付いてくるのを確かく認にんし、俺おれは瞳ひとみを閉じた。

　浮かべるイメージは、白。まずは頭の中を空っぽにして、人としての雑念を忘れ去ろう。

　うどん。俺はうどん。甘美なる滑なめらかなコシで森しん羅ら万ばん象しようを受け止める、うどんそのもの──。

　その領域にきっと、今まで気付けなかった言葉を超えた世界がある。

「ふみふみふみふみおにーちゃんー」

　脊せき柱ちゆうに沿って、ひなたちゃんはかかとをずらしながら万遍なく背中に圧を加えてくれる。

「まだまだふにゃふにゃおにーちゃんー」

　筋肉を完全に弛し緩かんさせると、いくら体重の軽い少女とはいえ多少痛みが走る。加えられた力を受け止めきれず、内ない臓ぞうまで逃がしてしまっているせいだ。

「ひなのあんよで元気になあれ」

　かといって力みがあってもダメ。一点に集中させた筋肉運動で押し返そうとすれば、ベクトルがズレた瞬しゆん間かん均きん衡こうが崩れ、余計に負荷がかかる。

　必要なのは、中ちゆう庸ようのバランス。張らず緩ゆるめずのテンションを全身に行き渡らせて、どの方位から力がかかっても柔軟に、体勢を崩すことなく受け流す程よい緊きん張ちよう感かんがあれば、あらゆる不ふ慮りよに対しても動じることはない。

　思い出せ、監かん督とくさんの打ったうどんの感触を。あんな風に強さとしなやかさを併あわせ持てば、人の身体からだもまた究極の俊しゆん敏びん性せいに至れるはず。

「あ……」

　ようやく、見つけた。ひなたちゃんの体重を、触れている背中のみならず全身で受け止める『自然な脱力ポイント』。この構え方なら、不意に刺し激げきを受けるポイントがズレても痛みは一切感じない。言葉でどうこう考えるまでもなく、身体が自ら刺激を打ち消してくれる。

　あとは、このバランス感覚をどうやって短時間で子どもたちに伝えるか、だが。

「ひなたちゃん。次は……顔を踏んでみて」

　一度中断してもらい仰あお向むけになると、ひなたちゃんは眼めをぱちくりさせて驚おどろいた。

「おかお、痛くない？」

「大丈夫。平気だから、お願い」

　ダメでもともと。脳に一番近い神経を刺激してみよう。もしかすると、何か新しい世界に目覚めることができるかも。

「おにーちゃんのお願いなので、わかりました。えい」

「ふみゅ」

　右みぎ頰ほおに、ぺたんと柔らかなひなたちゃんの左足が乗っかる。

　つい力を込めてしまいそうになるが、そうすると逆に痛い。さすがにものすごく痛い。もっと張りを弱めて『遊び』を持たせておかなければ、身体に比べて筋肉に乏とぼしい顔面では負荷を受け止めることが不可能だ。いくら幼い少女のものとはいえ、表情筋で足とがっぷり四つの相撲すもうなんて取れるはずがない。

「……あ！　……ふふ、ふふふふふ」

「おー？　おにーちゃん、痛い？」

「いや、もう大丈夫。ついに、見つけたからね」

　まさしく！　という天啓を得て、踏まれたままなのにも拘かかわらず笑いがこみ上げてしまった。

　相撲……そうだ。

　あれを応用すれば、子どもたちにも短時間で教えてあげられるかもしれない。東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんのファウルトラップを瞬しゆん時じに受け流して散らす、中ちゆう庸ようのバランス感覚を。

「おにーちゃん、お探しものしてた？」

「うん。明日あしたの試合に向けての作戦をね」

「おー。ひなのふみふみで、思いついた？」

「うん。きっといいアドバイスができると思う」

「わーい。さすがはおにーちゃん」

　ああ、早くみんな帰ってこないかな。今すぐにでもこの悦よろこびを、全員と共有したい。

　──そんな願ねがいが、神様の耳に届いたのか。

「ごめんヒナ、おまたせ～！」

「さすがに食べ過ぎちゃった……ふぁっ!?」

　いきなり扉が開き、真ま帆ほと智とも花かを先頭に四人が部へ屋やに飛び込んできた。うどん屋さん巡りがひと段落したらしい。

「おー。おかえりなさい」

　にこにこ顔で振り返るひなたちゃん。

　ちなみに足はまだ、俺おれの頰ほおに食い込んだままだ。

　……ちょっとだけ、状況的にまずいのでは。

「おい昴すばる。……なにやってんの？」

　困ったことにミホ姉ねえまで帯同している。こめかみにくっきり浮かんだ青筋からして、あらぬ誤解が発生してしまっている可能性が非常に高い。これはちゃんと釈明しておかなければ命に関かかわる。

「みんな、違うんだ。これは考え事の気分転換になればと思って」

「それも、気分転換の結果か？」

　氷像のように一切顔つきを変えず、ミホ姉は床に落ちていたひなたちゃんの黒タイツを指さした。

「や、やっぱり生なまの方が魅み力りよく的てきだったから……っ!?」

　頰に素足のぬくもりを感じたままもごもごと状況説明を続けていた途中で、今さらとんでもないことに気付かされた。

　な、なんで。なんでひなたちゃんが脱いだタイツの中に、いちご柄の白い布のようなものが混ざっているんだ……？

　あ、あれは、まさか。俗に言う……下着というやつなのではあるまいか。

　まさかひなたちゃん、タイツを脱ぐとき一いつ緒しよに!?

　と、いうことは。今、ひなたちゃんの『おめしもの』状況は!?

「おー？　ひな、ぱんつも脱いじゃってた。うっかり」

　もし視し線せんを上げたら大変なことになると知り、俺はしたたり落ちる脂あぶら汗あせも拭ぬぐえぬまま全身を硬直させる。

「おーいみんな、ちょっと外出て待っててくれ。……今から昴と大事な話があるから」

　ゆっくりとミホ姉が近付いてくる中、俺は目を閉じそっと覚悟を固めた。

　たとえ身体からだを犠ぎ牲せいにしてでも、さっきの閃ひらめきの記き憶おくだけは守りきろう……。
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　力を入れようが抜こうが、サブミッションの痛みは軽減されないことを学んだ。

　ともあれなんとか気絶する前に真なる目的を説明し（なぜかどん引きされたけど。なぜだ）、這ほう々ほうの体ていだが許しを得ることができたので、早速思惑を試すため子どもたちに集合してもらう。

　外に手て頃ごろな場所を探しに行くと、小さな公園を見つけた。スペースとしてはこれくらいあれば充分。逆転の策は、ここで授けることにしよう。

「これでよし、と」

「なになに？　すばるん、なにするの？」

　その辺から木の枝を拾ってきて土の上に半径50㎝ほどの円を描くと、真ま帆ほが興きよう味み津しん々しんにしゃがみ込んだ。準備もできたし、そろそろ連れ出した理由を教えないと。

　ただし、これをやる『目的』の部分は、あえて黙だまっておく。きっとその方が感覚的に伝わりやすいのではないか。

「えっとね。みんなは『手て押おし相撲ずもう』ってやったことある？」

「手押し相撲……。あ、わかります！　この円の中で二人ふたりが両手と両手で押し合って、足が動いた方が負け──っていうゲームですよね」

　記き憶おくを辿たどるように人差し指を唇に添えた智とも花かが、思い至ってぽんと手を叩たたく。残る四人も頷うなずきを返してくれたので、詳しい説明はしなくても大丈夫そうだな。

「そうそう。今からそれをやってみようと思うんだ」

「手押し相撲を、ですか……？」

　バスケとどう関係あるのかわからないといった感じで、首を捻ひねる愛あい莉り。無理からぬことなので、やっぱりもう少しだけ説明を付け加えておこう。

「このゲームの攻略法が、東ひがし川かわさんと松まつ島しまさん攻略法にきっとそのまま繫つながると思う」

「マジで!?　教えて、その攻略法！」

「いや。これはできれば自分自身で見つけて欲しいんだ。言葉で聞くより、感覚で身につけた方が実戦で生きやすいと思うからさ」

　ぐっと両手を握りこんだ真帆にそう伝えると一いつ瞬しゆん残念そうな顔を見せたが、すぐに『まあ、楽しそうだしいいや！』と上じよう機き嫌げんに納得を示してくれた。

「おー。わかった。みんなとしょうぶすればいい？」

「そうだね。ひとまずは難むずかしく考えず、総当たりで自由にやってみてよ」

　ひなたちゃんも乗り気だ。やることは練習というより遊ゆう戯ぎそのものなので、楽しみながら何度もトライしてもらえるだろう。

「では、始めましょうか。……ふふ、でも長は谷せ川がわさん」

「ん？」

「私、これ相当強いですよ。自信あるんです」

「おお、そうなのか。よし、ぜひその実力を見せてくれ」

　紗さ季きがここまではっきり宣言するのは珍しいな。よほど、過去に実じつ績せきを積つみ上げてきたのだろう。

　となると願ねがってもない好都合だな。五人の中でいちばん紗季が強いという状況ならば、予想より早く理解が浸透する可能性を感じる。

「──はっけよーい、のこった！」

　オリエンテーションはほどほどに、ゲーム開始。勝ち残り方式でどんどん対戦を繰くり返してもらう。

「ふぁ……!?　ま、また負けちゃった……」

「紗季ちゃんすごい……。これで、十二人抜き？」

「ふふ、言ったでしょ。自信あるって」

　言葉に違たがわず、紗季の実力は圧倒的だった。体格に勝る愛あい莉りも、パワーなら互角以上であろう智とも花かと真ま帆ほも、まるで歯が立たず円からはじき出されていく。

「おのれちょーしにのりおって！　あたしが止めてやる！」

「真帆が一番弱いけどね、この中で」

「なんだとー！　そんなわけあるか！」

　智花に替わり、輪わの中へ入るや闘とう争そう心しんをむき出しにする真帆。

「おりゃ～……っととととっと!?」

　しかし、開始の合図と同時に繰くり出した渾こん身しんの張り手は、あえなく紗季に的を逸そらされ空振りに終わる。

「焦りすぎよ、そんなことだからあんなにファウル……」

　そのままバランスを崩しリングアウトしてしまった真帆に困り笑いを向け語りかける紗季だったが、途中でハッとして言葉を途と切ぎれさせる。

　うん、やっぱり紗季が一番早く伝えたいことを吞のみ込んでくれそうだ。

「うう、もう一回！　今のナシでもう一回！」

「真帆、一度じっくり紗季の戦いぶりを見てみよう。次はひなたちゃんだ」

「……はーい」

　肩をがっくり落としてしゃがみ込む真帆と代わり、今度はひなたちゃんが戦いの舞ぶ台たいに。

「ひながかなり強敵なのよね～」

「おー。まけないぞー」

　紗季の困り笑いが示す通り、二番手の実力者は現状ひなたちゃんだろう。この二人ふたりの対決は、毎回独特な緊きん迫ぱく感かんに包まれる。

「………………」

　両手をやや前に突き出した体勢のまま、静かに相手の出方を探る紗さ季き。いっぽうひなたちゃんはウサギの耳を真ま似ねるような独特のフォームで、ニコニコ顔の奥に気配けはいを隠している。

「やっ！」

　一度目のコンタクト。紗季がひなたちゃんの掌てのひらを素早すばやく突くが、身体からだの軸は二人ふたりともまったく動いていない。

「ヒナはなんで押されてもぜんぜんへーきなんだろ？」

「……たぶん、余計な力が入っていないんだよ。衝しよう撃げきが肩から下に伝わらないよう、腕で受け流しているんだと思う」

　不ふ思し議ぎそうに呟つぶやく真ま帆ほに、智とも花かが戦いから眼めを逸そらさないまま答える。智花も、決定的な違いに気付き始めているようだ。

　そう、このゲームで頭角を現している二人は、『構え』の部分で大きな差がある。智花と真帆と愛あい莉りは今まで、相手を力で押し出すことに気持ちが向きすぎていて、全身が一本の幹みたいになってしまっていた。

　しかし紗季とひなたちゃんは違う。いわば、手は柳の枝葉。体幹から独立させ柔らかく使っているから、衝撃が来ても風にたなびくようにベクトルを外へ逃がすことができる。

「とー」

「……ん、危ない危ない」

　一いつ閃せん、ひなたちゃんが予備動作無しで攻こう撃げき。さして強烈な一打というわけではないのだが、攻めっ気を少しも表に出さないままいきなりだったので紗季もややドキリとしたようだ。

　力は抜いている。でも、瞬しゆん時じに動けるよう神経は末端まで行き届いている。この状態が、人間にとって最も盤ばん石じやくな状態。どんな不ふ慮りよの攻守にも対応できる、最速の構えだ。

　小麦粉が筋肉だとすれば、さしずめ水は全身に流れる血、そして関節。粉ばかりをつかっても、ただ硬く脆もろい粘土のまがい物ができるだけ。外から加わる圧力を優やさしく受け止め、小気味よく押し返す『コシ』は、水の柔らかさを絶妙な配分で取り入れなければ顕けん現げんしない。

　たった三つの素材の足し引きでいかようにも姿を変えるうどんが。讚岐さぬきの大地が。今まで感覚だけでなんとなくこなしてきた人体の大原則をはっきりと認にん識しきさせてくれた。

　問題は、このいたってセンシティブなさじ加減を、どうやって短期間で子どもたちに伝えるか、だったが。

「そっか……。勝たなきゃ、倒さなきゃって思いすぎてカチコチになってたから、すぐバランス崩しちゃうんだな、あたし」

「いちどバランスを崩すと、もう自由に動けなくなっちゃうもんね……。そうなったら、相手の好きなようにやられちゃう。手て押おし相撲ずもうでも……それに、バスケでも」

　どうやら既に全員、覚かく醒せいへの萌ほう芽がが始まっているようだ。真帆も愛莉も真意に気付いてくれて、いっそう顔つきが真剣になっている。

　やはりみんな、感覚が鋭するどい。五人の吸収力があれば、座学やボールを使うより何度も繰くり返し『実践』の機き会かいを作れるこの方法が理解を深める最速手では……という読み。ばっちり当たりそうだ。

「そこ！」

「きゃー」

　決着が付いた。最後は紗さ季きが連続攻こう撃げきで戦いに焦じれた感を装い、反撃に出ようと打ち返したひなたちゃんの手が伸びきったところで本命の一打をお見み舞まい。腕が一いつ直ちよく線せんになっている状況では、さすがにショックを吸収しきれない。見事な作戦勝ちの一本だ。

　体の使い方は既に両者ともほぼパーフェクトなのだが、今のところ紗季の方が戦略性に勝まさっているので優ゆう性せいとなる。だけどひなたちゃんも非常に覚えが早い子なので、次やるときは紗季の技を吸収し、更なる強敵となっていることだろう。

「次はわたしだねっ。えへへ。少しずつ、やり方がわかってきたよ」

「ふふ、それは困ったわ。このまま無敗の女王として君くん臨りんし続けたかったのに」

　間を置かず、次なる挑戦者として愛あい莉りが円の中に入っていく。早く摑つかんだ手て応ごたえを確たしかなものとしたかったのだろう。普ふ段だんの穏おだやかな性格からすると意外なほどの積せつ極きよく性せいだ。

「チャンス！　えいっ…………て、もしここで攻めたら反撃されちゃうんだよね」

「残念、バレてたのね。これはそろそろ追いつかれちゃうかもね……」

　紗季の狙ねらいを看破し、攻めのモーションを寸止めする愛莉。うん、体幹の使い方にほとんどブレがなくなったし、身体からだだけじゃなく心の方も力みが取れて、相手のことをよく観かん察さつする余裕もできている。

　最終的には紗季に軍配が上がったものの、この戦いもかなり拮きつ抗こうした長期戦となった。意図は伝わったと見て間違いないし、そろそろ回転率を高めて場数を増やした方が良いかな。

　確かく信しんを持って俺おれはもう一つ地面に円を描き、土俵を二つに増やす。あとは習うより慣なれろだ。

「あっ……。ん～、やっぱり反射神経勝負になるとトモには敵かなわないわね」

「ふふっ、やっと紗季に一勝できたよ」

「わはは、どーだヒナ！　あたしの勝ち～」

「おー。まほ、とっても強くなった」

　するとみるみるうちに五人の実力は拮抗。紗季も連戦連勝というわけにはいかなくなり、攻撃後に隙すきを見せなくなった智とも花かと真ま帆ほのスピードが場を圧倒する場面も増えてくる。

「長は谷せ川がわさんっ。少しずつ、わかってきた気がします。明日あした、どういう風に戦えばいいか」

　自信を回復させた愛莉に頷うなずく。手て押おし相撲ずもうからバスケに競きよう技ぎが変わっても、基本は同じだ。力みすぎず、体幹のバランスを常にフラットな位置に保っておけば不測の事態にもすぐ反応できるし、相手も罠わなを仕掛けづらくなる。

「この感覚をちゃんとバスケでも活いかせるか、少し心配ですが……」

「できるよ、大丈夫。今まで一年間基き礎そをみっちり学んできたみんなだから、やるべき事は身体からだが覚えている。身体の声をちゃんと聴きいて、それを頭で邪じや魔ましようとさえしなければ、みんなのバスケの方が、絶対に強い」

　月並みすぎる言葉だが、やっぱり努力は人を裏切らないのだ。後はただ、自分の中に蓄えられた力の使い方を間違わなければ良いだけ。

　東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんの体格と才能が群を抜いているのは事実だけど、スポーツはそれだけじゃ足りないということを、みんなが証明してくれるはず。

　仮にもし通用しなかったとしたら、それは努力の方向が間違っていた場合だろう。つまり、指し導どう者しやが悪い。俺おれの全責任だ。

　そうではないと。慧けい心しん女じよバスと共に、俺たちは肩を並べて成長してきたと確たしかめるためにも、明日あしたは『コーチ、長は谷せ川がわ昴すばる』にとっても集大成。最後の試し金きん石せきとなるゲームに違いない。

「はい。昴さんが教えて下さったこと全部を使って、必ず勝ってきます」

　頼もしい智とも花かの笑え顔がおに、俺の顔もまた自然と綻ほころぶ。

「よし。もう目的は果たせたし、手て押おし相撲ずもうはこれくらいにして帰ろうか」

「いんや、ちょっと待った！」

　満足感を露あらわにそう伝えたところ、真ま帆ほから制止の声が。

「もう少し続けたい？」

「ていうか、まだ対決してない相手がいるではないか！　すばるん、あたしと勝負だ！」

「ああ、そういえば……」

　指摘されて気付いたが、俺も加われば六人だったから後半は一気に三試合ずつ回すこともできたんだな。ただ、その場合待たい機きメンバーがいないから入れ替えに時間がかかってかえって非効率だった可能性もあるけど。

　なんにせよ、真帆の希望なら受けてあげるか。

「よし、いいよ。待ったなしの一本勝負で」

「くふふ、そうこなくっちゃ！」

　快かい諾だくを示して、土俵の中へ。お互い軽く両手を前に出して臨りん戦せん態勢を取る。

「おっし、いくぞ！　はっけよ～い」

　真帆自身による開始の合図。まずは急がずに出方を窺うかがっておくか。

「のこった！」

「…………えっ？」

　という吞のん気きなプランは、出で端ばなから白紙となった。かけ声と同時、真帆がジャンプ一番、俺の腰めがけて飛びついてきたのだ。

　ええと、これは。
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「真ま帆ほ、動いたら負けだよ……？」

「いーのいーの。……すばるん、いつもありがと」

　頰ほおを染めながら俺おれのおなかにぎゅっと頰をあてる真帆を見下ろして、なんだか胸の奥がきゅっと痺しびれるような感覚を味わう。

「いつでもあたしたちのことを助けてくれて、ありがと。すばるんに会えて、本当によかった」

「……真帆」

　冥みよう利りに尽きるとは、このこと以外に何があろう。ふわりと花のような香りが漂ってきてどきどきしてしまうけど、今は黙だまってされるがまま佇たたずむ。

「おー。まほ、ずるいー」

「……わ、ひなたちゃん」

　すると、頰を膨ふくらませながらひなたちゃんも真帆の隣となりから俺の胴に手を回す。

「ひなも、おにーちゃんに会えて、ばすけを教えてもらえたから、毎日がもっともっとたのしくなったよ。ありがとう」

　いつもなら、きっと躊ちゆう躇ちよしてしまっただろう。けど、今日きようだけは許して下さいと心の中で誰だれにともなく念じて、そっと二人ふたりの肩に手を添える。

　休部事件に巻き込まれてしまったときは、自分の不運を呪のろってしまったけど。

　違ったな。こんなに幸せなバスケがいつも傍そばにある人生、地ち球きゆう全部を探したって他ほかには見つからないほどの幸運に違いない。

「わ、わたしもとってもとっても感かん謝しやしていますっ。臆おく病びようで、何もできなかったわたしが、バスケと長は谷せ川がわさんのおかげで、変わることができましたっ」

「私もです！　昴すばるさんと出会えなかったら、今ごろもう、私はきっとバスケを諦あきらめてしまっていました。私のバスケは、昴さんのバスケですっ」

　さらに、愛あい莉りと智とも花かも駆け寄って、ぎゅっと輪わに加わってくれる。ああ、なんだか涙が出てきそうなほどに嬉うれしい。

「……おいサキ、早く来なよ」

「わ、私はそういうの」

「そのパターン前もやったから。どうせ来るんだしメンドーな迷ったフリしなくていいから」

「う、うるさいわね！　わかったわよ！」

　真ま帆ほの呆あきれ声ごえに対する抗こう議ぎとは裏腹に、紗さ季きが全力ダッシュで走ってくる。五人揃そろって慕ってくれている事実に、さらなる感動を覚えずにはいられない。

　……でも、この流れはおそらく。

「長谷川さんっ！　ふつつかものですがっ！」

「紗季──うわっと!?」

　ずしん、というダメ押しの衝しよう撃げき。わかっていても五人分の身体からだは支えきれず、不覚にも土で足を滑らせ仰あお向むけに倒れ込んでしまった。

「きゃー」

「はうっ!?」

「ふぇっ!?」

　その上になだれ込んでくる子どもたち。どんな物理法則の悪戯いたずらなのか、全員が俺の胴の上にすとんと馬乗りになってしまった。

「こらサキ！　わざとか!?」

「違うわよ！　ご、ごめんなさい長谷川さん……！」

「い、いやいやこっちこそごめん……！」

　慌てて首を持ち上げ謝あやまるものの、紗季が何番目に乗っかっているのかわからなくて表情までは覗うかがえない。

「ふふっ」

　代わりに一番近い位置にいる智花が、穏おだやかに微ほほ笑えんでくれた。

「昴さん。明日あした、必ず勝ちますね」

「うん、期待してる。みんななら絶対に大丈夫」

　木こ枯がらしが強く吹くが、不ふ思し議ぎと寒さなんて感じない。

　この五人といっしょにいる時は、いつでも心が温かだ。




「お、見つけた。にゃはは、みんなここにいたか～。監かん督とくさんに今晩の夕食はうどん以外にした方が良いか訊きかれたんだけどどうす…………る？」




　──そんな想おもいが叔お母ばによって瞬しゆん間かん冷却されるケースも、たびたび起こってしまうのだけど。

「……昴すばる。お前すごいな、ある意味。舌の根も乾かぬうちに、お天てん道と様さまの下で堂々とまあ」

　俺おれのつむじの前に立ち、逆光を纏まといながらミホ姉ねえが機き械かいのような笑えみを浮かべる。

　パンツまる見えだと伝えたら隙すきができるかな。逆効果間違いなしだな、やめておこう。

「ミホ姉、話を聞いてくれ」

　やむなく子どもたちをおなかに乗せたまま、ありったけの誠意を込めて釈明を試みる。

「おう、お前が少年院に入ったらときどき面会くらいには行ってやんよ」

「ふご!?」

　踏まれた。顔を。土足で。

　おかしい。さっきひなたちゃんに踏んでもらったときは天にも昇る心地ここちよさだったのに、今は死し線せんしか見えない。この差はなんだ。

　やはり、料理を美お味いしくする最高のスパイスは『まごころ』なのかな。

　そういう問題じゃないか。
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「では、早速始めようか」

　ストレッチの全メニューを消化するや、監かん督とくさんが広く周りを見渡して静かに告げた。

　いよいよ、八や栗くりドレッドノータスとの合同練習最終日。そして互いの全能力を懸かけた決戦の時が幕を開ける。

　なぜか俺おれ自身が抵当に充あてられてしまったことも、ミホ姉ねえに踏みにじられた鼻先の痛みもひとまず忘れ、チーム慧けい心しんの一員として今はただこのエキシビションマッチに全神経を集中させなければ。

「長は谷せ川がわコーチ。教え子さんたちサクッとボコボコにしますけど、悲しまないで下さいねっ」

「あとで私たちが慰なぐさめてあげますから。全身で♪」

　立ち上がり、輪わを作る俺たち五人の真ん前に我が物顔でやって来て、ずいぶんな売り言葉をぶつけてくる東ひがし川かわさんと松まつ島しまさん。

『……………………』

　だけど智とも花かたちは皆知らん顔で軽く目を閉じ、深呼吸を続けている。気負いなく、でも余計な雑音になんて惑わされない究極の集中状態であることが、容易に見て取れた。

　ある意味では二人ふたりに感かん謝しやしよう。もしかしたら今日きよう、幾多経けい験けんしてきたクラッチタイムすら超える、慧心女バスの再進化が日の目を見るかもしれない。

　これで全く歯が立たないというのなら、その時は十年後くらいに日に本ほん女じよ子しバスケがオリンピックで金メダルを獲かく得とくしてしまうだろう。

　まあ、それも東川さんと松島さんがこのままバスケを続けていればの話だけど。

　お世話になった監督さんへの恩返しもある。続けさせてみせよう。今日、はっきりと挫ざ折せつを経験してもらい、それを糧かてにすることで。

「勝負下着も買ってきたんですよぉ、コーチ」

「今は脱いじゃいましたけど。あっ、でも汗が染み込んでる方が好きなら試合中も着けて蒸むらしておきますけど──」

「ごめん、これから最後のミーティングするから、席を外してもらえないかな？」

　ちょっと冷たさが混じる言い方になってしまったけど、仕方ない。ここからは俺も全ぜん身しん全ぜん霊れいをバスケに向けなければ。

　いちいちトンデモ発言にずっこけてる時間は終わりだ。

「む、ノリ悪ーい」

「……後悔しますよーコーチ。十点差くらいで勘弁してあげようかと思ってたけど、ダブルスコア、トリプルスコア……それ以上差が付いておチビちゃんたちが泣いてもしーらない」

　眉み間けんに皺しわを寄せつつ、踵きびすを返す二人。やっと円陣に静寂が戻ってきた。

「……下着脱いじゃったって、あいつら今パンツはいてないのかな」

「確たしかめてみる？　転んだふりしてショーパン引きずり降ろして」

　ちらりと東ひがし川かわさんたちの後ろ姿を確かく認にんしてから、真ま面じ目めな顔で相そう談だんを始める真ま帆ほと紗さ季き。冷静なのがちょっとだけ逆に怖いな……。

「こらこら。ミニバスケットボールのスローガンはなんだったけ？」

「おー。ゆうじょう」

「ほほえみ」

「フェアプレー。ですね」

　苦笑と共に窘たしなめると、ひなたちゃん、愛あい莉り、智とも花かの順で答えをリレーしてくれた。『あ……』と顔を見合わせ、可か愛わいらしく舌を出す紗季と真帆。

「ふふ。そうでした、ごめんなさい」

「にしても、あいつらミゴトに三つとも全部ないな」

　あはは……。確かに、いろいろ逆行している感じはあるなあ。ファウルトラップを仕掛けること自体は、別にアンフェアとまでは言わないけれども。

「じゃあ尚なお更さら、見せてあげようよ。本当のミニバスケットボールってやつをさ」

　わざと不敵な表情を作って一人ひとり一人ひとりの目を見つめていくと、静かに自信に溢あふれた頷うなずきで応じてくれる。

　そして一つ、また一つと円の中心に向けて伸ばされる右手。俺おれも一番上に、自らの掌てのひらと信頼を重ねる。

「慧けい心しん女じよバスっ、ファイト！」

『おー！』

　智花のかけ声を合図に、揃そろう六つの声。アウタージャージを脱ぎ捨て、白と水みず色いろのチームカラーに包まれた慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部のユニフォームが、再び光溢れるコートの上で躍おどる。

　最後にほんの少しだけ方針を確かく認にんし合い、俺は満を持してみんなを送り出した。






慧心　０─０　八や栗くり








「昨日きのう決めた通り、試合時間は十分間の一セット勝負。タイムアウトはお互い一回だけ可。メンバー交代は不可。それ以外は通常通りのミニバスルールだ」

　センターコートに整せい列れつした十人の前で、監かん督とくさんが改めて方式を確認する。十分というのは通常の一クォーターよりも長いものの、前後半の区切りすらないこのルールだと、おそらく開幕から死力を尽くしたスプリント勝負となるだろう。

「５ファウルで退場者出たらどうすんの？　くくっ、一昨日おとといの感じだと間違いなく出そうだけど？」

「その時は四人で戦うわ。もし、出たらの話だけどね」

　挑発心丸だしで顎あごを持ち上げる松まつ島しまさんに、紗さ季きがすまし顔で返答。うん、良い感じでニュートラルな感情をキープできているな。

「……なんか、ナマイキ。いーよ、そっちがそんな態度なら今日きようはちょっとだけ本気出してあげる。さーて、十分で何点差付けられるかなぁ。……ゆーな、ジャンプボール私やるね」

「わお、肉食系」

　むしろ、僅わずかながら東ひがし川かわさんの苛いら立だちが目に付くくらいだ。別にささやき戦術トラツシユトークを仕掛けたわけでもないのだから、これでプレーに支障が出たとしてもただの自滅だろう。

　ま、そんなヤワなメンタルの持ち主ではなさそうだけど。

「アイリーン、よろしくな」

「……うんっ」

　慧けい心しんはもちろん奇策など用いず、安定の愛あい莉り。そもそも純粋な高さ勝負で奇策なんてあるわけないんだけど。

「では、ティップオフだ」

『よろしくお願ねがいします！』

　礼を交わし、愛莉と東川さんに攻守決定戦を託してセンターサークルを囲む両メンバー。監かん督とくさんが、コートの中心でボールを掌てのひらに乗せる。

　──ピッ。

　ホイッスルが響ひびき、試合開始。真上に放ほうり投げられたオレンジの球体目がけて、二人ふたりが飛び上がる。

「ふん、楽勝ッ！」

　勝ったのは……東川さん。愛莉はやや反応が遅れ、身長のアドバンテージを活いかすことができなかった。弾はじかれたボールは一いつ直ちよく線せんに松島さんの方へ飛んでいく。

「さすが灯あかり、ナイスパ──」

「くふふ、ナイスパ～ス！」

「──っ!?」

　しかしボールを押さえたのは、真ま帆ほ！　松島さんの足あし許もとから身を低くしてにじり寄り、絶妙なタイミングでインターセプトを決めてみせてくれた。

　よっし、ドンズバ。絵に描かいたような一昨日おとといの意い趣しゆ返がえしが決まったな。わざと愛莉にジャンプボールを捨てさせた甲か斐いがあった。

　実はさっき、もし仮に東川さんか松島さんのどちらかがジャンパーになったら、一発狙ねらってみようと打ち合わせておいたのだ。

　もちろん通常であればこんなリスクは取らない。しかし、今回に限ってはあまりにも明白だったからな。東川さんがジャンパーなら松島さんに、松島さんがジャンパーなら東川さんに向けてボールを弾はじくであろうと、九く分ぶ九く厘りん確かく信しんがあった。

　逆に言うなら、誰だれの前に立てば容易たやすくパスカットできるかが初めからわかっていたということだ。ノーリスクに近い確率で二人ふたりの心理に揺さぶりをかけられるなら、試さない手はない。

「よっしゃ、今日きようのあたしはキレッキレだぜ！」

　加えて、真ま帆ほは追い風を受けてどんどんパフォーマンスを上げていくタイプ。序じよ盤ばんからスタートダッシュを決めたいこの試合形式において、見えているエナジー補給ポイントを逃のがすなんてあまりにも勿もつ体たいない。

「ちょーしのんなあほガキ、すぐ取り返すっつーの」

　そのまま速攻といければなおよかったが、さすがに見逃してはもらえず。ドリブルで敵陣を目指す真帆の前に東ひがし川かわさんが回り込み立ちはだかる。

「………………」

　一いつ旦たんパスを求めるようなそぶりを見せながら、言葉を吞のみ込み紗さ季きが逆サイドに陣取った。今は真帆に任せておいて大丈夫という判断だろう。俺おれも同感だ。

「さーて、どっちに攻めようかなー」

「早くしなよ。どっちでも同じだから」

　ドリブルを継続しながら足を止め、隙すきを窺うかがう真帆。東川さんも腰を低く落とし、即座に反応できるよう鋭するどく睨にらみを利かせる。

　あまり真ま面じ目めに練習してなさそうなのに、フォームとかすごく理にかなってるんだよな。これもセンスの賜たまものだろうか。

　ちら、と真帆が視し線せんを左に向ける。それを見逃さずほんの幽かすかに、同じ方向へと肩を揺らす東川さん。

「──っし！」

　しかし、真帆の動きは陽動。視線だけのフェイクで体勢を崩してから、狙ねらい澄すまして反対方向へのドライブ。

「バレバレだばーかッ！」

　片や東川さんの反応もまた、次の動作に向けた伏線だった。気配けはいを見せたのはコンマ数秒の間だけ。真帆が切り込んだ時にはもう、その身体からだは元の位置、それどころか反対側へと傾き始めている。このままだと互いの進行方向が重なり、受ける側がファウルを演出する絶好の機き会かいが訪れてしまう。

　もし真帆が、本当にドライブで抜き去るつもりだった場合は、だけどな。

「バレバレなのはどっちだっつーの！」

「な……？」

　らしくない、というべきか。今の東川さんの誘いは一昨日おとといに比べてわざとらしすぎた。少し焦りもあったのかもしれない。騙だまされたと見せかけて騙す、という状況を作り出したい気持ちが前に出すぎていて、真ま帆ほの狙ねらいにはもう一段先があることを、読み切れなかったようだ。

「いけ、もっかん！」

「うん、まかせてっ！」

　真の攻め手は、ドライブではなくパス。しかも通した場所は東ひがし川かわさんの股またの間だ。相手が横に方向転換してくることまで読み切ってなければ足に当たっていたであろう絶妙な位置を、真帆は鋭するどく射い貫ぬいてみせた。

　常に張らず緩ゆるめずで体幹の均きん衡こうを動かさず、前に出ながら重心は真ん中に保っていたからこそ可能となる、急転直下のスイッチアクションだ。

　意い識しき的てきに柔らかく身体からだを使うことの恩恵は、こういう場面でも大いに活いきる。

「智とも花かちゃんナイッシュ！」

　低い弾道のパスは東川さんのみならず相手全員の虚を突き、ボールを受けた智花はほぼほぼノーマークでレイアップを決めて愛あい莉りとハイタッチ。見事貴重な先取点を摑つかみ取ってくれた。

　アイコンタクトすらなしで真帆の意図を汲くみ取り、バトンを繫つないだ智花もまた素す晴ばらしい。これぞ、一年間共に切せつ磋さ琢たく磨まし合った重み。経けい験けんが、五人の意志をテレパシーのようにタイムラグゼロで共有させてくれる。

「ちょっとばかり先にデカくなったからってユダンしすぎだ。足あし許もとがお留守だよん」

「……こいつ、絶対泣かせる」

　連続で真帆に翻ほん弄ろうされて、東川さんの怒りはもはや誰だれの眼めにも明らかだ。あれほど感情が尖とがった状態で前みたいな余よ裕ゆう綽しやく々しやくに構えたプレーを繰くり出すのは、常じよう識しき的てきに考えれば難むずかしそうだが、さて。

　なんにせよ、まだ油断なんてできるはずもない。一人ひとりを押さえ込めば勝てる相手だったなら、別段攻略法に悩む必要もなかった。

「灯台もと暗し。……灯あかりだけに。きゃはは♪」

「うるせー！　オヤジギャグかよ！」

「はいはいちょっと休んでな。バスケにアツくなるなんてらしくないよん」

「あっ!?　待てこらゆーなっ！」

　東川さんからもぎ取るようにボールを確かく保ほし、単身攻め入ってくる松まつ島しまさん。

　ここでまた翻弄されたら、東川さんのボルテージも平常に戻ってしまうだろう。このディフェンス、早くもゲームの行く末を大きく左右する鍵かぎとなりそうだ。

「──行かせませんっ」

「ま、当然そうくるよね」

　マークに付いたのは愛莉。正攻法で、松島さんの持つ高さのアドバンテージをまずは削る。

「ほらほら、そんな弱気じゃ押し込まれちゃうよん！」

「んっ……！」

　松まつ島しまさんは迷わずパワープレーで愛あい莉りをぐいぐい征圧しようとする。ほんの紙一重加減を間違えば、自分がファウルを取られてしまうほどの力ちから業わざ。だからこそ、前回は一転巻き返しを図ろうとした瞬しゆん間かんを狙ねらわれた。

「ん、あれ……？」

　しかし、あの時のように上う手まくはいかない。

　松島さんが何度前進気勢を見せようと、愛莉の身体からだは動かず。ポストラインに迫ることすら許さない。

　手て押おし相撲ずもうと同じ原理だ。こちらから押し返そうとすればするほど、関節が固まり衝しよう撃げきが足の先まで伝わってしまう。そうなれば当然、身体が伸びきったところを攻められ踏ん張りきれずたたらを踏んだり、軸をずらされバランスが崩れ、ファウルトラップの餌え食じきになってしまったりする。

　それを防ぐためには、上半身で衝撃を外に受け流してしまえば良い。一見矛む盾じゆんしているようだが、適度に力を抜いて『遊び』を持たせた方が、結果的には強いのだ。

　巨木が倒れるような突風が吹いても、稲穂は衝撃を受け流し大地に根を張り続けるのと違わぬように。

「すごいなコーチさん。身体使いが見違えた。この短い期間でどうアドバイスしたんだい？　力むなって言ったってそうそう上手くはいかないだろう。むしろ意い識しきしすぎて逆効果にだってなりかねない」

　審しん判ぱんとしての眼めをコートから離はなさないままで、監かん督とくさんがこっそりと感嘆の声をあげて下さった。

「監督さんのおかげです。うどんの教え、しっかりと受け止めました」

　これを機きと、今まで伝えそびれていたお礼の言葉を口にする。本当に、いくら感かん謝しやしてもしきれない。おかげでコーチとして、皆にバスケ……いや、それに留とどまらず運動法則の根源に繫つながるスキルの新たな切り口を伝え残すことができたのだから。

「うどんの教え……ってなんだい？」

「もちろん、監督さんの『うどんからバスケを学べ』というメッセージです」

「えっ？」

「えっ？」

　おかしいな、どうも話が嚙かみ合わない。

「そのために、俺おれにうどんを打ってみるようアドバイスして下さったんですよね？」

「いや、あれは言った通り、気分転換にでもなればと」

「………………」

「………………」

　まさか、そのままの意味だったのか。

　じゃあ俺おれが聞いたあの覚かく醒せいの声って、ただの勘違いから生まれたもの……？

「コーチさん。君はもしかしたら、選手としてだけじゃなく指し導どう者しやとしてもものすごい才能の持ち主なのかもしれないね……」

　溜ため息いき交じりで頭を搔かく監かん督とくさん。褒ほめて頂けているような、通り越して呆あきれられてしまったような、どちらとも取れる響ひびきだった。

　……まあ、いいか。結果的に、五人の動きに安定感が増したのは事実なのだから。

「なんで、ビクともしないわけっ……!?」

「っ!?」

　局面が動いた。ついに松まつ島しまさんの苛か烈れつなアタックが、愛あい莉りを仰あお向むけに吹き飛ばした。

　だが、これは。

『黄、７番、チャージング！』

「な、私ッスか!?」

「当たり前だろう！　誰だれがどう見てもオフェンスファウルだ！」

　愛莉は倒されたというより、自らここぞと倒れ込んだ形。あの勢いでぶつかられたら間違いなくファウルになると確かく信しんし、耐える必要すらないと判断したのだ。

　またしても、意い趣しゆ返がえしが成立。愛莉を精神的に縛しばるため反則を犯させたかったはずの松島さんが、自らの判断ミスで逆にファウルを累るい積せきさせる形となった。ただ二点を防いだのみならず、未来のスコアを大量に引き寄せるファインプレイだ。

「あいり、痛くない？」

「うんっ、平気だよひなちゃん」

　差し出された手を微ほほ笑えみながら握り返し、何事もなかったかのように立ち上がる愛莉。

　本当に、強くなったな……。その頼もしい背中から、眩まぶしさのようなものすら感じずにはいられない。

「さあ、しっかり決めて四点差にしちゃいましょ！」

　ターンオーバーとなり、紗さ季きがみんなを鼓こ舞ぶしながらじっくりとドリブルで進攻していく。

「おうよ！　こいサキ！」

「こっちも準備できてるよ！」

　合わせて、一気にインサイド目がけて走り込む真ま帆ほと智とも花か。

「誰がいつまでも調ちよう子しに乗らせるかよ！」

「チビスケたちが自うぬ惚ぼれるなっ！」

　させじと後を追う東ひがし川かわさんと松島さん。インサイドの激はげしい激げき突とつを予感し、誰もが緊きん張ちよう感かんを溢あふれさせる。

　紗季の、本当の狙ねらいには気付かないままで。

「あら。ガードの仕事はパスだけじゃないのよ？」

　アイガードがキラリと光る。

「うっ!?」

　マークマンが紗さ季き以外の選手の動きを確かく認にんした一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、放たれるロングシュート。

　精密機き械かいの描くような放ほう物ぶつ線せんが、垂直にリングを射い貫ぬく。

「ふふ。理ことわりの彼ひ岸がんを穿うがつファンタ……ファンタ……グレープ…………んーと、なんだっけ？　どうでもいいけど」

　さして驚きよう喜きすることすらなく、淡々と守備に戻っていく紗季。ボールを離はなした瞬間、経けい験けんが教えてくれていたのだろう。このフォームと軌道で打てたのなら、外れるわけがないと。

　それだけの数を、黙もく々もくと練習の度たびに繰くり返し放ち続けてきたシュートなのだから。

「なんか、なんか調ちよう子し狂うな、この試合」

　ドリブルで一直線に向かっていく東ひがし川かわさんだったが、明らかにそれまで溢あふれかえっていた自信の色が淀よどんでいる。

　二人ふたりの強さ、上う手まさは、ある意味精神的呪じゆ縛ばくを根源としていた。能力の差で圧倒するというより（もちろん純粋な力もかなりのものだが）、相手に普ふ段だん通どおりの実力を発揮させない心理操そう作さでアドバンテージを生み出していた面が少なからずある。

　だからこうして、陽動をものともせず平常心で柔軟に対応されたことがあまりないのではないか。

　その読みが当たっていれば、二人の機能麻ま痺ひはかなり長引く。なんせ、調子の底から自らを立て直す方法なんて、知る由よしもないわけで。

　これで今のところ、４─０のストレート。

　ふと思い返せば、慧けい心しん女じよバスは常によきライバルに恵まれ、試合という試合が毎回接戦ばかりだった。

　だから、そろそろ一度くらい経験してもバチは当たらないんじゃないかな。

　完かん膚ぷなきまでの圧勝というやつで、大きな自信を付けるのも頃ころ合あいだろう。

　……なんて、な。

「くっそ、今度こそ能力の違いを思い知らせてやる！」

　またしても松まつ島しまさんは単身、強引に愛あい莉りの正面突破を図ろうとする。

「ゆーなっ！　こっち！」

「っ!?」

　が、不意に浴びせられたとびきり大きな叫び声を聞くや、決着が付く前にくるりと身を翻ひるがえしてボールを手放した。パス、というよりびっくりして条件反射的に出してしまったと言った方が適切かもしれない。

「っ！」

　受け取ったのは、キャプテンの石いし塚づかさんだった。

「ガードの仕事はパスだけじゃない。その通りだよね……！」

　即座に放たれるシュート。マークが外れていたわけではないが、ノータイムで打ったことが逆にフェイントとして機き能のうする。

「…………うまいな。やっぱ」

　多くの視し線せんに見守られたボールは、リングの中でガツガツと跳ねてから内側をすとんと落ちた。シュート成功。その事実に驚おどろきの色を示す選手は、一人ひとりもいない。

　わかっていた。当然気付いていたさ。

　まるまる二日、共に練習してきたのだ。

　八や栗くりドレッドノータスは、断じて東ひがし川かわさんと松まつ島しまさん二人ふたりだけのチームなんかじゃないって、慧けい心しんの誰だれもがとっくに知っている。






慧心　４─２　八栗








　すごいのは誰かと問われれば、東川さんと松島さんと答えるだろう。

　でも、『上う手まいのは』という質問ならば、残りのスタメン……いや、ベンチメンバーも含めた全構成員、という返事が妥当かもしれない。

　ツインタワーでもなければ、巧たくみなファウルトラップでもなく。

　相あい対たいする側にとってそれらの武器を凌りよう駕がするほど恐ろしいのは、総合力の高さ。そう結けつ論ろんづけても、恐らく過言ではない。

「……へー。やるじゃん、いっしー」

　本気で意外そうに、石いし塚づかさんの肩をぽんと叩たたく東川さん。

「えへへ、入ってよかった……。これで外したら二人に申し訳なさすぎて、ドキドキだったよ」

「──キャプテン、ナイッシュ！」

「ありがと！　慧心さん、強いね。灯あかりとゆーなのこと少しでもサポートしてあげられるよう、みんなでがんばろう！」

「うんっ！　全力で、自分たちにできることをやらないと！」

「せっかく試合に出させてもらってるんだから、いつまでもお荷物じゃダメだよね……！」

　キャプテンの激げき励れいに、力強く返事する背番号５と６を背負ったメンバーたち。

　石塚さんも含めガードの役割を果たしているこの三人、目立つ機き会かいは少ないがとにかく基き礎そ力りよくが高い。パス、ドリブル、攻守のポジショニング。そして練習で確かく認にんしたシュート精度。どれを取っても、硯すずり谷だにとがっぷり四つに渡りあえるだけの能力を誇っている。

　さすがは監かん督とくさんが丹精込めて育て上げたチーム。あの神がかったうどんに匹敵するほどの緻ち密みつさと、ムラのない選手層だ。

　もしかすると、両ビッグマンの存在がハデすぎて自分たちですらそのポテンシャルに気付かないままここまで戦ってきたのかもしれないけど。

「問題児二人ふたりをスタメンで使い続けてる理由、これもあるんだよなぁ……。なぜかやたら羨せん望ぼうされてるから、出せるだけコートに出しておかないと士気に関かかわるんだ」

　しみじみと呟つぶやく監かん督とくさん。

「やっぱり、二人のプレーには華はながあるから……でしょうか」

「それも理由かもしれないが、単に憧あこがれてしまってるみたいだな。成長が早くて、飄ひよう々ひようとして、自信たっぷりで、取り組み方に問題はあるにせよなんでもすぐモノにしちまう。まるで漫画の主役みたいで、かっこいいんだとさ」

　なるほど、な……。少し皮肉にも、天才への憧れが、一丸となった努力の結実に繫つながったというわけか。

　となると、事前に取り決めた『メンバー交代なし』というルール、むしろこちら側に有利な要素になってしまったかもしれない。

　練習をさらに思い起こしてみても、東ひがし川かわさん、松まつ島しまさんが居るより、例えばあの９番と10番を付けたベンチメンバーを加えた五人の方が、明めい確かくに突くべき穴が見当たらなくて長期的には戦い辛づらかったかも。

　まあそれも、二人がこのまま停滞し続けていてくれるなら、だけど。

「真ま帆ほ！」

「ゴチになりやす！」

　攻こう撃げきは智とも花かと真帆のコンビプレイが決まり、差は再び４点に開く。しかしここで集中力を途と切ぎれさせるわけにはいかない。

「しっかり守りきろうっ！」

「おー」

　もちろん油断とはいつでも無む縁えんな子たちだからその手の心配はしてないけど。

　それよりも、気を吐いたガードの三人がどう攻勢に加わってくるかの方が気になる。

「灯あかり、ゆーな、両ポストに入って！」

「ん、アレやるの？」

「アレ地味なんだよなぁ。ま、楽だからいいけど！」

　嫌いやな予感は当たるもので、石いし塚づかさんの指示により東川さんと松島さんは左右のポストラインへ。至極まっとうなツインタワー。定じよう石せき過ぎる定石だが、有効だからこそずっと使われ続けている布陣でもあるわけで。

「華々しく蹴け散ちらしてやるつもりだったんだけどなぁ。これ以上小こ癪しやくな真ま似ねされてもストレス溜たまるし、さっさと終わらすわ」

「せめて、一人ひとりだけでも抑えきらないと……！」

　ボールを受けた東川さんには愛あい莉りが単身で受けて立つ。ここまでは問題ないのだが……。

「灯あかり、へいへい！」

「ミスんなよ～！」

　こうしてセンターを引き付けられた後で松まつ島しまさんにパスを出されたときが厄やつ介かいだ。基本のポジション通りだと真ま帆ほがマークマンとなり、身長差で強烈なミスマッチになってしまう。

「ぐむむ、抜かせないっ！」

「抜く必要もないけどね♪」

　あとはある程度ゴールまでの距きよ離りを詰めたところから、ジャンプシュートを放つだけ。ドライブ対策はともかく、ブロックショットを決めるのは物理的に不可能だ。

「うし」

　難なんなく得点を奪われ、また二点差。加えて終始優ゆう位いに攻こう撃げきを進められたことで、東ひがし川かわさんと松島さんの表情にいくらか余裕が戻ってしまった。

「愛あい莉り、お願ねがい！」

「うんっ」

　素早すばやく流れを断ち切るため、自身のドライブからシュートと見せかけてパスを出し、紗さ季きがうまく敵陣を出し抜く。インサイドに切り込んでボールを受けた愛莉はほぼフリーの状況だ。これはまず外さない。

「させるかっ！」

　そんな確かく信しんを、東川さんの超絶な運動神経が覆くつがえす。ボールが指先から離はなれるか離れないかのタイミングで逆サイドから駆けつけ、全身を弓ゆみ反ぞりにした渾こん身しんのブロックショットで迎撃を狙ねらわれてしまった。

「お願い、入って！」

「外れるだろ。外れろ！」

　辛からくも、直接たたき落とされることはなかった。しかし、愛莉の表情とやけにふわふわしたシュートの弾道からして、

「おっし、そうこなくちゃ」

　どうやらほんの指先だけ、僅わずかに引っかけられてしまっていたようだ。ボールはリングの上でバウンドし、外にこぼれて東川さんの手の中へすっぽりと収まる。

　まずいな、連続で活かつ躍やくを許してしまった。早々にツインタワー対策を打ち出さないと、点差だけでなく精神面でのアドバンテージも薄うすくなる。

　まあ、切るカードは決まっているんだけど。

「おー。ひなのでばん」

「…………は？」

　俺おれが声を出すまでもなく、自発的に真帆とひなたちゃんが守備配置を入れ替わる。つまり愛莉が東川さん、ひなたちゃんが松島さんを迎むかえ撃うつ陣形。

　そう。これこそが、過去築き上げた慧けい心しんのツインタワー対策だ。

「おーいゆーな、ナメられてるなー」

「ナメられてるなー。ボール貸して」

　真顔でひなたちゃんを睨にらみ付ける松まつ島しまさんにパスが委ゆだねられる。なにしろ最も身長差が生まれるマッチアップだ。そう思われるのも無理はないか。初しよ見けんのうちは。

　さあひなたちゃん、度肝を抜いてやろう。

「ひなも、なめられてますなー」

「え、ちょ。何その守り方……？」

　高い位置でボールをキープし、あっさりシュートで片を付けるつもりだったのであろう松島さんが、窮きゆう屈くつそうに眉まゆをひそめる。ひなたちゃんがぐっと身を屈かがめて姿勢を落とし、腰回りにまとわりつく密着ディフェンスを仕掛けたことで、下半身の動きが大きく制限されてしまったせいだ。

　こうして飛ぶスペースをつぶしてしまうことで、膝ひざを使ったシュートフォームを形成できなくする。いわゆる手打ちなら放てるが、まだゴールまではそれなりの距きよ離りがある位置。不自由なフォームであえて打たせて失敗を願ねがうのは、そうそう分ぶの悪い賭かけじゃないはず。

「だああ、邪じや魔まくせー！」

「おー。おじゃま虫さんだぞー」

　かといって前に進むのも困こん難なん。パワー差がありすぎるせいで、ちょっとでも押せば意図せずはじき飛ばしてしまう怖さがあるから、逆に強引な攻めが出しづらい。

　相手が一度ドリブルの体勢に入ってしまえばこんな風に下半身を包み込むような体勢は取りづらいから、その時は素早すばやく愛あい莉りとひなたちゃんがスイッチしなければならないという隙すきはあるものの、成立させてしまえば慧心六年生チームにおける十八番の『高さ対策』となるフォーメーションがこれだ。

　ただし、百ひやく戦せん錬れん磨まのセンタープレーヤーならば、破る方法は身に付けうる。前に進めず、その場でシュートを打つと精度が下がるのであれば、

「付き合って、られるか！」

　後ろに飛ぶ。フェイダウェイシュートで放てば、上の守りががら空きなのでフリー同然でゴールを狙ねらうことができる。

　さあ、どうだ。天才は、どこまで万能に至れるのか。背中にひりつくような熱ねつを感じながら、シュートの行く末を見守る。

「外れる！　愛莉、リバウンドっ！」

「まかせてっ！」

　ボールはリングに弾はじかれ、智とも花かと共に待ち構えていた愛莉に受け止められる。

　そうこなくちゃ、な。非常に距離感の摑つかみづらいこのシュートは、黙もく々もくと積つみ重ねた練習経けい験けん以外では習得できない。付け焼き刃では武器にならない。

　やっぱり、ちゃんとあるよな。努力でしか至れない、才能だけではどうしようもない境地ってやつが、バスケには存在する。

「おいおい……なんで外すの？」

「じゃあ次は灯あかりがあのチビスケと当たってみてよ！　死ぬほどやりづらいんだってあれ！」

　ひとまず、一気に流れを取り戻されずには済んだ。

　でもまだ二点差、ワンプレーであっさり状況が転換してもなんら不ふ思し議ぎはない。

　やっぱり今回も、ギリギリの接戦は避けられそうにないか。
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　そこからしばし、両チームともなかなかスコアを動かせない時間が続いた。

　ドレッドノータスは、とにかくガード陣のディフェンスが良い。慧心の五人が波状攻こう撃げきを仕掛けても、巧たくみなマークチェンジと隙すきあらば大胆に取り入れてくるダブルチームに阻はばまれ、大きな突破口を見いだせない。

　ビッグマンが二人ふたり揃そろっていることを加味しても、愛あい莉りに頑張ってもらってインサイドを集中的に狙ねらった方がかえって確かく実じつ性せいが高いか。でも、石いし塚づかさんたちはパスコースを潰つぶすのが本当に的確で、なかなか有利な状況を作ってポストプレーに持ち込めないんだよな。

　あまり良い言葉ではないが、ドレッドノータスは東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんに『依存』して勝ち進んできたチームなのかと、そう思ってしまった時期もあった。

　でも、本当は逆だったのかもしれない。本人たちすら気付かぬまま、頼る側と頼られる側の関係性が、入れ替わっていた。

　先せん入にゆう観かんを取り除いて戦局を見つめれば、そんな気がしてならない。

　その後、二本ずつぽつぽつと点数を追加して、スコアは10─８。差が詰まりも広がりもしないまま、試合は残り二分の終しゆう盤ばん戦せんに突入した。

　こうなると、緊きん張ちようの糸を切らした方が負け。最後まで水を張った洗面器から顔をあげないでいられるかが勝敗の分かれ目となるだろう。

「……もう、キレた」

　パスを受け、投げやりにドリブルを始めながら松島さんが呟つぶやいた。吉兆か暗雲か、何かが起こりそうな気配けはいにこめかみから汗が流れる。

「なにこの息苦しいバスケ。自分が目立てない試合なんて、退屈すぎてやってられるかっつーの！」

　刹せつ那なの急加速。アウトサイドから一気にドライブで突っ込み、松島さんはポストラインを踏ふみ切きり線せんに見立てゴールに飛びかかる。

「止めますっ！」

　だがしかし、愛あい莉りが見み逃のがすはずもない。横から追従し、空中で迎げい撃げき態勢に入って右手を限界まで伸ばす。

　集中力を切らしてしまったか。あまりに単たん調ちようすぎる、無む謀ぼうな強行突破に見えた。愛莉が万全の状態ならば、余裕で守りきれる範はん囲いのはず。後はただ、レイアップが放たれるのを待ってボールを弾はじけばそれでおしまいだ。

「……え。噓うそ、だろ」

　──ぞくりと悪お寒かんが走った。

　松まつ島しまさんが、シュート体勢に入らない。いや、右手を持ち上げる動作は既に見せているのだが、離はなすモーションに移らない。もうリングは手が届くところまで迫っているというのに、掌てのひらでがっちりボールを保持したままなのだ。

　そう。松島さんは、リングに手が届く。ミニバスルールの高さならば、届いてしまう。

「──主役のバスケはッ、こーいうんじゃなきゃ、ダメなんだよッ！」

　金属がぐらりと軋きしむ、おおよそミニバスでは聞くはずもないと思っていた攻撃的な音が、静寂に包まれたコートに響ひびき渡る。

「そんなの……アリ？」

　紗さ季きがぽかんと口を開け、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。他ほかの四人も同様に息を漏らし、ボールを拾うのもしばし忘れて放心状態だ。

　俺おれの、指示ミスだったのだろうか。

　二人ふたりの身長と性格を鑑かんがみれば。

　──ダンクシュートがあるかもしれないから、警けい戒かいしておこう。

　そう、伝えるべきだったのだろうか。

「すごおおおおおいっ！　すごすぎるよゆーなっ！」

「わはは、いつも言ってるじゃん。手が痛いからやらないだけで、その気になりゃヨユーでできるって」

　沸き立つドレッドノータスのメンバー。そりゃ、最さい高こう潮ちようにもなるよな。味方がダンクで停滞した空気を爆ばく発はつ四し散さんさせれば、至極当然の話だ。

　ダンクもレイアップも同じ得点だが、派は手でなプレーの成功はチームの勢い、ゲームの流れを大きく逆転させる二次的な力も内包している。スーパープレーが逆転の足がかりになることは、プロの試合なら日常茶飯事だ。

　しかし、まさか。……それをミニバスでやられてしまうとは。

「……さ、紗季っ」

「おっと、私にも見せ場作らせてもらわないとね」

「あっ!?」

　さらによくないことが重なる。きっとまだ動揺が残っていたのだろう。ミスらしいミスと言うほど不用意ではなかったのだが、智とも花かがベースラインから放ったパスが途中で東ひがし川かわさんにカットされてしまった。既にみんな攻こう撃げきに向かっていて自陣はがら空きに等しい中、この状況は非常に危険だ。

「と、止めなきゃ……！」

「もう遅いっ！」

　智花が駆けつけるが、東川さんは地を蹴けり飛び立った後。辛かろうじて間に入った智花の身体からだを空中で半回転することによってやり過ごし、後ろ向きの体勢でゴールに迫っていく。

「無む駄だに歯向かうからこーなるんだ。もーいいよ、寝てろ」

　またしても、ダンク成功。しかも今度はバックハンドの両手持ち。

　中学生まであと二ヶ月というエアポケットが創つくり出した歪ゆがみとしか言いようがない。あの二人ふたり、ミニバスルールじゃスケールが合わなすぎる……。

　ついに、逆転を許してしまった。そしてそれ以上に、この終しゆう盤ばんで勢いを完全に持って行かれた状況なのがあまりにも嫌いやな感じだ。なんとか、相手の押せ押せムードを速やかに鎮ちん火かしなければならないが。

「アイリーン、お返ししてこい！」

　あ、珍しく真ま帆ほと発想がかぶった。いや珍しくと言うのは失礼か。

　とにかく俺おれも今ちょっとだけ同じ事を考えてしまった。ダンクで持って行かれた流れは、いっそダンクで取り返してしまうか、と。

「や、やったことないし無理だよぅ！」

　でも、愛莉はあの手の良くも悪くも目立ちすぎるプレーを好む子じゃないからな……。それに二人が成功したのは、過去何度か試して手て応ごたえを得ていたからだろう。届くからといって、未み経けい験けんで初弾から決められるほど楽なシュートじゃ断じてない。

　……俺もこっそり、みんなが見てないところで何度かミニバスゴールにダンクして遊んでみたことがあるからよく分かる。

　余よ談だんはさておき、愛莉にダンクしてもらって流れをイーブンに、というのは非現実的。

　じゃあ、諦あきらめる？　まさか。

　そう来るなら、こちらはこちらなりの宝刀を抜くのみ。

「行くわよ……トモっ！」

「うん！」

　ここで頼るべきはエースの存在、他ほかには有り得ない。紗さ季きと共に速攻を仕掛け、パスを受け斜め四十五度からドライブで切り込んでいく智花。

　さあ、見せてやろう智花。

　──『小学生離ばなれ』する方法は、なにもダンクのみに限らないってことを！

「自じ暴ぼう自じ棄きかい？　そうこなくちゃ」

　ふわりと舞まい上がった智とも花かの正面に、余裕を持って松まつ島しまさんが迫る。高さの差は明白。普通に打ったらブロックショットの餌え食じきになるのは明らかだ。

　普通に打つわけないけどな！

「……んっ」

「え、あ……!?」

　ゴールまで一メートル以上の距きよ離りを残した位置で、智花がレイアップのモーションを完了させた。高く高く緩ゆるやかなアーチが、再びコート上から全すべての音を奪い取る。

　苦し紛れの奇き襲しゆうなんかじゃない。俺おれと一いつ緒しよにこつこつと築き上げた、確たしかな技術の結晶だ。

　だからこのスクープショットは、必ず決まると心から信じる。

「うんっ……！」

　ネットが水滴のように翻ひるがえって、聞き慣なれた心地ここちよい音色を響ひびかせた。

「……なんなんだこの試合」

　眼めを見開き、言葉を失う監かん督とくさん。同感です。そして、ありがとうございます。こんな度肝を抜かれる試合を、成立させて下さって。

「智花、ナイッシュ」

「はいっ！」

　小さくガッツポーズを送ると、同じ動作を真ま似ねしながら澄すんだ笑え顔がおで応こたえてくれた。真ま帆ほも紗さ季きも愛あい莉りもひなたちゃんもエースの決定力に覇は気きを取り戻し、対してドレッドノータスの方は全能感にくさびを打ち込まれ、先ほどまでの優ゆう勢せいムードは既に霧む散さんしている。

　残り時間は40秒。結末はまだまだわからないぞ。
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「一気に行こう！」

　次のターン、ドレッドノータスは速攻を選択。ここで時間いっぱいまで攻めに使って仮に失敗すると、慧心側としては残りタイムギリギリで逆転、というプランを組みやすくなる。そのリスクよりも、スピーディな展開で攻め番を増やすことを選んだようだ。

　使ってくるのは、やはりツインタワーを形成する二人ふたり。

「もう外す気がしないね！」

　何度かポジション取りを変更しつつ、急速ギアチェンジで松島さんが突っ込んでくる。ポストラインを踏み切って、ジャンプ。もう一度ダイレクトにリングを叩たたき揺らすつもりだ。

「させないもんっ」

　しかし今回は愛莉にも『ダンクの可能性』が頭に入っているから、そうそう好きにはやらせない。ボールを狙ねらうのではなく、身体からだで身体を押し返すつもりで松まつ島しまさんを真っ向から受け止めにかかる。

「……チェックメイトって、ヤツっ？」

「っ!?」

　しかしこれは囮おとりだった。松島さんは愛あい莉りと身体をぶつけ合ったまま、ひょいっとボールを真横に放ほうる。普通の小学生ではとても届かない上空でたゆたう球体の行く末は──!?

「でかしたゆーなっ！　打ち合わせ通り！」

　全速力で駆け込んでくる、東ひがし川かわさん。バトンを引き継ぐべく、ぐっと膝ひざに力を込め渾こん身しんの大ジャンプで宙に舞まい上がろうとする。

「アリウープか！」

　まさか、という疑念は浮かんでこなかった。この二人ふたりなら、成功させてしまいかねない。

　決められたら今度こそ流れを持って行かれる。お願ねがいだ、なんとかしてくれ…………真ま帆ほっ！

「あたしだって、目立つのはけっこう好きなんだぞっ！」

　もはや頼みの綱つなは、東川さんと併走してゴールを死守しようとしている真帆のみ。同じタイミングで飛び上がった小柄な少女に祈りを託し、俺おれは両の拳こぶしにグッと力を込めた。

「圧おし負けるとでも思う!?」

　ボールキャッチに成功し、ジャンプの勢いを保ったままゴールに襲おそいかかる東川さん。体格差は歴然。

　それでも。

「やってみなきゃ、わからないっ！」

　真帆には確たしかな経けい験けんがある。自分よりも大きい相手との空中戦なら、葵あおいと、硯すずり谷だにの両センターと、そして何よりも毎日のように愛莉と、数え切れないほど繰くり広げてきた。

「う、この……！」

　あとほんの少しでリングのど真ん中に指先が到ろうかという寸前、東川さんの推進力が急速に衰えた。

　──ごん、という鈍にぶい衝しよう撃げき音おん。ダンクが打ち込まれた場所は、ネットに到る瀬せ戸と際ぎわも瀬戸際。ゴールリングの直上だった。

「真帆ちゃんっ!?」

「灯あかりっ!?」

　絡み合うようにしてコートに落ちる二人と、あさっての方向に飛んでいったボール。

　三度みたび、誰だれもが息を吞のんだ。

『白、５番、プッシング！』

　沈ちん黙もくを破ったのは、監かん督とくさんの冷静なジャッジ。交こう錯さくは互いの意地が譲ゆずらなかった結果だが、僅わずかな体勢の差で真帆のファウルになってしまった。意図的なものではないことを踏まえてひいき目で見たとしても、今のは仕方ない、か……。

　でも、充分だ。最後まで食い下がり、ゴールに到らせなかっただけで、充分すぎるファインプレーだった。

「くふふ、防いでやったぜ……！」

　勢いよく跳ね起き、どこにも怪け我ががないことを知らせてくれる真ま帆ほ。ほっと息を漏らし、智とも花かたちは誇らしげに微ほほ笑えんで真帆の奮ふん闘とうを称たたえる。

「……フリースローだろ。決めれば同じ事なのに無む駄だに頑張っちゃってアホかっつーの」

　悪態をつく東ひがし川かわさんもどこか痛めたりはしてないようだ。よかった、最後に怪我でもあったら、しこりが残っちゃうもんな。

「そうね。二本決めたら同じ事。決めたらね」

「外すと思ってんの？　百発百中だってーの」

　冷静にボールを拾い渡す紗さ季きに、冷めた笑いを向ける東川さん。

　まあ、外さないだろうな。百発百中は言い過ぎでも、それに近い精度で決められるだけの力を、東川さんは持っているはず。

　でもそれはあくまで練習なら、だ。これだけ切せつ羽ぱ詰つまった場面で、普ふ段だんと同じ精度を保てるならば、その時はただ脱帽するのみ。

「……………………」

　監かん督とくの合図で、フリースローが始まった。幾分長めに間を取って、東川さんはゴールをじっと睨にらみ付ける。

「…………っ」

　一本目──成功。

「さすが灯あかりっ！」

「次も絶対大丈夫！」

「………………」

　宣言通りシュートを決め、味方から賛さん美びの声が届いても東川さんはいつになく無表情のままだった。今までならはっきりと自信を面おも持もちに溢あふれさせていたのに。

　どうだい、嫌いやだろうこの空気。

　俺おれも大嫌いだ。何度繰くり返しても、クラッチタイムのフリースローってやつが身を蝕むしばむ緊きん張ちよう感かんは尋常じゃない。逃げ出せるものならそうしたいって、毎回毎回頭によぎってしまう。

　経けい験けんを重ねてもなかなか鈍にぶってくれない、海の底にいるような感覚。初めての時なんて、もう頭が真っ白で何も覚えてないくらいだ。

　二本目────僅わずかに逸それた弾道が、リングに嫌われる。

「絶対に、渡せないっ！」

「くそ、邪じや魔まっ……！」

　リバウンドを制したのは、愛あい莉り！　松まつ島しまさんをスクリーンアウトで蚊か帳やの外に追いやり、完かん璧ぺきなポジショニングでボールの落下地点を支配してくれた。そりゃそうともさ、高さだけなら逆転の芽もあるが、ここも経けい験けんの差がものを言う。愛莉と松島さんでは、今まで処理してきたリバウンドの数が圧倒的に違う。

「ナイス愛莉！　こっち！」

「紗さ季きちゃん、お願ねがい！」

　ボールは紗季に託された。残り……28秒。スコア、12─13。

　ちらりと俺おれに視し線せんを向けた紗季に、頷うなずきを返した。これだけで全員と意思の疎通は完璧に果たせる。

　ギリギリまで時間を使い果たしても、三十秒ルールに引っかかる心配はなし。差が一点で済んだことにより、決めれば逆転という状況。

　ならば、終わらせよう。

　このターンを以もつて、慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部最後の攻こう撃げきとする。

　淡々と、でも警けい戒かいは解かずドリブルでボールをキープする紗季。

　残り15秒。まだ動かない。

　10秒。まだだ。

「…………」

　極限の集中力で、交差する十人の視線。

　６秒。ここで智とも花かが急速にギアチェンジし、それを合図として紗季以外の四人が一斉にポジションを移動する。

「任せたわ！」

　紗季が託した相手は、智花。エースのスピードに、全員分の想おもいを込めた。

「いくよ……！」

　ギリギリまで引き絞られた弓から放たれたような、鋭するどいドライブ。周りが止まって見えるほどの加速力で駈かけぬけた智花が、運命の飛ひ翔しように挑む。

「やっぱ、お前かっ」

　松島さんが受けて立ち、ブロックショットを仕掛ける。それを読み切って、智花は空中で手首を捻ひねり、タイミングをずらしたスクープショットの体勢に入った。

「ほんで、やっぱそう来ると思ったよッ！」

　しかし、このモーションは二度目。同じ轍てつは踏まないとばかりに、ワンテンポ遅らせて東ひがし川かわさんというもう一つの壁かべが時間差で迫ってきた。敵であることを忘れ感嘆を浮かべそうになるほど、タイミングどんぴしゃ。いくら軌道の高いスクープショットでも、東川さんの高さがあれば放ち際を潰つぶすのに充分足りてしまう。

「……お待たせ、だね」

　実は今日きよう、もう一つだけみんなに策を授けていた。

　もしこんな切せつ羽ぱ詰つまった試合展開になった時は、『秘密兵器』を使おうと。

　──ここまで慧けい心しんでただ一人ひとり、一度もシュートを放っていない選手がいる。

　わざと、そうしてもらったのだ。一番大事な場面で、最も効果的な一本が打てるように。

「後ろ、見ないけど。そこにいるよね……！」

　スクープショットのモーションを崩さないまま、智とも花かはノールックでボールを自分の真後ろに流した。

「おー。どんとこい」

　智花の背中を正面に見守りながら、アウトサイドで待ち構えていたのは、ひなたちゃん。

　ゴール下に詰めた真ま帆ほと愛あい莉り、そしてずっとポイントガード兼シューターとして振ふる舞まってくれた逆サイドの紗さ季きにマークが引き寄せられ、完全フリー、ノーマークの状態だ。

「しまっ……!?」

　紗季をマークしていた石いし塚づかさんが血相を変える。でも、彼女とひなたちゃんの間はあまりにも距きよ離りが離はなれすぎていた。

　ディフェンスのスペシャリスト。ドレッドノータスのメンバーは、きっとみんなそう印象づけていたのだろう。ここまで一度もシュートを打たなかったこと。あの小柄で東ひがし川かわさんを押さえ込む異端の技。状況証拠はたくさん揃そろっていたからな。

　でも、実は違う。オフェンスにおいても、慧けい心しんのみんなにとっては何を今さらという感じだけど、ひなたちゃんは掛け替えのないメンバーだ。断じて、ノーマークにして良いプレーヤーじゃない。

　──ふと、走そう馬ま燈とうのように記き憶おくが蘇よみがえった。

　初めて本格的な練習を始めた日、ひなたちゃんは体力が保もたず倒れてしまった。

　そして保健室で、俺おれに切実な想おもいを語ってくれた。

　シュートが、あまり届かないと。悔しそうに嘆いた。

　ひなたちゃん。もう、違うよな。

　今ならこんなに遠くからでも、どんとこいだ。

「とー。みるくせーき、しゅーと」

　プレッシャーなんて微み塵じんも感じていない、心の底から楽しそうな、伸びやかなフォームで放たれたジャンプシュートが、一いつ直ちよく線せんにゴールへと吸い込まれていった。

「…………やるじゃん」

　残り一秒で儀ぎ礼れい的てきに受けたボールを、東川さんがそっとコートの上に置く。

　その顔は、今まで見せたどの表情とも似つかぬ無邪気さに溢あふれていた。







『ありがとうございましたっ！』

　一点差でなんとか勝利をものにし、整せい列れつして元気よく礼を交わす子どもたち。

　今回も厳きびしい戦いになった。でも、相手に食らいつく粘ねばり強づよさこそ慧けい心しん最大の持ち味、とも言えるからな。みんなの力がフルに発揮された素す晴ばらしい試合だった。

「やっぱヒナは頼りになるな～！」

「えへへ、わたしだったらどきどきしすぎて決められたかわからないよ」

「おー。ほんとはひなもどきどきだった」

「ふふ、まあそうよね。一発必中の場面だもの」

「でも、ひなたならきっと大丈夫って信じてたよ」

　喜びを弾はじけさせ、肩をたたき合って健けん闘とうを称たたえる五人。特にひなたちゃんには、大きなプレッシャーをかけてしまったな。もちろんそれだけ信頼していたからではあるんだけど、俺おれからもいっぱい褒ほめてあげないと。

　そう思って五人に歩み寄ると、ほぼ同時に東ひがし川かわさんと松まつ島しまさんもこちらにやって来た。

「どーだ、見たか」

　腕組みして胸を張り、自信満々に迎むかえ撃うつ真ま帆ほ。いろいろ思うところもあったろうから、勝ち気になるのも無理はないか。事実勝ったわけだし。

　ただ、これ以上遺い恨こんは残したくないよな。二人ふたりは喜怒哀楽を表に出さない無表情で、その思惑は外側から見て取れない。

　しばし沈ちん黙もくが流れたのち、大きくひとつ息を漏らし、言葉を紡ぎ始めたのは東川さんだった。

「楽しかったわ、わりかし」

「……え？」

　予想していたのとは違う第一声、そして妙にあっけらかんとした笑え顔がおを向けられ、智とも花かが図はからずもと言った感じで驚おどろきを露あらわにする。

「バスケ、意外と面おも白しろいのかもね。なんかもう飽きたかな～って思ってたけど、まだまだ楽しめそうだ」

　続いて松島さんも白い歯を覗のぞかせる。

「……コーチさん、来てくれて本当にありがとう」

　俺の隣となりにはいつの間にか監かん督とくさんが居て、感慨深そうに二人を見つめていた。『やる気スイッチ』を押してあげられたのなら冥みよう利りに尽きるし、それに。

「こちらこそ、このチームと試合できて本当によかったです。ありがとうございます」

　慧心側もまた、短期間で大きな成長を得ることができた。コーチとして、伝えそびれていた『伸びしろ』を、讚岐さぬきの地に教えてもらった。

「ほんじゃね、またやろーよ。またいつか、どこかで」

「負けっ放しで終わるのもなんかシャクだしね。次やるときまでもう少しぐらい基き礎そ練れんしとくよ。……フリースローとか」

　なれ合う気まではないとばかりに淡々と言い残し、離はなれていく二人ふたり。

　次、か。もしその日が来たら、俺おれも絶対見守りに駆けつけないと。たとえこの日に本ほん中じゆうのどこで行われる試合だろうと。

「いつでも受けて立ってやるぞ～！」

「私たちももっと上う手まくなってますから、覚悟しておいて下さい！」

　背中に叫びかける真ま帆ほと紗さ季きに、振り返らないまま手を振る東ひがし川かわさんと松まつ島しまさん。

「やっぱり、なんだか大人おとなっぽいね。身長とかじゃなくて、雰囲気が」

「おー。ひなにはまねできない」

　顔を見合わせ、愛あい莉りとひなたちゃんがどこか憧あこがれを漂わせる。

　なるほどなあ。チームメイトに慕われている理由、今ようやく少しわかったような気がする。

「昴すばるさん。ありがとうございましたっ。お陰様で、勝つことができました」

　朗ほがらかに笑う智とも花か、そして真帆、紗季、愛莉、ひなたちゃんに、俺からも一礼。

「俺じゃなくて、みんなの力だよ。最高の時間をまた一いつ緒しよに過ごすことができて、とっても嬉うれしい。……それと、お陰様で無事なにごともなく家に帰れそうだ」

　ふと負けたときの約束を思い出して冗じよう談だんぽく息を漏らすと、智花が少しはにかみながら視し線せんを下に向ける。

「わ、私も……よかったです。昴さんが、無事で」

　あはは、けっこう心配してくれていたのかな。ほんのり朱あかく染まった智花の頰ほおを見ていると、なんだか妙にどきどきしてしまう。

　とにもかくにも。合同練習会、これ以上ないほどの成果を得て無事終了である。





＊






　ドレッドノータスのメンバー全員に改めてお礼を伝え、最後に食事会をして全日程は終了（食べたものについてはもはや言わずもがな）。別れを惜しみつつ高たか松まつ空くう港こうに戻ってきた俺たちは、搭乗開始までロビーでしばし時間を潰つぶす。

「そういえば、ドレッドノータスのみんなは全国大会出るのよね」

「……あっ、ということは硯すずり谷だにと戦うかもしれないんだ」

「おー。どっちが勝つかわからない」

　紗季の呟つぶやきをきっかけに、智花とひなたちゃんもはっとして想像を膨ふくらませ始めた。

　ふむ。今すぐの対戦ということなら……硯谷かな。綾あやさんと久く美みさんとでツインタワー対策を敷しいて、未み有ゆさんが陣頭指揮を執れば持ち札で一枚優ゆう位いに立てそうな予感がする。

　怜れ那なさんがファウルトラップに怒って暴ぼう走そうしないかだけが、懸け念ねん事項として残るけど。

　ただ、もしかするとこの組み合わせが『幻のカード』になってしまう可能性も低くないんだよなあ。

「対戦、あればいいんだけどね～」

「……長は谷せ川がわさんは、当たる前にどちらかが負けちゃうと思いますか？」

　意外そうに訊きき返す愛あい莉りに、笑って首を振る。

「いや。二チームとも優ゆう勝しよう候補だと思うよ。ただ、ミニバスの大会って何ブロックかに分かれてて、それぞれの優勝チーム同士の対戦はやらないからね。別のトーナメントに入っちゃうと、戦わないまま終わることになる」

「え～？　じゃあ優勝が何個もあるの？」

「うん。いくつだったかは忘れたけど、けっこうなチーム数が優勝のチャンスあったはず」

　そう伝えると、真ま帆ほはどこか釈然としない顔。これは恐らく、ミニバスは競きそい合いだけが目的ではない、という理念に基づいているのだろう。全国一を争うのは、中学に入ってからで良い、というのも一理あると思う。

「硯すずり谷だにとドレッドノータスの対戦は見たいですけど、そう聞くと少し嬉うれしいかもです。どっちにも、勝って欲しいと思っちゃうので」

　優やさしく笑えみを浮かべた智とも花かに、皆が頷うなずく。そうだな、ここは両方に優勝してもらう展開になった方が、俺おれとしても楽しみが増す。

　ライバルチームが頂点を目指すときは、ぜひともまた智花たちにも加わって欲しいから。

「ふふ、私もそう思うわ。……さてと、そろそろ中に入りましょうか」

　時と計けいを見上げながら立ち上がり、紗さ季きが提案するとみんな改めて荷物のチェックを始める。

「おし、それじゃあまたくじ引き！」

　全員の身み仕じ度たくが完了したところで、満を持してという感じで真帆が行きの時と同じように手の中で紙を扇状に広げて差し出した。

「……真帆ちゃん。それ、チケット？」

　でもなんか変だな。五枚しかないし、裏面からしてノートから切り取っただけの紙片に見えるんだけど。

「いーからいーから、とりあえず引いて！　あ、すばるんとみーたんはまだ選ばなくて良いよ」

　明らかに何か違う趣しゆ向こうだよな、このくじ。まあ、ひとまず黙だまって見守っておくか。

　みんなも不ふ思し議ぎそうな顔をしつつ、言われた通りランダムに一枚ずつ選んでいく。

「３番」「１番」「おー。４ばん」「２番」

「おっ、さすがもっかん。１番引くなんて持ってるね～。ほんであたしがフェニックスか」

「フェニ……大トリのこと？　それはいいとして真帆。これ、なんなの？」

　しびれを切らし尋ねた紗季に、真帆はさも当然といった様相でさらりと答える。

「すばるんとデートする順番だよ？　もちろん」

「へ!?」

　思わず驚おどろきの声が漏れた。な、なぜいきなりそんな話に。

「ええと、真ま帆ほ。どういうことかな？」

「こらすばるん、約束忘れちゃったのか！　勝ったらすばるんとデートできるんでしょ！」

「え………………あ!?」

　だいぶ間をあけてしまった後で、言わんとすることを理解した。

　確たしかに、した。東ひがし川かわ、松まつ島しまさんたちが勝ったら、二人ふたりとデートする約束を。ということは、裏を返せば。

「真帆たちが勝ったから、真帆たちとデート？」

　それは、盲点の発想だったな……。

「もちろん！　すばるん、嫌いやなの？」

　俺おれの反応に不服そうな顔をする真帆。そう問われてしまうと、

「そんなことは、ない……んだけど」

　答えは必然的に決まっちゃうよな。

「くふふ、だよねだよね～！　あ、五人一いつ緒しよだといつもとあんま変わんないから、一人ひとりずつ五回に分けてお願ねがいね」

　ああ、つまりさっきのくじは、その『デート』の順番決めだったのか。しかし真帆はそう言うものの、他ほかのみんなは望んでくれるのかな……？

「はっ、長は谷せ川がわさんと……ふ、二人きりでデート……」

「わーい。とってもたのしみ」

「も、もう。真帆はいっつも唐突なんだから……。二番目なんて、美容院間に合うかしら……」

「ふぁ、ふぁう……最初なんて……き、緊きん張ちようしちゃうよ」

　反応をそっと窺うかがう限り、嫌がられてはいない気がしないでもないが……。

「いいよね、すばるん」

「…………俺なんかでよければ、喜んで」

『やったー！』

　何となく照れくさくなりつつ答えると、五人とも口々に喜んでくれた。よくよく考えれば、みんなにお礼する良い機き会かいになるしな。どこか行きたいところでもあれば、連れていってあげよう。

「……ふふ、なるほどね。となると、確たしかにトモは持ってるわ。最初にお誘いできるなんて」

「ふぇっ？　ど、どうして……？」

「智とも花かちゃん。ほらほら、明日あした」

「…………あ！」

　紗さ季きと愛あい莉りから意味ありげな微笑を向けられた智花が、大きく瞳ひとみを見開きながら口元に手を添える。

　明日あした。つまり、二月十四日、か。

　これまで特に縁えんはなかったけど、さすがに何の日かわからないというほど、俺おれも世情に疎うとくはないわけで。
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　制服のままというわけにもいかなかったので、一いつ旦たん家に戻って着替えてから待ち合わせのターミナル駅前に向かう。急いで帰ってきたから、なんとか遅れずに済みそうだ。

　二月十四日。バレンタインデー。今日きようはどこか通っている高校も少し浮うわついた空気感と甘い匂においに満ちていたような気がする。

　とはいえ俺おれのクラスは体育科だからか、周りでさほど特別なイベントが起こっている感じはなかったけれど。気付いてなかっただけかもしれないけど。

「……おっといけない、待たせちゃってる！」

　ターミナル駅に降り立ち、外に出るとすぐ可か愛わいらしいニット帽をかぶった智とも花かの姿を見つけ、急いで駆け寄る。

「ごめんごめん、遅くなっちゃったね！」

「い、いえっ！　私が少し早く着きすぎたので……！」

　ピーコートの裾すそを揺らし、智花がお辞じ儀ぎを返してくれた。……確たしか、初めて見る服だよな。柔らかな印象がとてもよく似合っている。

「……………………」

「……………………」

　せっかくなので口に出して褒ほめるべきかと思いつつ、声を詰まらせてしまった。な、なんだかやっぱり、微妙に緊きん張ちようしてしまうな。

　二人ふたりきりでデート、なんて名目で会うと、いつもなら何気なく口にできるような言葉も上う手まく出てこない。

「い、行きましょうかっ。まだ、日が落ちるのも早いですし……」

「そうだね、あまり遅くなると心配かけちゃうし」

　遅くならずとも既に忍しのぶさんはそわそわしているかも……なんて、べつにやましいことはないのだからそれは考えすぎだ。

　普ふ段だん通どおり、自然に、と自分に言い聞かせ、智花と横並びで冬の街を歩き始める。

「昨日きのうは、帰ってからゆっくり休めた？」

「はいっ。あ、でも今け朝さ早起きしてみんなと会う予定があったので……ふぁっ」

「？」

「な、なんでもないです！　おきになさらずで！」

　何気なく尋ねてみたのだが、智花は途中ではっと口を押さえ、慌て加減に言葉を打ち切った。どうしたんだろう。

「……………………」

「……………………」

　いかん、また沈ちん黙もくが。普段なら気にならないほどの間も、なんだか今日は妙な焦りを覚えてしまう。

　なにか話題がないかと、辺りを見回す。……やけに、手を繫つないで歩いている男女が多いような気がするな。

「智とも花か、今日きようはみんな……あっ」

「ふぇ？」

「な、なんでもないよ！　気にしないで！」

　ダメだ、まるで智花と手を繫ぎたいってアピールしているみたいじゃないか。そんなこと言ったら。

　いやもちろん繫ぎたくないわけではないんだけど。

　どうにも思考が空回りしっぱなしである。

「……えっと、行きたいお店があるんだよね？」

「は、はいっ。この辺に、最近おしゃれなカフェがオープンしたそうなので」

　カフェか、あんまり普ふ段だんは入らないから想像が付かないけど、なんとなく智花がいたら絵になりそうなイメージがある。

　……対して俺おれは服が野や暮ぼったすぎたりはしないだろうか。だんだん心配になってきた。

「あっ、ありました！　あそこです！」

　しかし着替えに戻れるわけもないので気にしないでおこう。大丈夫、そんなに悪目立ちはしないはず。たぶん。

「こんなとこにこんなお店ができていたんだね、知らなかったよ」

　大通りから一本路地へ入ったところに居を構えるそのお店は、白塗りの壁かべと中までよく見通せる大きなガラスが特徴的な、どこかヨーロッパを感じさせる造りだった。なるほど、これは確たしかにおしゃれ系雑誌に紹介されそうな佇たたずまい。とか思っておきながら、あまりその手の雑誌を読んだことはないけれども。

　しかし、それはさておき。

「こ、混んでますね……」

　見たところ、テーブルは全すべて埋まっている。中には待ち客の姿もあるし、明らかに全席カップルによる利用なので回転も速くなさそうだ。

　待つのは別に構わない。ただ、小学生をあまり遅くまで拘こう束そくはできないよな、というところだけがちょっと気がかりだった。

「ど、どうしよっか？」

「…………ほ、他ほかにもいくつか候補があるので、そっちに行ってみましょう！」

　智花の提案に快かい諾だくし、再び移動。

　しかし、今日はどこも人で溢あふれかえっていた。元々の人気もあるのだろうけど、『特需』な部分も影えい響きようしてそうだな。

「……うう、予約もしないで軽はずみでした。私、女子力低いです」

　当てが外れ、智とも花かはすっかりしょんぼりしてしまっている。いかんな、せっかく誘ってくれたのに、今日きようが悪い記き憶おくになってしまうのは忍びない。

　どこか代わりの案でも出せないかな。しかし他ほかならぬ俺おれがバスケ以外に疎うとすぎるからなぁ。

　……ふむ。バスケ、以外か。

「智花、こうなったらあそこにしようか」

「あそこ……あ」

　指さしたのは、ちょうど近くにあったオールグリーンのビル。智花たちともよく足を運んでいる、アミューズメント施設だ。

　頷うなずいて貰もらえたので、揃そろって移動。一階のフードコートは普ふ段だんよりずっと混んでいたけど、座れないということもなさそうだな。

　それは良いとして、まだ智花の顔が浮かない。……ムードなさ過ぎるところに連れ込んでがっかりされちゃったかな。

「……ごめんね、他がよかった？」

「い、いえっ！　そんなことはないです！　ただ私、こんな日にせっかく昴すばるさんに来て頂いたのに、無計画でぜんぜんダメだなって思って……。バスケ以外、本当に役立たずです」

　半べそ状態となり、胸先で掌てのひらを重ねる智花。

　その可か愛わいらしさに、俺は自然と智花の頭を撫なでてしまっていた。

「智花は、バスケ以外がいい？」

「ふぇ……？」

「俺は、バスケが好きだ。智花もバスケが好きだよね。同じ気持ちを持ってるって知っているから、智花といられれば、俺は何をしてても楽しいよ」

「昴、さん……」

　だから、場所なんてどこでもいいよ……と伝えたかった。だからいつも俺たちの日常の中に有った、ここに来ようと提案してみた。

　それだけのつもりだったんだけど、ほのかに笑え顔がおを取り戻してくれた智花が頰ほおを染めながら口にしたのは、少し意外な言葉で。

「あの。バスケ、しませんか？」

「えっ」

「本当に、ありがとうございます。おかげですっと心が軽くなって、そうしたら、なんだか昴さんとしたくなってきちゃいました。えへへ」

　確たしかに、ここにはコートがある。真冬だし、きっと先客もいないだろう。

　ただ、気になるのは。

「着替え、ないよね？」

　せっかくの服が汚れてしまったら悪いな、という一点だけ。

「私は平気です。あっ、でも昴すばるさんが嫌いやでしたら！」

「……ううん、俺おれもぜんぜん問題ない。よし、それじゃ行こうか」

　女の子の方から誘われて、これ以上逡しゆん巡じゆんしたら男がすたるというものだ。

　うん、それに。俺と智とも花かがデートするならば、もっとも自然に振ふる舞まえる場所から始めるのが一番いいだろう。







　幸い先客はなく、すぐにリングを借りることができた。

　それは良いんだけど、少し辺りが薄うす暗ぐらくなってきてるな。あまり長くはプレーしていられないかも。

　ま、たとえ短くとも、濃のう密みつな時間が過ごせればそれで良い。

「どうやってやりますか？」

　コートを脱ぎ、黒のニットとチェックスカート姿になった智花がボールを両手で大事そうに抱えながら微ほほ笑えむ。うん、よかった。だいぶ元気を取り戻してくれたようだ。

「そうだな……。普通の練習なら朝できるし、やっぱり１ｏｎ１？」

　何気なく提案すると、智花はほんのり頰ほおを染めてうつむき加減に。

「……でしたら、お願ねがいがあります。手加減抜きで良いので、私と、勝負してください！」

「勝負、か」

　智花と本気の１ｏｎ１。なんだかとても、懐なつかしい響ひびきがした。

　それは、二人ふたりにとっての、はじまりの思い出だから。

「……じゃあ、俺がディフェンス。智花がオフェンス。シュートを決められたら智花の勝ち。俺はジャンプ禁止、それでどう？」

「あ……」

　少し悪戯いたずらっぽく提案すると、智花も『その意味』を理解してくれて、くすりと笑えみをこぼれさせる。

　あれから、もうすぐ一年か。もしかしたら、そろそろこのハンデを背負った状態では止めきれないかもしれないな。

　それでもいい。智花に負けるのは、きっとそんなに悪い気分じゃない。

「はい、それでお願いします。……私が勝ったら、お願いを聞いてくれますか？」

「いいよ。何でも言って」

「じゃあ……。これからも、ときどきで良いので、私たちのことずっと見守って下さい」

「わかった。俺が勝ったときのお願いも良い？」

「も、もちろんです！」

「じゃあ、これからも、ずっと智とも花かたちのことを見守らせて欲しい」

「そ、それって……」

　うん、どっちが勝っても同じだよな。でも、他ほかに願ねがいなんて浮かばなかったんだから仕方がない。

「そんなの、良いに決まってます。……ふふっ」

「ん、安心した。……始めようか」

「はい！　……では、行きますっ！」

　ボールを一突き、二突きしてから、智花が急速発進して俺おれの前に迫った。

「っ！」

　進路を塞ふさいでも、塞いでも。次から次へと技を繰くり出し、アグレッシブさ全開でゴールを狙ねらい続ける。

　地を這はうような切り込みダツクイン！

　閃せん光こうの如ごとき切り返しクロスオーバー！

　あの日と寸すん分ぶん違たがわぬ驚おどろきを、あの日よりもずっとずっと疾はやく、さらに成長した姿で、俺の心に届けてくれる。

　躱かわされても良い、シュートを決められても良いと、本気で受けて立ちながらもどこかそんな想おもいを抱いていた。

　ああ、でもダメだ。

「……いきます、昴すばるさんっ！」

　智花が宙に舞まい上がる。幼き日に描いた理想型をそのまま形にしたような、瞳ひとみを、心を奪って止やまないジャンプシュートを、ほんのすぐ傍そばで見せてくれる。

　我慢なんてできるはずもない。




　こんなにも美しい存在、たとえ小学生だろうと手を出さずにはいられない！




　──放ほう物ぶつ線せんを描き、ネットの真ん中を目指していたボールが、僅わずかに手前で減速してリングに弾はじかれる。

「……私の、負けですね」

　清すが々すがしく笑って、智花がゆっくりとかぶりを振る。

「いや。智花の勝ちだ」

「え、でも」

「ごめん。今ほんの少しだけ、うっかり飛んじゃった。ジャンプしなきゃ届かないのがわかって、身体からだが勝手に反応した。俺のルール違反だ」

　正直に告白すると、智花は少し考えるそぶりをしてから、

「見てなかったので、また勝負して下さい。また、いつか」

　そう言って、ゆっくりと両手を前に差し出す。

「うん、もちろん。いつでも、何度でも」

　俺おれはそのか細い手をぎゅっと握りしめて、智とも花かと未来を約束した。





＊






　ボールを返却し、帰る前に休きゆう憩けいがてらフードコートでドリンクを片手に向かい合って座る俺たち。

「あの、昴すばるさん。これ……受け取って下さいっ」

　少しして、智花がリボンで彩られた箱を一つ差し出す。

　どこか厳おごそかな気持ちになりながら蓋ふたを開けると、中には可か愛わいらしい五色のチョコレートが入っていた。

「今け朝さ、早起きしてみんなで……五人で作りました。お口に合うか分かりませんが、食べて頂けたら嬉うれしいですっ」

「……ありがとう。すごく嬉しいよ、本当に」

　俺のために時間をかけて用意してくれたことがあまりにも感動的で、なんだか口に入れるのが勿もつ体たいないような気がしてしまう。

[image: ]

　けど、きっと完食することが、みんなに一番喜んでもらえる方法だろう。

「早速だけど、頂いても良い？」

「はい、ぜひ！」

　頷うなずいてもらえたので、俺おれは一つ一つ丁てい寧ねいに口に運び、その甘みを嚙かみしめる。

　──黄き色いろは、真ま帆ほ。燦さん々さんと周りを照らす太陽のような、爽さわやかなレモンの味。

　──水みず色いろは、紗さ季き。涼やかなそよ風が吹くような、透き通るミントの味。

　──薄うす緑みどりは、愛あい莉り。優やさしく全すべてを包み込んでくれる、慈愛溢あふれるメロンの味。

　──ピンクは、ひなたちゃん。天使の贈おくり物ものみたいな、濁にごりなき苺いちごの味。

　──そして、赤は、智とも花か。雨上がりに咲く花が結んだ、光ひかり輝かがやくチェリーの味。

　五つ全てを食べ終わると、ふわりと身体からだが軽くなったような気がした。

　俺にとって、いちばんの元気の源は、智花たち五人なのだなと、改めて想う。

　それは、これからもずっと変わることはない。

　いつまでも、きっと。
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　本当に美お味いしかったと何度も智とも花かにお礼を伝え、薄うす闇やみの中お別れして自宅に帰き還かん。

「お帰りなさいすばるくん。ごはんできてるわよ、チョコフォンデュ♪」

　玄関を開けると、強烈に甘い香りがリビングから漂ってきた。やっぱり今年ことしもか……。

　別に嫌いというわけではないんだけど、すぐ食い飽きるんだよなあれ。

　とはいえ断ったら母かあさんが悲しい顔するのは目に見えているし、一年に一度くらいは謹つつしんで頂いておこう。

「ありがと。着替えてから食べるよ」

　そう告げてひとまず二階に上がろうとしたのだが、途中で『あ、ちょっと待って』と呼び止められた。

「ん？　なに？」

「はいこれ、すばるくんに宅配便よ、うふふ」

「俺おれに？」

　なんだろう。特に通販を頼んだ覚えはないのだけど。

「…………なぜ、宅配便？」

　首を捻ひねりつつ受け取り送り主の名前を見た瞬しゆん間かん、図はからずもツッコミが漏れた。

　同じ高校だし家もそんなに離はなれてないんだから、直接渡した方が安上がりなのに。葵あおいの考えていることはときどきよくわからない。

　もしかして照れてる……？　いや、今さら俺に対してそんなはずないよなあ。

　なんにせよ『あげてもいいかな』って思ってくれたのならとても嬉うれしいことだけど。

　この一年、葵にも世話になりっぱなしだったからな。ちゃんとお礼を伝えて、来月お返しをしなければ。

「にしても、はは」

　もう一度伝票を見て、つい笑いが堪こらえきれなくなった。

　品物名【義理チョコ】って。

　こうもはっきり書かれると、なんだかかえって清すが々すがしい。

　ところで、その『義理』の部分の上に一度何かを書いて、後からボールペンで塗りつぶしたような痕こん跡せきもあるけど、ここには何と記されてたんだろう。

　頑張れば解析できそうな気もするけど……いや、やめておこう。消す、という意志に対し詮せん索さくをかけるのは葵に対する『不義理』になってしまいそうだし、な。










　　　あとがき





『忘れ物を探しに行く旅がある』

『探し物を忘れに行く旅もある』



　釣り師、村むら岡おか昌まさ憲のりさんの言葉を見つめ直したことで、ようやくこの物語が十五冊目で行き着く場所を見つけられたような気がします。

　一時、社会から取り残されていた僕が偶然見つけた『ロウきゅーぶ！』という世界は、いったいどこに決着すべきなのか。しばし刊行がない間、それを長らく考え続けていました。

　慧けい心しん女じよバスのメンバーにとって、また、主人公長は谷せ川がわ昴すばるにとって、一年の区切りは断じて『終わり』ではありません。彼らがバスケットボールと共に歩む人生はこれからも連綿と続いていくことでしょう。

　大好きな高校バスケ漫画に『あんたの全盛期はいつだ？　俺おれは今だ』という旨の言葉が出てきて、いたく感動した記き憶おくが色褪せず残っています。

　それは、智とも花かたちの全盛期が、少なくとも『今』──小学生時代ではないという信念の礎となりました。

　だから、僕の勝手な都合でこの物語の終末を描くことも、逆に、僕の勝手な都合でこの物語を不必要に継ぎ足すこともしたくありませんでした。

　それでもなお、『ロウきゅーぶ！』は『５の数』で区切りを付けたかった。終わらせられず、続けられず、それでもあと『ひとつ』をひたすら求める日々。今まで生きてきた中では最も過酷なプレッシャーを受け続けていたと言っても過言ではありません。

　というか、『絶対に越えられないデッドライン』の寸前まで書き上がる気がしなかったというのが本当のところです。

　もう、自分の力量ではここまでかな。そんな想いが膨ふくらみ、ある種の現実逃避的にぼんやりＣＳ放送の釣り番組を観みていたとき、ふと先の言葉に再会しました。

　そして、本当に気まぐれで『還ってみようかな……』という想いを抱いたのです。

　今巻の舞台となっている讚岐さぬきの地は、この『ロウきゅーぶ！』という物語が生まれた根幹となる場所のひとつでした。

　数年前、何もかも投げだすようにフェリーで単身四国へ旅立った自分が、日々の孤独を紛らわすために脳内に描いた五人、それが智花たちだったのです。

　あの時はただ、うだつの上がらない日常を忘れたかった。

　あの時はただ、これから先、食いつなぐための方法を、あてもなく探したかった。

　さして目的を求めていたわけではなかったように思います。現実という過酷さから、逃げたかっただけなのではないかなと述懐します。

　今回、取材とは名ばかりに同じような気まぐれで降りたった香か川がわ県は、かつての印象とは全く違う、美しく洗練された街並みとしてこの眼めに映りました。

　そういえば、四国の中で最後に訪れた香川を歩いていた頃ころなんてもう心身とも這ほう々ほうの体ていで、街の景け色しきなんてすっかり見る余裕を失っていたんだなと、ようやく気付かされたのです。

　遍路で四国を一周しただけで、何を知った気になっていたんだろうと思い知らされました。

　この街に残していた忘れ物が、僕の探し物を教えてくれました。

　原作者ですが、原作者は世界の神なんかじゃない。ただ一度、偶然智とも花かたちの存在を『観かん測そく』した、どこにでもいる一人ひとりの男に過ぎなかったのかな、なんて。

　だから、彼女たちの人生を必ずしも十全に把握しようとしなくても良いのかな、なんて。

　そう思ったら僕もまた『ロウきゅーぶ！』の未来が楽しみで仕方なくなってきました。

　ただ偶然、僕が最初に見つけることができた、小学生五人と長は谷せ川がわ昴すばるの物語。この先の出来事は、僕も一人ひとりのファンとしてのんびり見つめたいな。そう強く願ねがいます。

　拙つたない語り部にここまで付いてきて下さり、本当にありがとうございました！

　ここで蒼あお山やまサグは筆を置きますが、『ロウきゅーぶ！』という世界は必ずどこかで続いています。なので、もしよければこれからも僕と同じ場所から、彼女たちの行く末を見守っていきましょう！　重ね重ね、この十五冊の『同どう行ぎよう二に人にん』に、心からお礼を！


二〇一五年吉日　蒼山サグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。様々な出来事を経て、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。最終巻を書くにあたり香川に取材に行き、想定していた舞台が予想以上に実在する小学校が多いことに気づき、慌てて隣の半島に切り替えた模様!?
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イラスト／てぃんくる

『ロウきゅーぶ！』『天使の３Ｐ！』を担当している、儚く美しい美少女たちが魅力のはるかぜせつな。その幻想的な世界観がたっぷりと詰まった『てぃんくるイラストレーションズ密夜茶会』も好評発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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